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本報告書は,日 本 自転車振興会から競輪収益の一部である機械工業振興資金

の補助を受けて昭和63年度補助事業の一環として作成 したものである。
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CD-ROM調 査 研 究 報 告 書

Lま じ ～ピ)Cこ

わが国 におけ る情報化 は産業分野 を中心 に社会 ・家庭へ と広が りっつ あ り、 デー タベースの

構築及び利用 も中央官 庁や一部の大企業、研究開発企業か ら地方 自治体、 中堅、 中小企業、学

術教育機関へ と広が りっっあ ります。また、データベース関連技術 の開発 も目覚 ま しい ものが

あ ります。

このよ うなデータベ ースを取 り巻 く状況 の中で、CD-ROMは 新 しく登場 した メデ ィア と

して注 目されてお り、オ ンライ ン ・データベース ・サー ビスへ与 える影響 も大 きい とみ られて

いますが、 その現状及 び将来展望が十分 に明 らかにされてお りません。

このため、CD-ROM関 連産業 の実態を正 しく把握 し、わが国の関連産業の育成及 び利用

の促進を図 るために、CD-ROM調 査研究委員会を設置 し、調 査研究を行 うことに致 しま し

た。

本報告書 は、以上 の視 点に立 ち、CD-ROMの 概況、ハ ー ド、 ソフ トおよび流通 の経過 と

動向、関連技術を整理 し、国内施策について触れ、CD-ROMの 将来展望 と振興 のための提

言を とりまとめた ものです。広 く関係各位 の参考 になれ ば幸 いです。

最後 に、本報告書を と りまとめ るにあた り、 ご協力をいただ きま した委 員の方 々を は じめ、

関係各機関の皆様方 に心 よ り感謝の意を表 します。

平成元年3月

財団法人 データベース振興センター

理報 圓 城 寺 次 郎
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第1章 概況





第1章 概 況

1.CD-ROMと は

1-1CD-ROMの メデ ィアと しての位置づ け

情報化社会 に差 しかか る過程で人類 は大 きなハー ドルをい くっか越えね ばな らない時期

が ある。今 まさにその時期 とい って もいいす ぎで はな く,メ デ ィアの混乱,情 報爆発(公

害),コ ンピュータ武装 によ る新 人類 の誕生 とその対比 た る旧人類の葛藤 な ど社会規範 を

揺が し,国 際問題 にまで発展 す るよ うな種 をかかえてい る。 これ は決 して 誇張で はな く,

コンピュー タ ・ウィルスの問題,著 作権論争,ハ イ ビジ ョンの国際規格統 一の難行等 々,

法律 の未設備 ともあいま って,こ れか ら人類 が初 あて経験す る諸問題 を含 んで いる。

これ らの問題 は殆 どが技術の発展 によ り惹起 され た もので あるが,技 術の未熟 さが もた

らした弊害 も多い。例えば,以 前,化 学や原子力の公害 にお いて,廃 棄 物処理 の不手 際や

法律の未整備 などが クローズア ップ されたが,バ ラ ンスに欠 けた技術 の未熟 さが原 因 とな

った例 は多 い。

情報技術 にお いて も全 く同 じ歴史 をたどってお り,こ れが コンピュー タ リゼー シ ョンの

光 と影 と して とらえ られ,産 業界や教育界等で もまだ論議 は尽 くされて いない。

しか し人類の叡智 は見捨て た もので はな く,自 らの生 みだ した技術の弊害 を克服す るカ

ウ ンター技術 や法律 をその時代 に応 じて常 に編みだ した歴史 を もって いる。

CD-ROMも そのひ とつで,い ろいろな意義 と発展性 を もった メデ ィアであ ると考え

られ るの で,以 下 にCD-ROMの 情報化社会 におけ る意義づ けを述べて みよ う。

(1)情 報過多時代の救世主

最近 の書店で は,本 が店頭 にあふれ,年 間4万 冊以上の新刊 を置 くことは,物 理 的に不

可能で,梱 包 された まま開 けることな く取次 に返送 され る書籍 も多 い。 出版点数 が増 え る

ことによって 自分の欲 しい本がかえ ってみっか り難 い状態 にな り,情 報の重複,質 的低下

が随所 にみ られ る。 これ を解決す るには,「文献(書 誌)検 索 システ ム」の普及 が望まれ る

が,コ ス ト・パフ ォーマ ンス的な見地 か ら判断す るとCD-ROMが 現時点で は最良であ

り,J-BISCや 東販,日 販 のCD-ROMが 急速 に普及す る気運 にあ り,一 般 に認知

され る 日は近 い と思 われ る。

全文 デー タベースにっいては新 聞,雑 誌等 が序 々に整備 されっつ あ るが,全 書籍を デー

タベース化 す るには環境 整備 も含めて次世代の メデ ィアを持 たなけれ ばな らな い し,今 す

ぐその必要 はな さそ うであ る。

一1一



と もか く,CD-ROMは 情 報 化 社 会 の 特 質 で あ る 「欲 しい情 報 を いっ で も,ど こで も,

手 軽 に(早 く安 く)入 手 で き る」 の 一 部 分 を 満 足 させ る こ とが で きるわ けで,要 求 され る

膨 大 な量 を 収 納 で き るCDは 情 報 入 手 の フ ラ ス トレー シ ョンを若 干 軽 減 し得 る可 能 性 を秘

めて い る。

CD-ROMが 「電子 出 版 」 と同 義 語 で 用 い られ るの は前 述 の如 き特 性 を 具 備 して い る

た あで あ り,さ ら に低 コ ス ト,大 量 複 製 が 可 能 で あ るか らで あ る。 現 代 で も紙 の コ ス トと

の 比 較 を 行 え ば 媒 体 の み で は約1000分 の1で あ り,フ ロ ッ ピー デ ィス ク と比 較 して も同様

の 値 で あ る。 っ ま り将 来 ハ ー ド普 及 後 の コ ス ト ・パ フ ォー マ ンス,省 資 源 化 を 考 え る と き,

出版 の際 に はCD-ROM系(CD-1や 他 の 光 デ ィス ク ・メ デ ィア を含 む)の 商 品 化 も

必 ず 考 慮 しな け れ ば な らぬ 時 期 が 来 るで あ ろ う。

1-2情 報 化 社 会 の イ ン フ ラ ス トラ ク チ ャー と して のCD-ROM系

工 業 化 社 会 にお いて 欠 くべ か らざ る機 能 に工 場 機 能 と同 時 に流 通,運 搬 機 能 が あ る。 情

報 化 社 会 にお いて も,コ ン ピュ ー タの 発 展 の み で は片 手 落 ち で,オ ンラ イ ンやパ ッケ ー ジ

系 の情 報 流 通 が 不 可 欠 で あ る。 現 在 オ ンラ イ ン系 はISDNや 幹 線 な ど は大 量 に質 の良 い

情 報 電送 が 行 え るが,一 般 家 庭 で は従 来 の 電 話 回線 を流 用 した 質 の悪 い高 コス トの流 通 ル

ー トしか な いの が 現 状 で あ る。 したが って 現 時点 で はCD-ROMの よ うな パ ッケ ー ジ系

流 通 が まず 重 要 視 され,オ ンラ イ ン系 と補 完 し合 って コス ト ・パ フ ォー マ ンス を 向上 させ

る こ とに な るの で あ ろ う。 現 実 にDIALOGも パ ッケ ー ジ ・サ ー ビス を 開始 し,東 ・日

販 の 書誌 情 報 な ど は オ ンラ イ ン ・サ ー ビス の み の 時 代 に 比 べ て1年 間 で10倍 以上 の 伸 び を

示 して い る。

業 務 な どの受 発 注 に は オ ンラ イ ン ・サ ー ビ スや リアル タ イ ム性 が 必 要 で あ ろ うが,一 般

家 庭 で は 当面 デ ー タベ ー ス の 情報 は主 に受 け 手 側 とな るの で パ ッケー ジ系 で 十 分 事 足 り る

わ けで あ る。

ま たCD-ROMは 従 来 の 書 籍 の 内 容 の み な らず プ ロ グ ラ ム等 が 大 量 に入 る た め,ソ フ

ト流 通 の 形 態 に も変 化 が 生 じる。 例 え ば 我 国 に お いて はパ ソ コ ンの 機 種 が 多 い た め に,機

種 ご とに準 備,在 庫 して い る フ ロ ッ ピーをCD-ROMに 全 て入 れ る こ とに よ り,数 種 の

機 種 に対 応 す る こ とが で き,ソ フ トハ ウ ス に と って も便 利 に な る。VTRに お け る βがV

HSに 負 け た もの も ソフ ト提 供 側 は2種 類 の パ ッケー ジ制 作 と在庫 を嫌 った た め で もあ る。

更 に 出版 社 や ソフ トハ ウ ス に と って 一 番 大 切 な コ ピー 防 止 がCD-ROM系 の デ ィ ス ク

で は比較 的守 られ る こ とで あ る。 フ ァ ミコ ンの ソ フ トが 伸 び た 原 因 は フ ロ ッ ピー供 給 で は
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な くてROMで あ った こ とで あ り,CD-ROMで は コ ピー し難 い(コ ピー は可 能 で は あ

るが,一 部 分 の コ ピーで は機 能 しな い ことが 多 く,全 文 コ ピーで は経 済 的 に 引 き合 わ な い)

こ とがIPに と って 安 心 して 提 供 で きる メ デ ィア と して イ ンフ ラ ス トラ ク チ ャー に な り得

るわ けで あ る。

この 情 報 の 大 量 の 流 通 ル ー トが 未 整 備 の ま まで は情 報 化 社 会 の到 来 は望 め な い とい って

も過 言 で はな いで あ ろ う。

1-3ヒ ュー マ ン ・イ ンタ ー フ ェー ス向 上 の た め の ツ ー ル

DTPやEPが 盛 ん に な る にっ れ レーザ ー ・プ リ ン ター か ら出 力 され る文 字 品 質 や フ ォ

ン トの 種 類 が 多 くな って きた 。 今 や 初 期 の16ド ッ トの プ リ ンター文 字 品 質 な ど相 手 に しな

か っ た人 達 まで,ワ ー プ ロ使 用 へ の 関 心 が 高 ま って い る。 っ ま り今 迄 技 術 が 未 熟 で あ り,

そ こ まで 気 が 廻 らなか った フ ォ ン トや 色 彩 まで よ うや く考 え るゆ と りが で て き た わ け で あ

る。DTPに お いて は ア ウ トラ イ ン ・フ ォ ン トの採 用 に よ り,自 分 の好 む 大 き さの 文 字 で

出 力 す る こ と も可 能 とな り,ま た 色 々な 書体 も欲 し くな る。 この場 合,大 量(数100メ ガ)

の メモ リーを 必 要 とす るの で,フ ロ ッ ピー で は対 処 で きずCD-ROMが 使 わ れ る こ と に

な る。 この様 な 環 境 が 整 う と老 人 や 幼 児,弱 視 者 な ど に電 子 出版 は大 歓 迎 され る こ と にな

り,普 及 要 件 と して の 本 当 の ヒ ュー マ ン ・イ ン ター フ ェー スが 向上 した こ とに な る。 コ ン

ピ ュー タ は今 迄 多 くの 制約(少 な い メモ リー,処 理 速 度 等)が あ った た め に ヒュ ー マ ン ・

イ ン ター フ ェー スを あ る程 度 犠 牲 に しな けれ ば な らな か ったが,こ れ か らは よ うや くCD

-ROMや レー ザ ー ・プ リン ター な どの機 器 が 豊 富 に な り,OSの 強 化 と も相 ま って 魅 力

的 な もの に な るで あ ろ う。 昔 は 外科 手 術 が機 能 回復 の み に重 点 を 置 いて い た が,昨 今 は形

成 機能(外 観 等)も 尊 ぶ よ うに な って きた の と酷 似 して い る。

この ヒ ュー マ ン ・イ ンター フ ェー ス の 向上 はハ ー ド,ソ フ ト両 面 に言 え る こ とで,従 来

の 習慣 を くず さな い こ とが 導 入 時 に は大 切 で あ る。 っ ま り入 力 手 法 は手 書 き入 力 や ハ イ パ

ー テ キ ス ト的 検 索 ソ フ トの 充 実 等 が望 ま れ ,慣 れ る に したが って 手 書 きよ り効 率 の よ い キ

ー ボ ー ドや ,ワ ー プ ロ用 の 検 索 ソ フ トも普及 す る よ う に な るで あ ろ う。

1-4マ ル チ メ デ ィア と して のCD-ROM

今 迄 は特 に 出 版 社,ソ フ トウ ェア会 社 か らの 考 察 を 行 ったが,オ ー デ ィオ ・ビ ジ ュ ア ル

界 か ら も熱 い ま な ざ しが注 が れ て い る。

もち ろんCD-ROMはCD－ オ ー デ ィオか ら端 を 発 したわ けで あ るが,現 在 の オ ー デ
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イオ には 映像 が 不 可 欠 で あ る こ とは オ ー デ ィオ フ ェ アの 展 示 や カ ラオ ケの ビデ オ デ ィ ス ク

化 か らで も類 推 で きよ う。 デ ー タ圧 縮技 術 が 向 上 し,DV-1等 が 完 成 す る と,ビ デ オ な

どの 動 画 も扱 え るよ うに な り,ト ー タル な マ ル チ メ デ ィア と して 位 置 づ け られ る よ う に な

り うる。 従 来 の 業 種 は メデ ィ ア ご と に分 か れ て い た(紙 … 出版 界,フ ィル ム …映 画 業 界,

テ ー プ,デ ィス ク… レコ ー ド業 界 等)が,デ ジタ ル の 時代 が 到来 し,全 て の 情 報 は メ デ ィ

ア間 の コ ンバ ー トも可 能 に な りつ つ あ る。 つ ま り文 字,'グ ラ フ ィ ック,音,プ ログ ラ ム 等

は全 て 同一 の 媒 体 に乗 せ る こ とが で き,ど の 業 界 で も同 一 メデ ィア を扱 う こ とが 可 能 に な

りつ つ あ る。 現 在 で は あ る一 部 の業 界 の領 域 が不 明 確 にな り,過 渡 的混 乱 を生 じて い るが,

この 傾 向 は さ らに進 む で あ ろ う。

従 来 マ ル チ メ デ ィア教 育 な ど と叫 ば れ て きた が,操 作 性 もバ ラバ ラな 各 種 の メ デ ィア を

並 べ て 使 って い た わ け で,実 用 上 本 格 的 に使 用 して い る と ころ は皆 無 で あ る とい って もよ

い。

本 当の 参 加 型 マ ル チ メ デ ィア は これ か らが 勝 負 で,こ のCD-ROM系 で実 用 化 され そ

うで あ る。 ただ しマ ル チ メ デ ィア の ソフ ト作 りに つ い て 言 え ば,立 上 げ に 大 変 な 時 間 を 要

す るで あ ろ う。 これ は今 迄 出版 系,映 像 系,音 楽 系,情 報 処 理 系 等 と業 種 が 分 か れ て お り

,文 字,音,映 像,プ ロ グ ラム を バ ラ ンス よ く制 作 で き る体 制 を もって い る会 社 は希 だ か

らで あ る。 さ らに マ ル チ メデ ィア を プ ロ デ ュ ー スす る人 材 の 不 足 と,マ ル チ メ デ ィア を使

い こなす ユ ーザ ー の 教 育 もこれ か らの 課 題 で あ る。 印刷 術 が発 明 され て 作 家 とい う職 業 が

生 まれ た よ うに,マ ル チ メ デ ィア作 家,プ ロデ ュー サ が生 ま れ るの に は多 少 時 間 が か か る

の は止 む を得 ま い。

また従 来 のTVの ご と き,ひ ね る と一 方 的 に 情 報 が 出て くる水 道 方 式 に馴 れ て い る者 に

と って対 話型 メデ ィア は す ぐに は馴 染 め な いか も しれ な い。

従 って 初 期 の 間 は対 話 型 マル チ メ デ ィアの 特 性 を持 ち なが ら もTV的 な一 方 向伝 達 の ソ

フ トが 出回 る こ とにな る。 新 しい メ デ ィア の 出現 に も常 に 一世 代 前 の ソフ トが の せ られ て,

本 当 に そ の メ デ ィアの 特 性 に あ った ソフ トが使 わ れ るの は時 間 が か か る。

それ は メデ ィア の歴 史 が証 明す る と こ ろで あ る。

1-5CD-ROMの 発 展 性

現 在 数 あ る メ デ ィアの 中でCD-ROMを 位 置 づ け る に は発展 性 の 予 測 も大 切 な フ ァ ク

タ ーで あ る。 以 前 レー ザ ー ・デ ィス クの 将 来性 を 論 じた と き対 抗 馬 で あ っ たVHDに は な

い 発 展 的 互換 性(い ろ い ろ な 光 デ ィ ス クが か か り,レ ー ザ ー ・チ ュ ー ブ も半 導 体 に お き変
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わ る可 能 性 を も って い た)を 具備 して い た た め に今 日 メ ジ ャー な メデ ィア に な り得 た わ け

で あ る。

光 デ ィス ク は この 点 にお いて 互 換 性 を 保 ち なが ら発 展 す る特 性 を 持 って い る。 前 述 の 如

くデ ジタ ル技 術 の 発 展 に よ る デ ー タ圧 縮,リ ア ル タ イ ム書 込 み,高 速 デ ー タ処 理,メ デ ィ

ア交 換 技 術 が 成 熟 す る こと に よ り,ど の 業種 で も使 え る メ デ ィア とな り得 るわ けで あ るが,

本 当 に使 い易 い メ デ ィア とな る に はCD-ROM,CD-1,DV-1,CD-RAM等

が融 合 す る こ とが必 要 で あ る。 これ らのハ ー ドル を ク リア して,な おか っ 使 い易 い環 境 を

構 築 しな け れ ば な らな い 。 が,現 在 そ れ らの 技術 は ほぼ予 見 され て い る と い う点 で,こ の

メデ ィ ア系 の将 来性 が 約 束 され て くるわ けで あ る。 例 え ば オ ー サ リン グ装 置,入 力 機 器 や

OCRの 発 展,人 間 の 思 考 に近 い ハ イ パ ー テ キ ス ト等 に よ る模 索 ソ フ トの 実 現 性 な ど は ほ

ぼ手 中 にあ る と い って よい の で はな か ろ うか。

も う少 し先 の こと を予 見 す るな らば,こ の メ デ ィア は書 籍 の 手 軽 さを実 現 す る可 能 性 を

秘 めて い る。 つ ま り液 晶 デ ィス プ レーの 発展 に よ りハ イ グ レー ドな カ ラー化 や 薄 型,フ レ

キ シ ビ リテ ィー の あ るデ ィス プ レーが 実 現 化 しっっ あ り,手 触 り も本 に近 づ くこ とが 可 能

で あ る。 ま た,今 パ ソ コ ン上 で 自然 画 を パ ラパ ラ と本 の よ うに め くる ス ピー ドは な いが,

ブ ラ ウ ジ ング の機 能 は重視 され っ っ あ り,近 い将 来 は 実現 す る と思 われ る。 こ うな る とポ

ー タ ビ リテ ィー ,ユ ーザ ビ リテ ィー に お いて も本 と同様 の使 い勝 手 に な り,書 籍 とニ ュー

メデ ィアの比 較 論 は昔 語 りに な るで あ ろ う。 しか しそ こま で到 達 す る場 合 に は イ ン ター オ

ペ ラ ビ リテ ィー 確 保 の た め のSGMLやODAな どの 国 際 的 な標 準 化 等 の 合 意 が 必 要 で,

まだ 相 当の 時 間 を 要 す る。 これ はデ ジ タルの 世 界 で は論 理 フ ォー マ ッ ト等 の 約 束 事 を 沢 山

取 り決 めね ば な らぬ か らで あ る。CD-ROM系 の 本 格 普 及 の 前 に 手軽 な機 器 と して 一 般

に普 及 す るの はICカ ー ド使 用 の 電 子 手 帳 な どが あ る。 これ は ポー タ ビ リテ ィー と い う点

で はICカ ー ドに か な うメ デ ィアで はな く,自 分 が 持 ち歩 く必 要 な デー タは数 メガ の メ モ

リー で殆 ど事 が 足 り るか らで あ る。 つ ま りデ ス ク トップで はCD-ROM系 を お き,携 帯

時 に はICカ ー ド手 帳 に必 要 な デ ー タ を ダ ウ ンロー ドす るス タ イル が 定 着 す るの で あ ろ う。

この 時 はオ ン ライ ン系 も併 用 す る こ とに よ り電 子手 帳 がCD-ROM等 の デ ー タ ベ ー ス ・

ホ ス トの 端 末 に な り得 る と考 え られ る。

この こ と は 自分 の 欲 しい情 報 や プ ロ グラ ム を手 軽 に編 集 して取 込 み,ワ ー プ ロ上 にペ イ

ス トア ップ して 文 書 を作 る こ とが 容 易 に な る。 企 業 や 教 育 界 で は レー ザ ー ・プ リン タ ーや

電 子OHPに つ な い で プ レゼ ンテ ー シ ョン用 と して も活 用 され るで あ ろ う。 この 様 に な っ

て 初 め て コ ン ピュ ー タが本 当 に生 活 の 中 に とけ込 む と言 え るわ けで,コ ン ピ ュー タ本 体 の
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みで は情報化社会は到 来 しない と断言 して も良 い。 またデー タベースの真の利用 は 自分 に

と って欲 しいデー タを集め ることのみで はな く,必 要な フォーマ ッ トに…例えば グラフ化

とか アニ メ化 とか…即座 に再編集 す る機能 を持 つ ことも大切である。 この場合 には著作権,

情報対価の再評価 も必要 とな り,情 報 の社会 的な価値 感が大 幅に変わるであ ろ う。

以上のよ うにCD-ROM系 の社会 に対 するイ ンパ ク トを述べ て きたが,こ れ はCD-

ROMが 単な るコンピュー タの周辺機器(外 部 メモ リー)に とどま らず,1つ の メデ ィア

と してひ とり歩 きす る可能性 を持 って い るか らで ある。例 えば一生 に読め る本(文 字)は

多 くて もCD-ROM2枚 分 に収 ま って しま うので,こ れを認識す る ことによ り,よ り効

率 よ く自分の欲 しい情報 を入手 しよ うと心掛 けるで あろ う。す なわちデータベ ース(人 類

の資産)の 活用 を真剣 に考 え る時代が到来す るわ けで,個 人 ベースで 自由に活用で きるC

D-ROM環 境が重要視 され るわ けで あ る。 この時,情 報活用能力の差が大 きな社会問題

にな るため,こ の教育 は最重要課題 とな る。万人が情報 を加工 し,発 信で きるよ うになる

の はISDNが 完成 して も更 に先の 時代 になるで あろ うか ら,当 面の課題 は欲 しい情報 を

いか に効率よ く検索す る能力 をっ け るかに焦点 を絞 れば充分で あろ う。

この様な観点でCD-ROM系 が活用 され る時代 は立上 が りは遅 くて も,か な り永続性

を もっ メデ ィアにな り得 る と信 じる。

最後 に,技 術 は常 に進歩 しなけれ ばな らぬ とい う宿命 を負 って いるため,CD-ROM

系の メデ ィアが唯一最高 の もので はな く,現 時点で は我慢 で きるメデ ィアであ る と言 うこ

とを認識 してお くべ きであろ う。
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2CD-・ROMの 産 業 構 造 の 現 状

CD-ROMの 応 用 分 野 は極 め て多 様 で あ る と は,す で に い い古 され た 感 じさえ す る が,そ

れ ほ ど幅広 い用 途 を も って い る。 そ れ だ け,CD-ROMの 対 象 とな る情 報 ・デ ー タ群 が 各 所

にあ り,活 用 待 ち の状 態 にあ る とい う こ とだ ろ うが,こ れ を 制 作 ・発 行(刊 行)・ 流 通 ・利 用

とい う視 点 か らみ た場 合,大 略,図 表1-1の よ うに図式 化 で き るか と思 う。

まず,CD-ROM化 に値 す る情報 ・デ ー タ ソ ー ス群 が あ り,こ れ を 利 用 者 ま た は,エ ン ド

ユ ーザ に 届 け るま で に,CD-ROM製 品 と して発 行 ・刊 行 す るパ ブ リ ッ シ ャー(publisher)が

あ り,実 際 にCD-ROM化 す るデ ィス ク製 作 者 が あ り,次 にそ れ を流 通 ・販 売 させ るデ ィ ス

トリ ビュ ー タが あ り,と い うの が 構 造 的 な流 れ で あ ろ う。 そ して,も うひ とつ,実 際 にCD-

ROMを 利 用 す るの に必 要 なハ ー ドウ ェア と ソフ トウ ェア が ユ ーーーーーザ に供 給 され て 初 め て,CD

-ROMの 利 用 が 可 能 と な る。

整 理 す る と,① 制 作 ・刊 行,販 売 ・流 通 の フ ロー と,② ハ ー ド ・ソ フ トウ ェアの 供 給 の2つ

に大 別 され,こ れ らが,そ れ ぞ れ の 場 面 で"CD-ROMイ ンダ ス トリー"を 相 互 連 関 的 に構

成 して い る とみ て い いだ ろ う。

以 下 、 図 表1-1に 沿 って 構 成 要 因 を 支 え る参 入 企 業 を 中 心 にみ て い くこ とにす る。

情 報 ・ デ タ ソ ー ス 三 ∴篇::
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図 表1-1CD-ROM関 連産 業 の構 成
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2-1情 報 ・デ ー タ ソ ー ス

CD-ROMは あ くまで メ デ ィアで あ って,CD-ROMに 収 め る情報 ・デ ー タ ソー ス

群 が な け れ ば,540メ ガバ イ トと い う大 容 量 も活 きて こな い 。 当 然 す ぎ る こ とだ が,さ らに

事 業 化 や商 品 ・製 品 化 に 当た って は,最 前 線 の 関 係 者 の 言 によ れ ば,ソ ー ス デ ー タを単 に

CD-ROMに 入 力 す るの で はな く,い か に有 効 ・効 率 的 に活 用 で き る シス テ ム を つ く り

出 せ るか が,最 大 の ポ イ ン トと い う。

単 な るメ デ ィア変 換 で な く,そ れ を 上 回 る付 加 価 値 を 産 み 出 すCD-ROM製 品,シ ス

テ ムが制 作 で きて 初 め て 活 きたCD-ROM化 が 実 現 され る とい う こ とで,こ れ らに対 応

した コ ンサ ル テ ィ ング ・サ ー ビスの 出現 が 望 まれ る段 階 に きて い る と もい え る。

2-2パ ブ リ ッ シ ャー

情報 ・デ ー タ をCD-ROM化 し,製 品 と して 発 行 ・刊 行 す る企 業 ・機 関 を い い,民 間

企 業,団 体,政 府 機 関,さ らに は個 人 も考 え られ る。

CD-ROMの 応 用 分 野 が 幅 広 い こ とに対 応 して パ ブ リ ッシ ャー も幅広 い レ ンジで想 定

され,現 状 で い って もデ ー タベ ー スの 制 作 ・刊 行 者 か ら,印 刷 ・出版物 な どい わ ゆ る従 来

か らの 出 版 社,マ イ クロ フ ィル ム ・フ ィ ッ シュ な ど マ イ ク ロ フ ォ ー ム によ る情 報 ・デ ー タ

刊 行 者,地 図 出版 社,ゲ ー ム,さ らに 自社 デ ー タ を社 内用 にCD-ROM化 して 利 用 す る

企 業 ・機 関 な ど も これ に含 まれ る。

情 報 ・デ ー タをCD-ROMで 制 作 ・刊 行 す るす べ て を この パ ブ リ ッシ ャー と い って よ

く,CD-ROMの 場 合 は 「出版 ・刊 行 」(Publish)の 概 念 を これ まで よ り広 義 に考 え た

方 が 妥 当 と,思 わ れ る。 こ う した観 点 か らす れ ば,商 品 販 売 す る ケ ー ス,イ ンハ ウ ス用 に

利 用 す る ケ ー スの いず れ で あ って も,CD-ROMパ ブ リッ シ ャーで あ る こ と に変 わ りは

な い。

著 作 権,ロ イ ヤ リテ ィー に 関 して は,自 社 保有 デ ー タをCD-ROM化 す る場 合 は問 題

な いが,商 品 デ ィス ク と して販 売 す る場 合 は,一 般 的 にCD-ROM化 す る原 情 報,オ リ

ジナ ル ・ソー スの 保 有 者 か ら了解 を 得 る必 要 が あ る。

普通,ロ イ ヤ リテ ィーの 形 で相 当 の 金 額 を 対 価 と して 支 払 った りす るケ ー ス が 多 い が,

一 般 的 に は 当事 者 以 外 に は ,も っ と も外 部 に見 え に くい部 分 で あ り,こ れ とい った 基準 は

な く,ケ ー スバ イ ケ ー スで 決 あ られ て い る よ うだ 。
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2-3デ ィ スク製 作

CD-ROM化 す る情 報 ・デ ー タをCD-ROM用 の デ ー タ に変 換 し,ス タ ンパ(原 盤)

を製 作,プ レス して 製 品化 す る過 程 で あ る。

これ は ほ ぼ,CD-ROMデ ィス クの製 作 工 程 に沿 って,デ ー タ入 力 か らデ ー タ ・プ リ

パ レー シ ョン,プ リマ ス タ リン グ,マ ス タ リ ング ・プ レス,そ れ に検 索 ソ フ トの 制 作 に大

き く分 け られ る。

三 洋 電 機 やCBSソ ニ ー,大 日本 イ ンキ化 学 工 業,東 芝EMI,日 本 コ ロ ム ビア,日 本

電 気 ホ ー ム エ レ ク トロニ ク ス,日 本 ビ クタ ー,日 立 製 作 所 な どCDメ ー カが この 工 程 を担

当 して い るの が普 通 だ が,こ れ らのCD-ROMデ ィ ス ク メ ー カ は,デ ー タ ・プ リパ/プ

リマ ス タ リン グ装 置,マ ス タ リ ング装 置,プ レス装 置 を 装 備 した ク リー ンル ー ム付 きの 工

場 でCD-ROMデ ィ ス クの 生 産 を 行 ってお り,パ ブ リ ッシ ャー との 取 り決 あ に基 づ いて,

普 通 は2～4週 間程 度 で デ ィ ス クを 製 作 して い る。

一方
,最 近 の動 き と して,イ ンハ ウス用 の デ ー タ ・プ リパ/プ リマ ス タ リ ング装 置 が 米

国 に出現 した が,そ れ は①OMI社(OpticalMediaInternational)の 「TOPIX」,

②MeridianData社 のrCDPublisherＬrCDMaster5」 に代 表 され る。

両 社 の 装 置 は 米 欧 で オ ー デ ィオCDメ ー カの ほか,音 楽 産 業 以 外 の一 般 企 業 に も導 入 さ

れ て お り,意 味 す る と こ ろ はエ ンコー デ ィ ング,CD-ROMデ ー タの シ ミュ レー シ ョン

な どを 自社 内(イ ンハ ウ ス)で 行 い,そ の あ との マ ス タ リ ング以 降 の工 程 を 外 部 の オ ー デ

ィオCDメ ー カに 出 した り,も し くは,ラ イ トワ ンス ・デ ィス クの製 作 装 置 に っ な げ る と

い う もの で あ る。

ま た,CD-ROMを 製 作 す る に は,マ ス タ リ ングの 前 段 階 で,最 低 一 度 は実 際 に デ ィ

ス ク(プ ル ー フ ・デ ィス ク)を 製 作 し,プ ログ ラ ムの 作 動,デ ー タの正 確 性 な ど を再 確 認

す る必 要 が あ るが,現 状 は オ ー デ ィオCDの 制 作 と同 じプ レス方 式 で デ ィス ク製 作 を行 っ

て い る ため,少 量 ・少 枚 数 の 製 作 に不 向 きで,非 効 率 とい う指 摘 が あ る。

これ に対 応 して,少 枚 数 を短 時 間で マ ス タ リング ・プ レス工 程 を経 ず にCD-ROMデ

ィス クを製 作 す る シス テ ム が 登場 した。 ライ トワ ンス ・デ ィス クを 利用 した 「ヤ マハ プ ロ

グラ マ ブル ・デ ィス ク ・シス テ ム 」(ヤ マハPDS)な どで,デ ー タ加 工 装 置 か ら直接 デ

ィス クに デ ー タ 出力 す るた め,そ の間 の 費 用,製 作 時 間 の大 幅 な 短 縮 がで き,少 枚 数 は こ

の方 式 で,大 量 枚 数 は従 来 通 りの工 程 で,と い う使 い分 け が可 能 にな った。

CD-ROMデ ィス クか ら情 報 ・デ ー タを効 率 よ く引 き出 す に は検 索 ソフ トウエ ア が 必

要 で あ る。 しか も検 索 ソフ トの 良 し悪 しが,CD-ROM製 品 の 良 し悪 しを決 あ る と さえ
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いわ れ る ほ どで あ る。

米 国 で は,ReferenceTechnology,TMS,KnowledgeSetの 各 社 な ど,検 索 ソ フ トを 商

品 化 し専 業 の 形 でCD-ROMイ ン ダ ス トリー の 一 角 を 成 しっ っ あ るが,国 内 で はそ う し

た企 業 は まだ 少 な い。

ま だ少 数 とい うの は卵 と鶏 に な るが,CD-ROMデ ィ ス クの 製 作 会社 が この 部 分 も含

めて 受 け もつ こ とが 多 く,ま た,国 内で はCD-ROM化 の 実 績 が 豊 富 な 大 日本 印 刷,凸

版 印刷 な どが,こ の 部 分 まで 含 め て パ ブ リ ッ シ ャー と共 同 開 発 す る場 合 が 多 い。

両 社 は 印刷 業 と して 印 刷 ・出版 物 のCTSデ ー タを 多 数 もち,国 内 のCD-ROMイ ン

ダ ス トリー の創 成 期 か ら立 ち会 って きて お り,い わ ゆ る電 子 出版 分 野 で の 両 社 を 占 め る位

置 は 大 きい とされ て い る。

2-4デ ィス トリ ビ ュー タ

製 品 が あ って も,こ れ を販 売 ・流 通 させ るチ ャネ ルが な くて は宝 の もち ぐさ れ で あ る。

CD-ROMが これ まで の書 籍 な ど の よ うに,単 に 売 り切 って しま え ば そ れ で終 わ り とは

いか ず,検 索方 法,機 器 の扱 い方 な どユ ーザ ・フ ォ ロー が 必 要 な 製 品 だ け に 特 に商 品 デ ィ

ス クの 場 合 は今後,デ ィス トリビ ュー タが 重 要 に な って こよ う。

2-5利 用 機 器 と ソフ トウ ェ ア

最 後 にCD-ROMを 利 用 す るた め に は,パ ソ コ ンとCD-ROMド ラ イ ブ,そ れ に ソ

フ トウ ェアが 必 要 で あ る。 この 分 野 は,産 業 的 に はパ ソ コ ンとCD-ROMド ラ イ ブ メ ー

カ の 動 向,構 造 とオ ー バ ー ラ ップ す る。

普 及 台 数 の多 い 日本 電 気 のPC-9801シ リー ズ を対 応 パ ソ コ ン とす るCD-ROM製 品

が や は り多 く,CD-ROMド ラ イ ブ は世 界 的 に高 い シ ェア を もつ とい わ れ る 日立 製 作所

が 先 行 して い るのが 現 状 だが,新 しい 動 き と して ゲ ー ムにCD-ROMを 応 用 した 日本 電

気 ホ ー ム エ レク トロニ クス の 「ロム ロ ム」(ROM2)が あ る。

任天 堂 の フ ァ ミコ ンを追 って 日電HEが 発 売 した ゲ ー ム機 「PCEngine」 にCD-R

OMド ライ ブ を ドッキ ング させ た もの で,一 般 のCD-ROMド ラ イ ブ とは別 個 の分 野 で

の 伸 び方 と して見 て お く必 要 が あ る。

ま た,89年 に入 って の 大 き な動 きは,富 士通 のrFMTOWNS」 と ソニ ーの 「Quar-

terL」 が あ る。TOWNSはCD-ROMド ラ イ ブを 標 準 装 備 し,QuarterLも"CD-

ROMビ ュー ア"と して,シ リー ズ 数 機 種 にCD-ROMド ラ イ ブを 組 み込 ん だ 。
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さ らに 注 目す べ き点 は,TOWNSが ア プ リケ ー シ ョ ンソ フ トの 標 準 提 供 媒 体 と して,

CD-ROMを 採 用 した 点 で あ る。 これ はCD-ROMに と って 大 きな イ ンパ ク トといわ

れ て お り,"CD-ROM"を よ り一般 に認 知 ・普 及 させ る点 で も大 きな 役 割 を 果 たす と

期 待 され て い る。 全 国 の ソ フ トハ ウス がCD-ROMに ア プ リケ ー シ ョ ンソ フ トを入 れ,

年 内 に100タ イ トル 刊 行 と発 表 され て お り,3月 米 国 で 開 催 され た マ イ ク ロ ソ フ ト社 主 催

の 「第4回CD-ROM会 議 」 で も大 きな注 目を 集 めた 。
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第 ・2章 経 過 と 動 向

1.ハ ー ド ウ ェ ア

1-1CD-ROMド ラ イ ブ の発 展 経 過

光 デ ィス クは高 い記 憶 密 度 を有 し,非 接触 再 生 に よ る高 信 頼 シス テ ム を実 現 で き る点 か

ら,デ ー タ記 憶 装 置 と して の実 用 化 研 究 が積 極 的 に進 め られ て い る。 しか し,電 子 フ ァイ

ル シス テ ム等 に一 部 製 品化 は され て い る もの の,普 及 の テ ンポ は遅 い。 民 生 分 野 で は,再

生 専 用 で は あ るが ビデ オ デ ィス クや 音 楽 用 コ ンパ ク トデ ィス ク(以 下,CD)と して 相 次

いで 製 品 化 され,特 にCDは ア ナ ログの レコー ドを 凌 ぐまで に 爆 発 的 に普 及 した。 その 結

果,ハ イ テ ク製 品 に もか か わ らず 価 格 は当 初 の1/10ぐ らい ま で 下 が り,量 産 の 威 力 を見

せ つ け た。 この高 信 頼,低 価 格 シス テ ムを 実現 したの は,プ ラ ス チ ックデ ィス クに デ ィ ジ

タル デ ー タ を高 い信 頼 度 で記 録 す る誤 り訂正 技 術,大 規 模 の デ ィ ジ タル信 号 処 理LSIや

半 導 体 レー ザ を作 る半 導 体 技 術,レ ンズお よ び サ ー ボ系 の 小 型 化 を 図 る光 ピ ック ア ップ ・

エ レ ク トロ メ カ ニ カ ル技 術 な どで あ る。CD-ROMは,こ のCDの 持 つ量 産 性 と低 価 格

に着 目 して,音 楽 信 号 の代 わ りに大 容 量 の デ ー タを いれ て,複 数 の ユ ー ザ に提 供 しよ う と

す る もの で,光 デ ィス クの特 徴 で あ る大 容量 性,高 速 ア クセ ス性 を活 か し,こ れ まで 磁 気

デ ィス クや磁 気 テ ー プ な どで は考 え られ なか った応 用 分 野 が 広 が りつ つ あ る。 特 に,デ ー

タベ ー ス の サ ー ビス形 態 や 出版 関 連 に画 期 的展 開を もた らす 可 能 性 が 大 きい。

1984年4月 に フ ィ リップ ス と ソニ ーの 両 社 か ら.CD-ROMの 規 格 書(い わ ゆ る,Yellow

Book)が 提 示 され,同 年7月 に 開催 され たNCC(NationalComputerConference,米 国

ア ナハ イ ム)に 於 て 日立 製 作 所 が 最 初 のCD-ROMド ラ イ ブ の プ ロ トタイ プを デ モ して

以 来,米 国 に於 て,1985年 の初 め 頃 よ り図 書館 向 けの デ ー タ ベ ー スへ の 応 用 を 皮 切 り に し

て,デ ー タ ベ ー ス ・デ ィス トリビュ ー シ ョ ンの新 しい メ デ ィア と して実 用 化 が 始 ま っ た。

その 規 模 はLINKResources社 に依 れ ば,1986年 に871万 ドル,1987年8,330万 ドル,1988

年1億9,730万 ドル,1992年 まで には22億5,000万 ドル に拡 大 す る と期 待 さ れて い る。

一 方
,国 内 に於 い て は,三 修 社 が1985年10月 に最 初 のrCD-WORD辞 書 検 索 シス テ

ム ー科 学 技 術 用 語 辞 典 」 を発 売 したの に続 い て,日 立 ソフ トエ ン ジニ ア リング,ダ イ ケ イ,

紀 伊 國屋 書 店/口 外 ア ソー シエ イ ツ,日 本 特 許 情報 機 構 等 に よ るデ ー タベ ー スへ の 応 用 が

試 み られ て い る。 ま た,日 産 自動 車 や 第 一 生 命 等 にみ られ る よ うに企 業 内 の デ ー タベ ー ス

を利 用 す る シス テ ム の 実 用化 が 進 あ られ て い るが,米 国 に比 較 す る と市 場 は は るか に小 さ

く,萌 芽 期 に あ る と言 え よ う。
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1-2CD-ROMド ラ イ ブ の市 場 規模

CD-ROMの 商 品 化 は1985年 に 始 ま った ば か りで,市 場 全 体 が 開 発 途 上 にあ る状 態 な

の で,CD-ROM関 連 産 業 の規 模 や推 移 を把 握 す るた め に利 用 で き る統 計 資 料 が な い の

が 実 情 で あ る。 国 内外 の数 社 の調 査 会 社 が,そ れ ぞ れ独 自の 調 査 方 法 に依 って,CD-R

OMド ラ イ ブ,デ ィス クの 出荷 数 量 や 生 産額 の予 測 値 を提 供 して い る。 方 法 や 視 点 が 異 な

るた めか 各 社 の 予測 値 に 少 な か らず 差 異 が認 め られ るが,産 業 界 の 現 状 を あ る程 度 反 映 し

て い る と考 え られ るの で,こ れ を参 考 に して推 定 を 行 った。

図表2-1は1986,1987,1988の 各 年 度 のCD-ROMド ラ イ ブの 国 内 市 場 へ の 出荷 台

数 の推 定 値 を表 した もの で あ る。

1986年 は サ ンプル 出 荷 の 段 階 で で あ った の で,数 百 台程 度 と考 え られ る。1987年 か ら 日

産 自動車 のFASTシ ステ ム等 の 大 規 模 シ ステ ム本 格 稼 動 に は い った事 な ど に依 って,出 荷 数

量 が 伸 び始 め た。 した が って,1988年 度 末(1989年3月 末)に 於 て,国 内 の 類型 出荷 台 数

は約16,000台 程 度 と推 定 され る。 この 値 は,米 国 市 場 の 約10分 の1程 度 と推 定 され,国 内

市 場 が依 然 と して 開 発 途 上 の 萌 芽 期 に あ る ことを 示 して い る と言 え よ う。

なお,上 記 の 出荷 台 数 の 推 定 値 に は トヨタ ・クラ ウ ン ・ロ イヤ ル サ ル ー ンGに 搭載 され

て い るナ ビゲ ー シ ョン用CD-ROMド ラ イ ブ と,NECの ゲー ムマ シー ン,PCエ ンジ

ン用 のCD-ROMド ラ イ ブ を含 めて い な い。 前 者 の累 計 出荷 台 数 は1988年 度 末 で 約6万

台 に達 す る と予測 され て い るが,CD-ROM市 場 全 体 が 萌 芽 期 にあ って デ ー タベ ー ス応

用 の サ ンプ ル 数 が少 な い の で両 者 を 出 荷 台数 の推 定 値 か ら除 い た。

1-3応 用分野別のCD-ROMド ライブ利用状況

CD-ROMド ライブの利用台数の多い順序でCD-ROMの 応用分野 を分 類す ると,

おおよそ次の用 に分け ることが 出来 る。

① 企業 内データベ ース

② 発注支援 システム

③ 電子 出版/辞 書

④ 商用デー タベース

⑤ 教育 システ ム

⑥ その他

これを図表2-2に 示 した。① および② の応用分野 は何れ も同一企業 内あ るいは同一業界

内のいわ ゆるイ ンハ ウスユー スの利用形 態で ある。 これ らの応用分野 に利用 されて いるC
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CD-Rom卜"ラ イフ"国内 出荷台 数(推 測 値)
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図 表2-1CD-ROMド ラ イ ブ国 内 出荷 台数(推 測 値)

璽 企業内デ一夕ベーズ

匡翻 発注支援ジ万ム

醗翻 電子出版・辞書

唖 商用デづベース

吻 教育シス弘

吻 その他

図2-2分 野 別CD-ROMド ライ ブ利 用 状 況(推 定)
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D-ROMド ライ ブ の総 数 は,全 体 の 半 分 以 上 を 占 めて いて,国 内市 場 のCD-ROM利

用 形 態 の 特 徴 の一 端 を示 して い る。 即 ち,CD-ROMの 市 場 開 拓 が最 も進 ん で い る米 国

に於 いて は,CD-ROMが デ ー タベ ー スの 新 しい提 供 メデ ィ ア と して,商 用 デ ー タベ ー

スの 分 野 で最 も多 く用 い られ て い る こ とに対 照 を な して い る。 これ は 国 内 の マ シー ン ・リ

ー ダブ ル ・デ ー タベ ー スの 蓄 積 ,整 備 が 十 分 で な いが 故 に,CD-ROMの 大 規模 な応 用

開 発 が,大 企 業 の イ ンハ ウ ス ・デ ー タベ ー スを 利 用 して,し か も焦点 を絞 った特 別 な 目的

を 中心 に始 め られ て 事 を 示 して い る と言 え よ う。

商 用 デ ー タベ ー スや 電 子 出 版 等 の 応 用 分 野 へ の 普 及,さ ら に は家庭 用/ア ミュー ズ メ ン

ト ・ユ ー ス,自 動 車 ナ ビゲー シ ョンな どの 新 しい応 用 分野 へ の 展 開 を 図 って行 くこ とが今

後 の課 題 と言 う ことが 出来 る。

1-4CD-ROMド ラ イブ の 利 用 形 態 と要 求 され る性 能 ・機 能

こ こで は現 在 の 応 用 分 野 の利 用形 態 にお い て,CD-ROMド ライ ブ が市 場 か ら要 求 さ

れ,且 つ提 供 して い る性 能 ・機 能 の 内 容 を 分 析 す る と共 に,今 始 ま りつ っ あ る新 しい応 用

分 野 の家 庭 用/ア ミュ ーズ メ ン トユ ー スや 自動 車 ナ ビゲ ー シ ョ ンな どの 利 用形 態 に於 け る

要 求 され る性 能 ・機 能 の 内 容 を 検 討 す る。

図表2-3はCD-ROMド ラ イ ブの 性 能 ・機 能 評 価 項 目 とそ の 内容 を 表 した もの で あ

る。1.容 量,2.ア ク セ ス速 度,3.転 送 速 度 は言 う まで もな くメモ リ装 置 の ス ル ー プ ッ トに

関 わ る重 要 な性 能 評 価 項 目で あ る。4.イ ンター フ ェイ ス は標 準 化 が課 題 で あ る。5.ソ フ ト

ウ ェア は主 と .して ドラ イ ブ と共 に 提 供 され るデ バ イ ス ・ ドラ イバ やMS-DOSExtensi

on等 の サ ポ ー ト ・ソ フ トウ ェア で あ る。7.信 頼 性/寿 命/保 守 サ ー ビス は 情報 機 器 と して

要 求 され る総 合 的 な信 頼 性 とそ の サ ポ ー ト体 制,お よび 使 用 す る部 品 の 設 計 信 頼度 等 に 深

い 関 わ りを持 つ 分 野 で あ り,価 格 に も強 い影 響 を 及 ぼ す 重 要 な項 目で あ る。

図 表2-4は,利 用 形 態 と要 求 され る性 能 ・機 能 の 関 係 を 纏 め た もの で あ る。

応 用 分野 が上 か ら下 へ 向 か って 業 務 用 か らパ ー ソル ・ユ ー ス,家 庭 用/ア ミュー ズ メ ン

トユ ー ス へ と変 わ って 行 くよ う に表 現 され て い る。 ナ ビゲ ー シ ョ ンにつ いて は,特 別 な 形

態 な の で 分離 して 表 現 した。

業 務 用 途,特 に企 業 内 ユ ー ス に於 いて は信 頼 性/保 守 サ ー ビス等 の サ ポ ー ト体 制 の 整 備

と スル ー プ ッ ト性 能 が 重 要 な フ ァク ターで あ る。

一 方 ,商 用 デ ー タ ベ ー ス,電 子 出版 で は イ ンタ ー フ ェイ ス とサ ポ ー ト ・ソフ トウ ェア の

標 準 化 と価 格 へ の要 求 が 強 くな り,相 対 的 に性 能 へ の要 求 が 緩 くな って い る。
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図 表2-3CD-ROMド ライ ブ の性 能 ・機 能 評 価 項 目

項番 項 目 内 容 備 考

1 容 量 ・標 準120mm(550MB)

・大容 量 化 一 マ ル チ ドラ イ ブ

デ イ ジ ー チ ェ イ ン
・小型 化80mm(180MB)

2 ア クセ ス速度 ・0 .5秒 以 下
・1秒 以 下

・数秒 以 下

3 転 送 速 度 ・標 準

・連 続 デ ー タ 高 速 読 み だ し 一 バッファ・キャシュメモリ

・高速 化

4 イ ン タ ー フ ェ イ ス ・標 準1/F-SCSI/RS232C

・PCバ ス ーIBMPC/AT/AX

(公 開)-IBMPS/2
－PC9801/EPSON

・専 用 一 各 社 パ ソコ ン/ワ ー プ ロ
一 ゲ ー ム マ シ ー ン

5 ソ フ ト ウ ェ ア ・デ バ イ ス ドラ イ バ/MS-DOSEXTENSION

・ユ ー テ ィ リテ ィ/検 索 プ ロ グ ラム

6 形状/大 きさ ・ス タ ン ドア ロ ー ン ー デ ス ク ト ッ プ

・ ビ ル ト イ ン ー5
.25フ ル・八一フハイト

一3 .5
－DIN(車 載)

7 信頼性/寿 命 ・業務用情報機器

/保 守 サー ビス ・パ ー ソナル 情 報 機 器

・家 庭 用/ア ミ ュ ー ズ メ ン トユ ー ス

8 可 搬 性 ・据 置 ・オ フ ィ ス ユ ー ス ー スタンドアローン/ビルトイン

・車載/航 空機/船 舶
・ボ ー タ ブル ー屋 外 バ ッテ リ駆 動/

屋内AC駆 動
・デ ィ ス ク カ ー ト リ ッ ジ/キ ャ デ ィ

9 付 加 機 能 ・音 声 －CD/ADPCM
・ イ メ ー ジ ー パ ソ コ ン ・グ ラ フ ィ ッ ク

一 高 精細 ドキ ュメ ン ト

(G-IV圧 縮)
一 自然画 一原 稿 カ ラ ー/

ハ イ ビ ジ ョ ン

・検 索 機 能 一 パ ソ コ ン/WS内 蔵
一 専 用 プ ロ ッサ ・検 索 ソ フ

組込 み
・耐塵埃機構 一 防塵機構/除 塵機構

10 価 格 ・業 務 用 一 小 量 ・ヘ ビ ー デ ュ ー テ ィ

・パーソナル用 一 中 量 ・ ミ デ ィ ア ム デ ュ ー テ ィ

・家 庭 用 一 大 量 ・ ラ イ ト デ ュ ー テ ィ

・ ナビゲーション用 一 大 量 ・ ヘ ビ ー デ ュ ー テ ィ
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図 表2-4CD-ROMド ライ ブの 利 用 形 態 と要 求 され る性 能 ・機 能

利 用 形 態 要 求 さ れ る 性 能 ・ 機 能

・オ ンラ イ ン併 用 デ ー タベ ー ス ① 信頼性/保 守 サー ビス
業 ② アクセス速度

・オ ンラ イ ン併 用 発 注 支 援 システム ③ 転 送 速 度
務 (企 業 内ユ ー ス) ④ 付 加 機 能(耐 塵埃機構)

用 ・オ フ ラ イ ン ・ デ ー タ ベ ー ス ① 信頼性/保 守サ ー ビス
(企 業 内ユ ー ス) ② アクセス速度

途 ③ 転 送 速 度
④ 容 量(マ ルチ ドライ ブ)
④ 付 加 機 能(耐 塵埃機構)

・商 用 デ ー タ ベ ー ス ① イ ンタ ー フ ェイ ス(標 準 化)

② ソ フ トウエ ア(標 準 化)
パ ③ 付 加 機 能(イ メー ジ,検 索機能)

④ 信頼性/保 守 サー ビス
| ⑤ アクセス速度

⑥ 転 送 速 度
ソ ⑦ 価 格

ナ ・教 育 シス テ ム ① 付 加 機 能(音 声,イ メ ー ジ)

② イ ンタ ー フ ェイ ス(標 準 化)
ル ③ 転 送 速 度

④ アクセス速度
⑤ 価 格
⑥ 信頼性/保 守 サー ビス

・電子 出版 ・辞 書 ① イ ンタ ー フ ェイ ス(標 準 化)

② ソフ トウ エ ア(標 準 化)
家 ③ 価 格
庭 ④ 可 搬 性(ポ ータブル)
用 ⑤ 形状/大 きさ
の ⑥ 付 加 機 能(音 声,イ メ ー ジ)

ア ⑦ ア クセス速度
ミ

ユ
・プ ロ グ ラ ム ・デ ー タ 配 布 ① 付 加 機 能(音 声,イ メ ー ジ)

| (ゲ ー ム,パ ソ コ ン) ② 価 格
ズ ③ 形状/大 きさ

④ 容 量(小 型化)
⑤ 可 搬 性(ポ ー タブル)

・車 載 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン

可
形
信
価
付

①
②
③
④
⑤

状/大 きさ
性(耐 振 動,耐 環 境)

(DIN)

性

格

機 能(耐 塵埃)
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家 庭 用/ア ミュー ズ メ ン ト ・ユ ー スで は音 声 ・イ メ ー ジの マ ル チ メデ ィア 対 応 の 付 加 機

能 と と もに,プ ログ ラ ムや デ ー タの 配 布 メデ ィア に用 い られ て い くの で,価 格,小 型 化,

可 搬 性 等 が 重 要 な フ ァク タ に な る と考 え られ る。

したが って,今 後 はCD-ROMド ラ イ ブ に2極 分 化 が 進 ん で,高 信 頼 度 ・高 ス ル ー プ

ッ トの 業 務 用 途 と,低 価 格 で ラ イ ト ・デ ュー テ ィの パ ー ソナ ル ・ユ ー ス/家 庭 用 の2つ に

分 か れ て 行 く と考 え られ る。

他 方,自 動 車 ナ ビゲ ー シ ョ ン用CD-ROMド ラ イ ブ は,耐 振 動,耐 環 境 特 性 に優 れ て

い る上 に,比 較 的 低 価 格 で 大 量 使 用 に よ り新 しい分 野 を作 って 行 く もの と考 え られ る。
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2.ソ フ ト ウ ェ ア

2-1国 産 デ ー タ ベ ー スのCD-ROM版 の経 緯 と動 向

(1)国 産 デー タベ ー ス のCD-ROM版 の 出現 一昭 和60年(1985年)

昭 和58年(1983年),ソ ニ ー ・フ ィ リップ ス両 者 がCD-ROM規 格 の 合 意 に達 した こ とが

発 表 され た 。 引 き続 き昭和60年,両 者 はCD-ROMに 文 字 と グラ フ ィ ッ ク情 報 を記 録 す る

基 本 規 格 を 確 立 した 。 しか しな が ら この基 本 規 格 で定 め られ て い るの は,CD-ROMに 情

報 を格 納 す るた め の 物 理 フ ォー マ ッ トで あ り,そ の物 理 フ ォー マ ッ トの 何 処 に どん な デ ー タ

を どん なか た ちで 入 れ るか な どの論 理 フ ォー マ ッ トにっ い て は これ を規 格 化 す る こ とは 避 け

て,自 由 と した。

我 が 国で 初 めて 国 産 デ ー タベ ー スのCD-ROM版 が 出現 したの は,こ の 基 本 規 格 が 確 立

され て か ら約6カ 月 後 の 昭 和60年10月 に フ ラ ンク フル トの 書 籍 見 本 市 で 発 表 され た もの で あ

る。 この最 初 の デ ィス クは三 修 社(社 長 前 田完 治 氏)の 専 門 用 語 の 対 訳 辞 書 デ ー タベ ー ス 「

英 独 和3ケ 国語 最 新 科 学 技 術 用 語 辞 典 」で あ る。 英 語4.7万 語,日 本 語6万 語,ド イ ツ語6.

8万 語 か らな り,デ ー タベ ー スの 構 造 は英 語 の 検 索 項 目が 核 に な って お り,日 本 語 か ら ドイ

ツ語 を 検 索 す る場 合 は 英語 を介 して行 う もので あ った。 価 格 は6万 円。 ハ ー ド面 で 使 用 可

能 な システ ム は 日本 電 気 のPC-9800シ リー ズ と 日立 製 作所 のCD-ROMド ライ ブ 「

CDR-1002S」 の 組 み合 せ で あ った。

続 いて 国 産 デ 一 夕ベ ー ろの 第2弾 の デ ィ ス クが,10月 に"デ ー タ シ ョウ"で 発 表 され た 。

口外 ア ソ シエ ー ツ(社 長 大 高 利 夫 氏)の イ タ リア語 熟 語 辞 書 デ ー タベ ー ス と経 済 ・産 業 雑 誌

記 事 デ ー タ ベ ー ス(JOINT),西 洋 人 物 デ ー タ ベ ー スの 三 つ を 一 緒 に格 納 した テ ス トデ

ィ ス ク 「日本 語 デ ー タベ ー ス 」で あ る。 この デ ィス クは伊 和 熟 語2.2万 語,文 例 ・訳 例3.2

万 例,雑 誌 記 事7.2万 件,西 洋 人5.6万 人 か らな り,キ ー ワー ドの論 理 演 算,日 本 語 とカ タ

カ ナか らの 検 索 も可能 な もの で,オ ン ライ ン検 索 を 意識 した もの で あ った。

日本 で 始 め てCD-ROMデ ィス クが 出現 した 昭 和60年(1985年)は,CD-ROMと は

どん な もの か の 一 端 が わ ず か の 人 々に 知 られ,関 係 者 とマ ス コ ミの 一部 に強 い 興 味 を 抱 か せ

た年 といえ よ う。

(2)国 産 デ ー タベ ー ス のCD-ROM版 の揺 藍 期 一昭和61年(1986年)

昭 和61年 は 国 産 デ ー タベ ー ス のCD-ROM出 版 の 揺 藍 期 と もい え る年 で,"出 版 計 画 相

次 ぐCD-ROM"と い った マ ス コ ミ報 道 が 目立 った 時 期 で あ る。

事 実 この 年 の6月 に はNTTの 職 業 別 電 話 帳rCDタ ウ ンペ ー ジ」,岩 波 書 店 の 代 表 的 国
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語 辞 書 「広 辞 苑 」のCD-ROM版,新 学 社 の 「植 物 図 鑑 」 等 が 発 表 され,関 係 者 の み な ら

ず,広 く一 般 の 人 々 にCD-ROMの 存 在 を 知 ら しめ た。

ま た,7月 に は"日 本 電 子 出版 協 会"(会 長 ・前 田完 治 三 修 社 社 長)が 発 足 し,9月 に正

式 設 立 とな った。 発 足 時 は三 修 社,小 学 館,新 潮社,三 省 堂,新 学 社,各 署 普 及 会,口 外 ア

ソ シエ ー ツな ど出 版社 を 中心 に22社 。 設 立 時 に は出版 社,ソ フ トハ ウ ス,ハ ー ドメ ー カ ー,

印 刷 会 社 な ど56社 が 参 加 した 。 米 国 に お いて ス タ ン ドア ロ ン型 デ ー タベ ー ス媒 体 と して,

CD-ROM市 場 が 有 望 視 され て い る こ とを踏 まえ て,日 本 で の市 場 形 成 を 図 るべ く異 業 種

同 士 の 業 界 団 体 が 形 成 され た わ け で あ る。 日本 電 子 出版 協 会 に はCD-ROMの み な らず,

デ ス ク トップパ ブ リ ッ シ ング も含 み,広 く電子 出版 を 共 通 の 目的 と した企 業 が参 集 した が,

当初 よ り業 界 と してCD-ROMの 論 理 フ ォー マ ッ トの 標 準 化(盤 の 互 換 性 を 図 る こ と)が

市 場 の 拡 大 を 図 る上 で の大 事 な課 題 と認 識 され,シ ス テ ム標 準 化 委 員 会 が 設 立 され 真 剣 な討

議 が 行 わ れ た。

8月,IFLA東 京 大 会 に併 設 して,「 国 際 図 書館 情 報 総 合 展 示 会 」 が東 京 で 開催 され た 。

世 界 各 国55ケ 国 よ り2,300人 が 集 ま ったIFLA大 会 の 併 設展 示会 で,我 が 国で は初 め て 開

か れ た世 界 的 な もの だ け に,国 内 外86社 が参 加 した。 図 書 ・出 版社 が 中 心 だ った が,CD-

ROM分 野 か ら約10社 の 企 業 が 出 展 。 各社 のCD-ROMへ の ア プ ロー チが窺 え た 最 初 の 催

しとな っ た。 参 加 企 業 は 凸版 印 刷,大 日本 印刷,三 修 社,口 外 ア ソ シエ ー ツ,紀 伊 國 屋 書 店,

丸 善,東 販,日 販,日 立,三 洋 電 機,長 瀬 産 業等 で あ った。

10月,新 学 社 は 我 が 国 最 初 の テ キ ス ト ・音 声 ・画 像 の マ ル チ デ ィス ク 「植 物 図 鑑 」 を

「EDUTECH」 展(平 和 島)で 発 表 。 将 来 のCD-1ソ フ トの 一 方 向 を示 す もの と して

注 目 を浴 び た。

同 月,紀 伊 國屋 書 店,日 立製 作 所,口 外 ア ソ シエ ー ツはCD-ROMを 使 った ス タ ン ドア

ロ ン型 デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス 「バ イ ブ ル ズ」 を 共 同 で 行 う と発 表。 日立 は パ ソ コ ン と ドラ

イブ,ア ンプ ・ス ピー カ と モデ ムを接 続 した検 索 専 用 機 「グ ーテ ンベ ル ク」 を 開発 。 紀 伊 國

屋 と 口外 ア ソ シエ ー ツが デ ィス ク製 作 と検索 ソフ ト開 発,販 売 を 担 当 す る もの で,独 自 の論

理 フ ォ ー マ ッ トに よ り,複 数 枚 の デ ィ ス クを一 つ の検 索 ソフ トで 動 か し,且 つ オ ンラ イ ン接

続 も,CDに よ る音 楽 も聞 け る とい う多 様 な対 応 の もの で あ った。

又,10月 か ら12月 に か け て 日本 特 許 情 報 機構(JAPIO)よ り公 報 のCD-ROM化,

ゼ ン リンよ り住 宅 地 図 デ ー タベ ー ス のCD-ROM化 が発 表 さ れ,画 像 の イ メ ー ジ入 力,グ

ラフ ィ ック情 報 入 力 の 実 例 が現 われ だ した。

昭和61年 の 国 産 デ ー タベ ー スに よ るCD-ROM出 版 は現 在 にで も通用 す る様 々な 面 を 孕
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ん で いた 。 凸版 の 「レ コー ド ・イ ンデ ックス 」 や 日産 自動 車 のrFAT」 に み る商 品 検 索 用

途,「 東 販電 子 目録 」 にみ る商 品 検 索 プ ラス発 注 支 援,オ ンラ イ ン補 足 用途,「 広 辞 苑 」,

三 修 社 の 「8ケ 国CDWord」 に み る文書 作 成 支 援 用途,新 学 社 の 「植 物 図 鑑 」 にみ る

教 育 ・学 習 用 途,「CD－ タ ウ ンペ ー ジ」 にみ る電 話 帳 の 合理 化,代 替 化 用 途,JAPIO

の 「公報CD-ROM版 」 に み るペ ー パ レス用 途,紀 伊 國屋 ・口外 ア ソ シエ ー ツの 「CD－

科 技 ・現 執 」 や 「サ ンケイWHO'SWHO」 にみ る レフ ァ レン ス用 途,ゼ ン リンの 「電子 地 図 」 に

み る マ ー ケ テ ィ ン グ用途 な どが それ で あ る。

な お,こ の 昭 和61年 に発 表 され たCD-ROMは11種 で あ り,現 在 発 売 され て い る もの は

そ の うち7種 で あ る。 発 表 され た11種 の うち対 応 ハ ー ドの メ ー カが2社 以 上 の もの は4種 で

あ っ た。 イ メー ジ入 力 の もの は1種 で あ る。

一 この 年 に発 表 ・デ モ され たCD -ROM－ 覧 一

① 凸版 印刷,デ モ デ ィス ク 「レコ ー ド ・イ ンデ ック ス 」を 発 表 。C86年3月)

(通 称"オ リコ ン"で 知 られ るオ リ ジナル ・コ ンフ ィデ ンス が発 行 す る レ コー ド索 引冊

子 のCD-ROM版 。 検 索 ソフ トは 口外 ア ソ シエ ー ツが 担 当 。歌 謡 曲 を 中心 に20万 曲 を収

録 。 レコー ド会 社 名,音 楽 ジ ャ ンル,ア ル バ ム名,曲 名,演 奏 者 名 な どか ら検 索 。 対 応 ハ

ー ドは富士 通 のFM16β 。)

② 日本電 信 電 話,デ モ デ ィス クrCDタ ウ ンペ ー ジ」を 発 表。('86年6月)

(NTTの 職 業 別 電 話 帳"タ ウ ンペ ー ジ"のCD-ROM版 。 ソニ ー と大 日本 印刷 と共

同 で 開発 。 東 京 都23区,多 摩 の120万 件 を 収 録 。 対 応 ハ ー ドは 日本 電 気 のPC9801。)

③ サ ンケ イ新 聞 デ ー タ シス テ ム,「 サ ンケ イWHO'SWHO」 を発 表 。C86年8月)

(凸 版 印刷 と共 同で 開 発 した"サ ンケ イ 日本 紳 士 年 鑑"のCD-ROM版 。 発 売 は 未 定 。

対 応 ハ ー ドは 日本 電 気 のPC9801VM。)

④ 岩 波書 店,「 広 辞 苑CD-ROM版 」を 発 表 。C86年10月)

(代 表 的 な 国語 辞 典"広 辞 苑"のCD-ROM版 。 大 日本 印 刷,富 士通,ソ ニ ー と共 同

開 発 。 大 日本 印刷 が デ ー タ加 工 処 理,富 士 通 が ワ ー プ ロ ソフ ト,ソ ニ ー がCD-ROMド

ラ イ ブを担 当。20万 語 を 収 録 。 文 書 作 成 に参 照 した り,引 用 した りす る,辞 書 と ワ ープ ロ

を 組 み 合 せ た新 しい試 み 。 発 売 は'87年 春 。 価 格 は1.5万 ～2万 円(予 価)。

⑤ 東 京 出版 販売,「 東 販CD-ROMシ ス テ ム(東 販 電 子 目録)」 を 発 表 。C86年10月)

(東 販 が 蓄積 して き た書 籍 目録 情 報 のCD-ROM版 。 日本 電 気 と提 携 して 開 発 。45万

点 の 図書 書 誌 デ ー タを収 録 。 毎 月1回 更 新 。 シス テ ム は 日本 電 気 のPC9801VM2とDC－
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ROMド ラ イ ブ,モ デ ム 内蔵 電 話 で 構 成 。書 籍 名,著 者 名,書 名 中 の単 語 な どか ら検 索。

書 籍 発 注 に必 要 な商 品 コー ドに よ りオ ンライ ン発 注 が 可 能。 書 店 を対 象 顧 客 とす る。 発 売

は87年 春 。 シス テ ム価 格,月 額 リー スで4.7万 円(予 価)。 対 応 ハ ー ドは 日本 電 気 のPC

9801VM2。)

⑥ 日本 特 許 情 報 機 構…,公 報 のCD-ROM化 を発 表 。C86年10月)

(特 許 庁が 発 行 す る公 開特 許 公 報 と実 用 新 案 公報 のCD-ROM版 。 公 報 を 画 像 情 報 の

形 で 入 力 。'87年 の 公 開特 許30万 件,実 用 新 案21万 件 を約140枚 の デ ィ ス ク に収 め る。 分 類,

出願 人 コー ド,公 開 番 号,公 開 日,出 願 番 号,出 願 日か ら検 索。 発 売 は'87年 春 。 価 格 は

併 せ て 約240万 円 。 対 応 ハ ー ドは 日立 の2020WSと 松 下 電 器 のUA-210。)

⑦ 三 修 社,「8ケ 国CDWord」 を発 表 。C86年10月)

(8ケ 国,13種 ・17冊 の 辞 書 を収 録 。 収 録 語 数 は約670万 語 。 市 販 の 主 要 な ワー プ ロ ・

ソフ トに リ ンクで き る。 発 売 は'87年 秋 。 価 格 は10万 円(予 定)。 対 応 ハ ー ドはIBMP

C/AT。 ハ イ シェ ラ フ ォーマ ッ トを採 用 。)

⑧ 新 学 社,「 植 物 図 鑑 」 を発 表 。C86年10月)

(テ キ ス ト ・音 声 ・画 像 を 一 体 と させ た我 国 最 初 の デ ィス クで あ る。 小 ・中学 生 の学 習

教 育 用 の もの で,画 面 に タ ッチ しなが ら展 開す る もの で鮮 明 な画 像 を通 して植 物 学 習 で き

るよ う構 成 され て い る。 プ ロ トタ イプ の もので あ るが,内 容 は フ ル デ ー タに近 い もの。)

⑨ 紀 伊 國屋 書 店 ・口外 ア ソ シエ ー ツrCD－ 科 技 ・現 執 」 を発 表 。C86年11月)

(日 外 ア ソ シエ ー ツの"現 代 日本 執 筆 者 大 事 典"と"現 代 日本 科 学 技 術 者 大 事 典"の

CD-ROM版 。 紀 伊 國屋 書 店 と 口外 ア ソ シエ ー ツの 共 同 開発 に な るバ イ ブ ル ズ 版 の最 初

の デ ィス ク。2.6万 人 の略 歴 ・業 績 と33万 件 の文 献 情 報 を収 録 。 人 物 の研 究 ・興 味 主題,

職 業,勤 務 先,出 身 地,生 年 月 日,出 身 校,受 賞 名,住 所,電 話 番 号 な どか ら検 索 。論 理

演 算,条 件 検 索 も可 。 発 売 は'87年 春 。 価 格 は10万 円(予 価)。 対 応 ハ ー ドは 日立 のB16

SX,日 本 電 気 のPC9801Vシ リー ズ,富 士 通 のFM16β 。)

⑩ ゼ ン リ ン,rZmap電 子 地 図 」 を発 表 。C86年11月)

(住 宅 地 図 デ ー タベ ー ス と世 帯主 名,事 業 所 名,住 所 を 組 み 合 わ せ た もの 。 デ ー タ は64

階 層 の ベ ク トル情 報 で 収 録,拡 大,縮 小 や 図 形 の組 み 合 わ せ に よ る表 示 が 可 能 。 地 図 作 成

機 能 も備 付 。 発 売 は'87年 初 頭 。 価格 は地 区 に よ るが30万 円～280万 円(予 定)。 対 応 ハ

ー ドはIBM55 ,日 本 電 気PC-9801シ リー ズ,富 士 通FM60/70,日 立2020E。)

⑪ 日産 自動 車,「 部 品 番 号 自動 検 索 シス テ ム(CFAST)」 を発 表 。('86年11月)

(自 社 の 系 列 カ ー デ ィー ラ ー,部 品 販 売会 社 向け のCD-ROMに よ る部 品番 号 検 索 シ
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ス テ ム。49車 種80万 点 を収 録 。 発 売 は'87年 春 。 月 額3万 円を 予 定 。 対 応 ハ ー ドは 日立B

16,IBM5540/5550。)

(3)国 産 デ ー タベ ー スのCD-ROM版 の 幼年 期 一昭 和62年(1987年)～ 平 成 元年(1989年)3月

昭 和62年 は国 産DBのCD-ROM版 が 実 際 に発 売,あ るい は社 内ユ ース と して実 用 化

され だ した最 初 の 年 と いえ る。

この年 発 表 され た デ ィス ク は34種 を数 え,こ の う ち昭和62年 中 に発 売 ・実 用 化 され た も

の は23種 に の ぼ る(そ の う ち,前 年 発 表 され た デ ィ ス クは5種)。 論 理 フ ォー マ ッ トの面

か らみ る とハ イ シェ ラ フ ォー マ ッ トを 採 用 した もの が 商 品 と して 初 あ て3種 現 わ れ て い る。

この年 の 我 が 国 の 最 大 の 課題 は論 理 フ ォーマ ッ トの標 準 化 問 題 で あ った。 日本 電子 出版

協 会 の シス テ ム標 準 化 委 員 会 で は標 準 化 ワ ーキ ング ・グル ー プ を っ くり,通 産 省機 械 情 報

産 業局 の"電 子 出版 業 にお け る連 携 指 針 の 策 定 にっ いて"(昭 和62年10月)に の っ と り,

JIS化 を前 提 と した 電 子 出 版 連 携 指 針 づ くり(CD-ROMボ リュ ー ム記 述 ・フ ォー マ

ッ トの検 討 な ど)に 本 格 的 に 取組 み だ す と同 時 に,電 子 出 版 界 お よび 一 般 の 人 々に も標 準

化 によ るCD-ROMの 可 能性 に理 解 を深 め て も らうた め の標 準 化 デ モ デ ィス クの 製作 を

内 定 した。

11月 に は 日本 電 子 出 版 協 会 の 例 会 席 上 で,我 が 国 で 初 あ て の"DVI"東 京 デ モが

GeneralElectricに よ り行 わ れ た 。 約200人 が 出席 し,画 像 ・ビデ オ の 鮮 明 さ と,1枚 の

CD-ROM上 に約1時 間 の ビデ オ を 収 め られ る技 術 を 目の あ た り に して,将 来 のROM

ソ フ トにつ いて 考 え させ られ る機 会 と な った。

この年 に発 表 され たCD-ROMの 内容 ・デ ー タか らみ て 特 色 あ る もの を 挙 げ て み る と,

前 年 発表 され た もの を 除 き,.日 本 コ ー ス ウ ェアのrCD-CAISystem」(情 報

処 理 教育 用 シス テ ム),口 外 ア ソ シエ ー ツの オ ンラ イ ンとCD-ROMを 切 換 え なが ら併

用 す る 「CD-JETROACE」,初 めて の 新 聞 記 事 全 文 収 録 の 朝 日新 聞 縮 刷 版rC

D-HIASK」,東 京 ゼ ネ ラル の 音 声 応 答 シス テ ムrHOTLINE」,日 本 オ フ ィス

シス テ ムの 「ELIAS」(CAI・ 生 命 保 険 外 務 員教 育 用),ト ヨタ 自動 車 の カ ー ・ナ

ビ ゲー シ ョン用 「CDイ ンフ ォメ ー シ ョ ン」(最 上 級 車 種 に装 着 され た世 界 初 のCD-

ROMを 利用 した イ ンフ ォメ ー シ ョン ・シス テ ム),エ ヌ ・ア イ ・シーの 「画 像 」(図

形 ・文 字 ・ス キ ャナ ー に よ る オ リ ジナ ル 図形 を組 合 せ,文 書 編 集,デ ザ イ ン編 集 用),ハ

イ シェ ラ フ ォー マ ッ トを採 用 した大 蔵 省 印刷 局 の 「職 員録 」(DM用 の宛 名 ラ ベ ル に も利

用可)な どが あ る。 又,日 電 ホ ー ム エ レ ク トロニ クス か らは音 声 ・画 像 ・テ キ ス トを組 合
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せ た ゲ ー ム ・エ ン ター テ イ メ ン ト用 の"CDadventure""実 践 囲 碁講 座"な

ど5種 の プ ロ トタイ プ ・デ ィス クの発 表 が あ り,将 来 の 可 能性 を 示 す 好 例 とな った 。

昭和63年 か ら～平 成1年3月 は ビ ジネ ス と して のCD-ROM出 版 の立 上 り期 とい え る。

この15ケ 月 間 に発 表 され た デ ィス クは30種 で,発 表 の種 類 は 前 年 と ほ ぼ 同数 で あ るが,発

売 ・実 用 化 さ れ た もの は 前年 の40%近 く増 加 し,商 品 と して 動 き 出 した こ とが 分 か る。

この期 間,業 界 と して 新 し く課 題 あ るい は 問題 とな った こ と は,大 き く三 つ に 要 約 で き

よ う。 一 つ は 流 通 ・販 売 面 の 整 備 で あ り,二 つ め は テ キ ス ト ・画 像 ・音 声 の マ ル チ化 に関

わ る こ と,三 つ め はオ ーサ リ ング に関 す る問 題で あ る。 それ らを含 め 時 系 列 に この 期 の 動

きを 展 望 して み る。

昭 和63年3月,JEPAシ ス テ ム標 準 化 ワ ーキ ング グ ル ー プが 日本 語 対 応CD-ROM

論 理 書 式 に関 す る標 準 化 案 を発 表 。 これ はISO/DIS9660で は 日本 語 の 取 り扱 い に

関 して 記 述 され て お らず,ま たJIS化 に関 して も時 間が か か る こ とが 予 想 され る た め,

審 議 中のISO案 や 各 種JIS案 との 整 合 を とった上 で,そ れ らの 規 格 の 障 害 に な らな い

範 囲で 業 界 標 準 を取 り決 め た もの で あ った。

3月29日,通 産 省 は 「電 子 出 版業 に お け る電 子計 算 機 の 連 携 利 用 に 関 す る指 針 」 と題 す

る大 臣告 示 を 行 った。 この 中 で"ソ フ トフ ォーマ ッ トの 統 一"項 で,同 上 のJEPAの 標

準 化案 を統 一 ソ フ トフ ォー マ ッ トと策 定 した。

同 年4月,日 本 経 済新 聞 社 主 催,日 本 電子 出版協 会 特 別 協 力 の も とで,EP'88(第1

回 電 子 出版 シス テ ム展)が 東 京 ・サ ンシ ャ イ ン シテ ィで 開 催 され た。 出 展 社64社,5団 体,

183小 間。 入 場 者 数3.3万 人 と 当初 の 予 想 を 上 回 った 。 総 合,CD-ROM,DTPと 大 き

く三 つ の ゾ ー ンに分 か れ たが,そ の うちCD-ROMゾ ー ンに は21社 が 出展 し,来 場 者 か

ら も会 場 内 ア ンケ ー トに よ り高 い評 価 を 受 けた。

9月,情 報 図 書 館 が 飯 田橋 ・軽 子 坂MNビ ル 内 にオ ー プ ン。 会 員 制 に よ る本 の な い 図書

館 と して マ ス コ ミに大 き く取 り上 げ られ た が,こ こでCD-ROMの 常 設 展 示,利 用 が 一

般 に 公 開 され,デ ィス クの販 売 ・流 通 の一 つの道 を示 した 。

9月,日 本 電 気 ホ ー ム エ レ ク トロニ クス に よ るCD-ROMソ フ ト販 売 店 一系 列 パ ソ コ

ン店100店 に達 す る。

11月,フ ィ リ ップ ス 社 は 電子 出 版協 会 の例 会 でCD-1の 大 規 模 な発 表 を行 った。

12月,日 本 電 気 ホ ー ムエ レク トロニ クス は 同社 の ゲ ー ム用 パ ソ コ ンrPCエ ン ジ ン」 と組

み 合 わせ て 使 用 す るCD-ROMシ ス テ ム(ロ ム ロム)を 発 売 。

一25一



平 成 元 年2月,三 省 堂 書 店rCD-ROMコ ー ナ ー」 を 常 設。 店 内 に3坪 の販 売 展 示,

デ モ の スペ ース を 設 け,ト レー ニ ング され た 店 員 を っ け 本 格 的 な デ ィス クの販 売 を 目指 し

た もので,我 国 で は初 め て の 試 み で あ る。 当 初 の 展 示販 売物 は三 修 社,三 省堂,口 外 ア ソ

シエ ー ツ,大 蔵 省 印刷 局,新 学 社 の デ ィス クが 中 心 で あ った。

同月,ソ ニ ー は電 子 出版 協 会 の例 会 でCD-ROMXAを 発 表 。

同 じ く3月,米 国 ア ナハ イ ム で,マ イ ク ロ ソ フ ト社 主 催 の第4回CD-ROM会 議 が 開

催 され た。 今 回 の会 議 で 注 目 さ れ た の はIBM社 が イ ンテ ル社 と協 力 してDVIを 積 極 的

に推 進 す る と発 表 した こ と と,ソ ニ ーのCD-ROMXAが 正 式 に発 表 され た こ とで あ

る。

この 時期 に発 表 され たCD-ROMの 内容 にっ いて は 「世 界CD-ROM総 覧1989」 を

参 照 され た いが,3月 末 現 在 発 売 され て い る デ ィス ク総 数 は,ロ ム ロ ム も含 め56種 。 う ち

ハ イ シェ ラ フ ォー マ ッ トを 採 用 して い る もの は15種(約27%)。

対 応パ ソ コ ンが1メ ー カ ーの もの の み の デ ィス クは約50%を 占め て い る。 な お 対 応 パ ソ

コ ンが4メ ー カ ー以 上 の デ ィス クは11種(約20%)と い う状 況 で あ る。

入 力 デ ー タの 面 か らみ る と テ キ ス トの み が31種(約55%),テ キ ス ト ・音 声 ・画 像 の マ

ル チ デ ィス ク は8種(約15%)と な って い る。

価 格面 か らみ る と5万 円以 下 の もの が6種(11%),5～10万 円 の ものが13種(約24%),

他 は10万 円以 上 の もの で まだ まだ 高 価 格 の デ ィス クが 多 い といえ る。

以 上,国 産DBに よ るCD-ROMが 出現 した昭 和60年 よ り現 在 まで の 経 緯 を振 返 って み

た が,今 後 はCD-ROMXA,DVI,CD-1の 進 展 を 待 ちな が らで は あ るが,教

育 用,娯 楽 用,趣 味 用 の デ ィ ス クが 多 くな り,ま た 販 売 ・流 通 面 で は,パ ソ コ ン ・シ ョ ッ

プ を 通 じた もの が 大 きな 流 通 パ イプ とな って い くと思 わ れ る。CD-ROM業 界 も幼年 期

を 終 わ り,少 年 ・青 年 期 に突 入 して 成 長 を 続 け る こ とで あ ろ う。

な お,最 後 に業 界 の 拡 大 を 裏 付 け る と思 わ れ る 日本 電 子 出版 協 会 の 会 員 数 の推 移 を 図 表

2-5に,国 産 デ ー タベ ー スのCD-ROM版 の 現 状 を 図 表2-6に 示 す 。

図表2-5日 本電子 出版協会会 員数の推移

昭和60年7月(発 足 時) 22社

"9月(設 立 時) 56社

昭和62年12月 106社

平成元年3月 155社
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図 表2-6国 産 デ ー タベ ース のCD-ROM版 の 現 状

平成元年3月 現在

商 用 ・実 用 プ ロ トタ イ プ ・テ ス ト

総 計

79

ハ イ シェ ラ 独 自 計 ハ イ シェ ラ 独 自 計

15 41 56 5 18 23

パ

ソ

コ

ン

1メ ー カ

2～3メ ー カ

4メ ー カ

11

3

1

18

13

10

29(52%)

16(28%)

11(20%)

小 計 15 41 56(100%)

オンライン併用 12

商

品

種

別

自社ユース

販売商品

0

15

6

35

6(11%)

50(89%)

小 計 15 41 56(100%)

デ

ー

タ

種

別

文字

地図 ・文字

画像 ・文字

音声 ・文字

音声 ・画像 ・文字

9

1

2

1

2

22

6

8

1

4

31(55%)

7(12%)

10(18%)

2(4%)

6(11%)

2

0

1

1

1

4

1

5

1

7

6(26%)

1(4%)

6(26%)

2(9%)

8(35%)

37(47%)

8(10%)

16(20%)

4(5%)

14(18%)

小 計 15 41 56(100%) 5 18 23(100%) 79(100%)

価

格

帯

別

～5万 円

5万 円越 ～10万 円迄

10万 円越 ～20万 円迄

20万 円越 ～30万 円迄

30万 円越

0

2

6

4

5

4

11

4

2

18

4(7%)

13(23%)

10(18%)

6(11%)

23(41%)

小 計 17 39 56(100%)
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2-2わ が 国 にお ける 海 外 製CD-ROMの 普 及 の 現 状

(1)概 況

「世 界CD-ROM総 覧 」vol.2,1989年 刊 に よ る と,世 界 のCD-ROMソ フ トの

総 数 は,プ ロ トタ イ プ を含 め約288,内 日本70,米 国169,欧 州 他42と な って い る。 実

際 には,1988年 末 で,わ が 国で 商 品 と して 市 販 さ れ て い るCD-ROMソ フ トは,日 本

製 約20,欧 米 製 約50(殆 ん どが米 国 製)程 度 とい うの が市 場 の現 況 で あ る。

海外 製CD-ROMソ フ トの市 場 規模 を正 確 に知 る こ とは,ソ フ トメー カ,CD-R

OMド ライ ブ メ ー カ と も販売 実績 を 公 表 して い な い た あ 不可 能 で あ るが,図 表2-6,7,8

な ど によ り,お お よ そ 窺 い知 る こ とが で き る。

欧米 で は,BOOKINPRINTPLUS(米 国 の 図書 出 版 情 報)が 約2,000,MEDLINE/CD

(医 学 情 報)が 約1,000,Datext社 の企 業 情 報CDが 約600販 売 され ベ ス トセ ラ ー とい

わ れて い るが,こ れ らのCD-ROMソ フ トで さ え,日 本 で は辛 う じて2桁 台 の売 上 し

か な い と ういの が 現 状 で あ り,わ が 国 の海 外 製CD-ROMソ フ トの普 及 は微 々た る も

の とい って よ い。

図 表2-6ア メ リカ の メ デ ィア 別 電 子情 報 サ ー ビ ス市 場 推 移(1986年 ～1991年)

1986年 1991年

構成比 年間平均メ デ ィ ア

売 り上げ高 構 成 比 売 り上げ高 構 成 比 増 減 成長率%
百万$ % 百万$ %

CD-ROM 9 0.2 831 7.4 7.2 148.8

オ ンラ イ ン・ ブ ロー ドカ ス} 150 3.3 735 6.5 3.2 37.5

会話型音声サ ー ビス 13 0.3 121 1.1 0.8 56.8

フ ロ ッ ピ ィ ・ デ ィ ス ク 128 2.9 167 1.5 一1
.4 5.4

磁 気 テ ー プ 448 9.9 599 5.3 一4
.6 6.1

オ ン ラ イ ン会 話 型 3,740 83.4 8,773 78.2 一5
.2 18.6

合 計 4,485 100.0 11,226 100.0 0.0 20.1

出 典:デ ー タ ベ ー ス 白 書1988,デ ー タ ベ ー ス 振 興 セ ン タ ー

図表2-7米 国CD-ROMド ライブ分野別出荷台数予測 (カ ッコ内 は%)

分 野 1987 1988 1989 1990

情 報 関 連 28,000(76.1) 85,400(73.7) 182,800(63.2) 275,200(51.5)

図 妻
田 館 2,427( 6.6) 4,007(3.5) 6,372(2.2) 9,513(0.8)

コ ン シ ユ
一 マ 一 3,700( 1.0) 14,000(12.1) 50,000(17.3) 130,000(24.3)

教 育 2,500( 0.7) 12,000(10.4) 50,000(17.3) 120,000(22.4)

計 36,627 115,907 280,172 534,713

出典:世 界CD-ROM総 覧1988,共 同計 画
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図表2-8欧 州CD-ROMド ライブ分野別出荷台数予測 (カ ッ コ内 は%)

国 名 1987 1988 1989 1990 1991 1992

英 国 720

(10.7)

2,400

(9.6)

6,400

(13.6)

17,200

(17.1)

32,500

(17.8)

54,000

(19.0)

フ ラ ンス 420

(6.3)

2,150

(8.6)

5,300

(11.2)

12,800

(12.7)

27,500

(15.1)

45,500

(16.0)

西 独 720
(10.7)

2,950

(11.7)

7,200
(15.3)

18,000
(17.9)

36,000
(19.8)

61,000

(21.5)

イ タ リア 4,020
(60.0)

13,800
(55.0)

19,600
(11.5)

27,300

(27.2)

37,000

(20.3)

45,000

(15.8)

スカンディナビア 200

(3.0)

850

(3.4)

2,400

(5.1)

9,300

(9.3)

16,500

(9.1)

26,000

(9.2)

他 地 域 620

(9.3)

2,950

(11.7)

6,300

(13.3)

15,900

(15.8)

32,500

(17.8)

52,500

(18.5)

計 6,700 25,100 47,200 100,500 182,000 284,000

出典:世 界CD-ROM総 覧1988,共 同 計 画

(2)市 場 開 発上 の根 本 問 題

わ が 国 のCD-ROMド ライ ブの 出荷 台 数 にっ い て は,図 表2-9の よ うな デ ー タが

あ る。 しか し,現 状 で は,ド ラ イ ブは,自 動 車 メー カ の パ ー ツデ ー タ,生 命 保 険 会 社 の

見 積 り作 成 デ ー タ な ど企 業 の イ ンハ ウス ・ユ ー スが過 半 を 占め て い る。CD-ROMの

普 及 度 を 知 るた め に は,ド ラ イ ブの 出荷 台 数 が 手掛 りに な るが,一 般 ソ フ トに っ い て は,

極 あ て 普 及 は 少 な い とい うの が 実 態 とい って よい 。 この こ とは,海 外 製CD-ROMの

わ が 国 で の 普及 と密 接 に関 わ って い る。 一 般 的 に,以 下 が海 外製CD-ROMの 普 及 を

困 難 に して い る根 本 的 問 題 と考 え られ る。

①CD-ROMソ フ トを 積 極 的 に使用 しよ うとい う市 場 環境 が整 って い な い 。

② ① の 大 きな 要 因 とな るが,エ ン ドユ ー ザが 強 く要 望 す る魅 力 あ る ソ フ トが,わ が 国

に は乏 しい。

③ 海 外 製CD-ROMは,ほ とん どハ ー ド的 に は,IBM-PC(ま た は コ ンパ チ機)

対 応 で 作 られ て い るが,日 本 で はIBM-PCパ ソ コ ン は2～3万 台 と普 及 数 が 少 な

い。

④IBM-PC(APPLE製 で も同様)用 のCD-ROM検 索 プ ロ グ ラ ムの 日本 製

PCへ の プ ロ グ ラ ム変 換 は,ソ フ ト所 有 権 者 が ソ ー ス ・コ ー ドを 開 示 しな い,仮 に開

示 して も開 発 費 が 高 額 で あ る,な どの理 由で 製 品 化 が 難 しい。
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図 表2-9日 本CD-ROMド ラ イ ブ 出荷 台 数

1986年 1987年 1990年 1995年

300～500台
*4

,000台 10～15万 台 120～220万 台

出典:「 新 文 化 」,昭 和62年2月5日 号*メ ー カ情 報

(3)商 品

わ が 国 で市 販 され て い るCD-ROMソ フ トは,既 にオ ンラ イで 提 供 され て い るデ ー

タベ ー スが 多 い。 主 な ソ フ トを 図 表2-10に 示 す 。

図 表2-10主 な 海 外 製CD-ROMソ フ ト

分 野 デ ィ ス ク 名(カ ッコ内 製 作 国)

LCMARC (米)
図 書 ・ 雑 誌 BOOKSINPRINT (米)

GERMANBOOKSINPRINT (西 独)
BOOKBANK (英)

GROLIERENCYCLOPEDIA (米)
辞 書 ・百 科 OXFORDENGLISHDICTIONARY (英)

ENCYCLOPEDIAOFCHEMICAL TECHNOLOGY (米)

MEDLINE(米)

医 学 CANCER-CD(米)

OncoDisc(米)

DISCLOSURE (米)
CD/Corporate (米)

ビ ジ ネ ス ABI/INFORM (米)
STANDARD&POOR'SCORPORATION (米)
NewspaperAbstracts (米)

COMPUTERLIBRARY (米)
科 学 技 術 NTIS (米)

REGISTRYOFMASSSPECTRA DATA (米)
DISSERTATIONABSTRACTS (米)

フル テキ ス ト BUSINESSPERIODICALS (米)
ADONIS (蘭)

(注)価 格は数 万円か ら数 百万 円まで と幅があ るが,数 十万 円の商品が多い。 もと も

とデ ィス ク製作費 自体 は高 い ものではな く,市 場 の拡大 につれて今後 は価格の

低廉化が 一層 すすむ もの と思われ る。
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ソ フ トは,日 本 のCD-ROMソ フ ト商 品 に比 べ 多 様 で,内 容 的 に も優 れ た もの が 多

いが,ほ とん どの 商 品 が,ま だ 一 つ も売 れ て い な いか,売 れ て いて も数 セ ッ トに過 ぎ な

い。 図 表2-10の 商 品 の 内,辞 書 ・百科 類 を 除 く とほ とん どが 年4回 な い し12回 の 更 新

型 デ ィ ス クで,CD-ROMは 追 記 で きな い た め,そ の つ ど新 た に作 り直 しされ,従 っ

て 制 作 費 が か さむ こ とを考 え る と,米 国 で はCD-ROM利 用 が か な り定 着 して い る こ

とが 推 測 で き る。 日本 で は,更 新 型 のCD-ROMの 販 売 数 は少 な く,こ の こ とは,や

は りユ ーザ 側 で ま だ利 用 体 制 が 整 って い な い こ との 証 左 とい え る。

(4)販 売 方 法

本 来 的 に デ ー タ ベ ー ス は,冊 子 体 で 出版 され て い た もの が デ ー タベ ー ス に な り,オ ン

ラ イ ンま た はCD-ROMの よ うにパ ッケ ー ジ化 され,ユ ー ザ に提 供 され て きた。 これ

らの 商 品 な い しサ ー ビス は,わ が 国 で は伝統 的 に丸 善,紀 伊 國屋 書 店 の よ うな いわ ゆ る

洋 書 輸 入 業 者 が 取 扱 って きて お り,海 外 製 のCD-ROMソ フ トにっ いて も全 く同様 と

な って い る。SHverPlatter社,Microsoft社,DIALOG社 な ど のCD-ROMソ フ ト発

行 者 大 手 は,国 内 代理 店 を指 定 して 販 売 に 当 らせて い るが,② で述 べ た市 場 開拓 上 の ネ

ッ クにつ いて は,ソ フ ト発 行 側 は よ く理 解 して お り,日 本 市 場 に,余 り多 くを期 待 して

い な いの が 現 状 で あ る。

⑤ 市 場 拡 大 の動 き

① ソフ ト移 植

平 成 元 年3月22日 の 日本経 済 新 聞 な ど各紙 に よ れ ば,紀 伊 國屋 書 店(同 社 は,デ ー

タベ ー ス ・プ ロデ ュー サ で あ る 口外 ア ソ シエ ー ツ社 と共 同 で1987年 にバ イ ブ ル ズ とい

うCD-ROMソ フ トを 発 売 して い る)は,日 本 電 気,日 本 電 気 ホ ー ム エ レ ク トロニ

クス両 社 と共 同 で,OxfordEnglishDictionary(OED)/CD-ROM検 索 プ ロ

グラ ム のNEC-PC9800シ リー ズへ の 移植 に成 功 し,デ ィス ク製 作 も 日本 で 行 い発

売 を 開始 した 。 ソ フ トの 移植 にっ いて は,(2)で 述 べ た よ うな ネ ックが あ り極 めて 困 難

とされ て い るが,現 状 で は例外 的 な ケ ー ス と して,日 本 で の 製 品化 に成 功 して い る。

同社 に よ れ ば,本 ケ ー ス は,以 下 の よ うなプ ロセ スを経 て 実施 され た。

1)同 社 は,6ヶ 月 に及 ぶ 交渉 の結 果,OxfordUniversityPress(OUP。OEDの 著 作

権 者)とOEDOndiscの 検 索 プ ログ ラ ムの 開 発 者 で あ るTriStar社(米)とNEC-

PC9800シ リー ズへ の 移 植 契約 を行 った。

2)ソ フ ト開 発,デ ィス ク製 作 費 は紀 伊 國屋 書 店 の 負担 と し,実 売 され た商 品 に っ い

て の み 一 定 の ロイ ヤ リテ ィをOUP社 に支 払 う。
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3)ソ フ ト開 発 は,前 述2社 と開発 契 約 を結 び3社 で 共 同 開 発 を 行 っ た。 開 発 期 間 に

3ヶ 月 を 要 した。

本 ケー ス は,今 回CD化 され たOEDの 印刷 体 は,わ が 国 で6,000セ ッ ト販 売 さ

れ た とい わ れて お り,OUP社,紀 伊 國屋 書 店 と も相 当 の 需 要 を 見 込 ん で,開 発投

資 を 行 った もの と考 え られ る。 本 ケ ー スが 成 功 す れ ば,他 の有 力 な 海 外 製CD-ROMソ

フ トの 日本 製PCへ の ソ フ ト移 植 が 促 進 され,CDソ フ トの 乏 しい 日本 市場 の活 性

化 に もっ なが る もの と期 待 され る。

②IBM-PCコ ンパ チ機 の 低 廉 化

海 外 製CD-ROMソ フ トを 利 用 す る た め にIBM-PCを 購 入 しよ う とす る と ド

ラ イブ込 みで 約200万 円を 必 要 とす る。 一 方,国 産 の コ ンパ チ機 は,ド ライ ブ 込 み で

半 額以 下 で購 入 で き る。 最 近 の 新 聞 報 道 に よれ ば,ソ ニ ー な ど国 産 メー カー がIBM

-PC互 換 のAXマ シ ンを ドラ イ ブ付 きで70万 円前 後 で 発売 す る との こ とで あ る
。A

Xマ シ ンは 日本 語 処 理 も可 能 な た め,デ ー タベ ー スの オ ンライ ン検 索 端 末 と して も使

用 可 能 とな り,IBM-PCコ ンパ チ機 の 低 廉 化 は,CDソ フ トの 普 及 の 速 度 を 早 め

るの に役立 と う。

(6)今 後 の 動 向

CD-ROM市 場 発 展 の ポ イ ン トは,

① よいCD-ROMソ フ トの 開 発

② ハ ー ドの低 廉 化 と普 及

③CD-ROMの 特 性 と メ リ ッ トにっ いて の 教 育 ・宣 伝(ユ ーザ の 意 識 変 革)

の 三 点 にっ き る と考 え られ る。 海 外 製CD-ROMソ フ トは,そ れ だ けで 一 人 歩 き して

自然 と市 場 を形 勢 す る に至 る こ とは な い。 まず,国 内 製CD-ROMソ フ トの 普 及 が は

か られ な けれ ば な らな い。 上 記 の ①,②,③ の ハ ー ドル は,い ず れ もそ う簡 単 に ク リア

で き る ことで は な いが,出 版 社(IP),ハ ー ド ・メ ー カ,販 社 な ど 関係 事 業 者 が それ

ぞれ の 立 場 で,で き るだ けの 努 力 を継 続 させ れ ば不 可 能 な こ とで は な い。(5)の 事 例 は,そ

の可 能 性 を示 す もの で あ る。 海 外 製CD-ROM検 索 ソフ トが,日 本 製PCに 移 植 され

るケ ー ス は今 後 と も起 こ り うる。 しか し,多 くのCDソ フ トが,IBMを は じめ とす る

海 外 製PCで しか 利用 で きな い とい う状 況 が 主 流 とな る こ とに変 わ りな い 。恐 ら く,C

D-ROMを 多 用 す るエ ン ド ・ユ ー ザ は,日 本 製CD-ROMは,日 本 製PCで,海 外

製CD-ROMは,IBM-PCコ ンパ チ 機 で 利 用 す る こ とに な ろ う。 現 在 日本 で利 用
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され て い るデ ー タベ ー スの80%(1,187)が,海 外 製 デ ー タ ベ ー スで あ る とい う現 実 で あ

り,CD-ROMソ フ トも,圧 倒 的 に海 外 製 ソフ トの 数 が 多 く,内 容 的 に も魅 力 あ る ソ

フ トが 多 い 。 オ ンラ イ ン ・デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスの 世 界 で の現 実 は,オ フ ライ ン ・デ ー

タベ ー ス ・サ ー ビス と もいえ るCD-ROMの 世 界 で も起 こ って い る。
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2-3国 内で利用可能 なCD-ROMの 機能別分析

日本 に お け るCD-ROMア プ リケ ー シ ョンが 備 え る機 能 を詳 し く調 査 しよ う とす る場 合,

どの ア プ リケ ー シ ョ ン も各 々十 分 に利 用 され て い る とい う前 提 に立 つ 必 要 が あ る。 当財 団 が 実

施 した この調 査 で は,時 間 お よ び 資 金 面 で の 制 約 もあ り,機 能 を大 まか に3っ の 領 域 に絞 り込

む こ とか らス タ ー トした。 そ して この3つ の 領 域 を も とに,日 本 製 の 全 て のCD-ROMア プ

リケ ー シ ョ ンを 整 理 し表 に あ らわ して み た。 次 に 日本 で 市 販 され て い る外 国 製 のCD-ROM

ア プ リケ ー シ ョ ン(テ キ ス ト以 外 の デ ー タを 含 む もの)に っ いて 同 様 の 作 業 を 行 った 。

広 い意 味で は,扱 うデ ー タの 種 類 の 数 だ け 機 能 が あ る と言 え るわ けだ が,CD-ROMが 扱

う基 本 デ ー タ と して は,制 御 プ ロ グ ラ ム,テ キ ス ト(コ ン ピュ ー タ ・プ ロ グ ラ ム と して のAS

CIIフ ァイル/バ イ ナ リ ・フ ァ イル を 含 む),音 声(ス ピー チお よび 音 楽 な ど),画 像(グ

ラ フ ィ ッ クス,通 常 の 写 真,動 画 な ど),の4種 類 を 挙 げ た い。

膨 大 な デ ー タ記 憶 容 量 とい う点 は別 に して も,デ ィス ク ・フ ォ ーマ ッ トや デ ィ ス クへ の デ ー

タ の 書 込 み 方 法 を 工 夫 す れ ば,更 に高 度 の 機 能 を 引 き 出す こ と もで き る。 た とえ ばCD-1

(グ リー ンブ ック)で はCD-ROM(イ エ ロ ー ブ ック)に な い"イ ン タ ラ ク テ ィ ビテ ィ"

と い う機 能 を 実 現 させ た。 グ リー ンブ ックや イエ ロ ー ブ ック以 外 の デ ィス ク ・フ ォーマ ッ トや

企 画 も次 々 と市 場 に 出 て きて い る。 た とえ ばDV-1(1987年 発 表),CD-ROMXA

(1988年 秋 発 表),PCエ ン ジ ンシ ス テ ム2(1988年12月 発 売),富 士 通 のTowns(1989年3月 発

売)な どが そ うで あ る。 これ らの プ レー ヤ も し くは技 術 が 提 供 す る機能 の レベ ル は,そ の プ レ

ー ヤの 価 格 を 大 体 反 映 して お り
,最 低 位 のPCエ ン ジ ンか ら最 高 のCD-1ま で 様 々で あ る。

1988年 の12月 まで は,日 本 で市 販 され て い る光 デ ィス クの ソ フ トは大 部 分 が いわ ゆ る"デ ー

タベ ー ス"的 な もの,っ ま り磁 気 テ ー プ も し くはオ ンラ イ ンに よ るデ ー タベ ー スか ら題 材 を 取

り,そ れ を デ ィス ク に載 せ パ ソ コ ンを 用 いて ア ク セ スす る よ う な タ イプ の もの で あ った。 光 デ

ィス クの ア プ リケ ー シ ョ ンで2番 目 に多 い用 途 と い う と,広 辞 苑 を 始 あ とす る参 考 資 料 的 な タ

イ トル で あ る。1988年12月,NECはPCエ ン ジ ン用 のCD-ROMド ラ イ ブ モ ジ ュー ル を発

売,合 わ せ てCD-ROM用 の エ ンタ ー テ イ メ ン ト ・ソフ トを3本 出 した。 ま た1989年3月 の

富 士 通 のTowns発 売 時 に は,29本 のCD-ROMタ イ トルが 出て い る。

"デ ー タベ ー ス"タ イ プの ア プ リケ ー シ ョンで は ,CD-ROMデ ィス クに載 せ られ て い る

ケ ー スが ほ とん どで あ る。 この 種 の ア プ リケ ー シ ョンに 見 られ る機 能 は,オ ン ライ ンで ア クセ

スす る デ ー タベ ー ス の場 合 と同 じで あ る。 そ の他 日本 で 比較 的利 用 の多 い ア プ リケー シ ョン と
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して 参 考 資 料 もの が あ るが,そ の 機 能 の 一例 と して,ワ ー プ ロの 画 面上 に辞 書 を 呼 出 し単 語 を

よ り適 切 な もの に 置 き換 え る と い った こ とが挙 げ られ る。

"世 界CD -ROM総 覧"(共 同計 画 ㈱ 発 行)に リス トア ップ さ れ た タイ トル の うち ,

Starfinderな どハ イ テ ッ クラ ボ ジ ャパ ンがNEC向 け に作 成 して い た もの は,TODに よ っ

て 実 現 され た 追加 機 能 一 一音 声/画 像 情 報,お よ びハ イパ ー カ ー ド的 な イ ン タ ラ ク テ ィ ビテ ィ

を提 供 す るホ ッ トボ タ ンー 一を 最 も良 く現 して い る よ うに思 わ れ る。

CD-ROM利 用 の デ ー タベ ー ス と い う分野 で は,今 後 どの よ う な展 開 が 見 られ る だ ろ うか 。

テ キ ス トの み で十 分 な タ イ トル も確 か にあ るだ ろ うが,テ キ ス ト以 外 の デ ー タが な けれ ば 使 い

に く く不 十 分 な ア プ リケ ー シ ョ ンと な って しま うよ うな タ イ トル もあ る はず だ 。 デ ー タベ ー ス

の 利 用 を 広 め る には,思 わ ず 使 って み た くな るよ うな,或 は少 な く と も使 った 方 が 便 利 と感 じ

させ る よ うな アプ リケ ー シ ョ ンを 作 成 しな けれ ば な らな い。 例 え ば,AVシ ス テ ム に接 続 した

CD-ROM装 置 を 持 って い る家 庭 で,電 話 番 号 を調 べ る こ とに な った と しよ う。 こ こで はC

D-ROM,電 話 帳,番 号 案 内サ ー ビス とい う3っ の情 報 源 が 考 え られ るが,通 常 の 場 合,番

号 案 内サ ー ビスを 利 用 す る可 能 性 が 最 も高 い。 しか し例 え ば 住 所 とそ の 地 図 とい っ た情 報 も手

に入 れ た い時 は,CD-ROMが(そ の よ うな機 能 が備 わ って い る と仮 定 して)最 も近 道 で あ

ろ う。AVシ ステ ムがTVス ク リー ン ・プ リン タの 機 能 も備 え て い れ ば,さ らに 望 ま しい。

従 来 の 設 備 や メデ ィ アを は るか に上 回 る便利 で 効 率 の 良 い機 能 を 加 え て,こ れ らに取 って 代

わ る製 品 とな り うるか 。CD-ROM普 及 の鍵 は大 体 この 辺 りに あ るの で はな い だ ろ うか 。

キ ャプ テ ンが あ ま り成 功 しなか った理 由を調 べ れ ば,使 いや す さ とサ ー ビスの 必 要 度 で は ど

ち らが よ り大 き な問 題 と な る か を知 る貴 重 な手 が か り とな る だ ろ う。CD-1プ レー ヤで あ れ

Townsで あれ,家 庭 や 職 場 に そ う した メ デ ィア が採 用 され る 際,機 械 自体 の 価 格 が 重 要 な ポ イ

ン トに な るの は間 違 い な い だ ろ う。 しか し同 時 に,ア プ リケ ー シ ョ ンに(本 当 に必 要 なの か ど

うか は さて お き)重 点 が 置 か れて い る場 合 ほ ど,機 械 を買 う抵 抗 感 が 薄 ら ぐの も事 実 の よ うだ 。

デ ー タベ ー スの 領 域 に マ ル チ メ デ ィアが 取 り入 れ られ るの は,情 報 操 作 の 発 達 に お け る 自然

な展 開 で あ る よ うに思 わ れ る。 印刷 技 術 が 書 物 の 大 量生 産 を可 能 に した時,文 学 作 品 が 本 と な

って 出 回 る よ うに な った。 ま た カ ラー技 術 の 実 現 と と もに,カ ラ ー写 真 が 印 刷 物 に使 わ れ る よ

うに な った。 同 じ こ とが マ ル チ メデ ィア の能 力 にっ い て も言 え る はず で あ る。 画 像(静 止 画,

動 画 を 問 わず)と 音 声 を組 み 合 わ せ て使 え る点 は,多 くの ア プ リケ ー シ ョンに と って極 め て 価

値 あ る もの とな ろ う。 医学 分 野 の デ ー タベ ー スを 例 に 取 る と,患 者 が 自分 の 症 状 を説 明 しつ つ

健康 診 断 を受 けて い る と ころ や,心 臓 の手 術 の 最 も難 しい部 分 な ど を20秒 間の 画 像 に す れ ば,

多 くの 関係 者 に と って 有 益 な 情報 とな るはず で あ る。
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さて 次 に示 す の は,"世 界CD-ROM総 覧"記 載 のCD-ROMア プ リケー シ ョン につ い

て,そ の様 々 な使 用 メデ ィア を 表 に した もの で あ る。PCエ ン ジ ンとTowns用 の 新 しいCD-

ROMタ イ トル は ここ に は含 まれ て いな い。

図表2-11日 本 製 ・海 外 製CD-ROMソ フ ト一 覧

日 本 製CD-ROMソ フ ト一 覧

ソ フ ト(シ ステ ム)名 テ キ ス ト 画 像 土 古
日 戸 備 考

ELIAS(イ リア ス) ○ ○

OAG-CD ○

画 蔵 ○ ○ 図形17,740点(動 植 物,

地 図,人 物 等)

CAPDAS ○ ○ 画 像 デ ー タ:520件

現代用語の基礎知識 ○

建築設計資料集成 ○ ○

CORES ○

公開実用新案公報 ○

公開特許公報 ○

広辞 苑CD-ROM版 ○

サ ン ケ イWho'sWho

CDAdventure/
WonderIsland ○ ○ ○

CDイ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ○ ○

CDエ リア ダイ ナ ミッ クス ○ ○

CD科 技/現 執 ○

CD-JETROACE ○

CD住 所 ○

CD-SCAN ○

CDタ ウ ンペ ー ジ ○

CD-TELEMAP ○ ○

CD-NOCS ○

CD-HIASK'85 ○

CD-HIASK'86 ○

CD-HIASK'87 ○
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ソフ ト(シ ステ ム)名 テ キ ス ト 画 像 土 止日 戸口 備 考

CD-FOREX

○

「Lotus1-2-3」 フ ァ イ

ル 構 造 で 使 う こ と が で き

る 生 デ ー タ

CD-BOOK ○

CD-MAP ○ ○

CDrama/The
EuropeanShowcase ○ ○ ○

CD-ROMonCD-ROM ○ ○ ○

CD-ROM

CAISystem ○ ○ ○

CD-ROM

判 例検 索 シス テ ム ○

CD-Word欧 分 ワー ド

プ ロセ ッサ シ ステ ム ○

CD-Word辞 書 検 索
シ ステ ム ○

GENETYX

Biodatabase ○

J-BISC ○

事故車修理見積 りシステム ○ ○

実践囲碁講座# ○ ○ ○

実践将棋講座# ○ ○ ○

職員録 ○

(AM-TICS)新 自動 車

交 通 情 報 通 信 シス テ ム ○ ○

STAR-FINDER ○ ○ ○

ZMAP電 子地 図 ○ ○

第 一生 命CD-ROM
シス テ ム ○

タ ウ ン ペ ー ジ マ ッ プ ○ ○

DNASIS-DBREF31 ○

東 販CD-ROMシ ステ ム ○
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ソ フ ト(シ ス テ ム)名 テ キ ス ト 画 像 土=七
日 戸 備 考

都市情報管理 マ ッピング シス
テム

TheBMW ○ ○ ○

部 品番号 自動検索 システム
(FAST) ○

HOTLINE ○

MAPNOTESYSTEM ○ ○

MAPBASE

(マ ップベ ー ス) ○
○

模範六法 ○

LegalBase ○

レ コ ー ドイ ン デ ッ ク ス# ○

海 外 製CD-ROMソ フ ト一 覧

AGRICOLA

○
この デ ィス クの ソー ス ・

デ ー タベ ー ス も,音 声/

画 像 を含 ん で い る と思 わ

れ る。

GEOdisc ○ ○

GMPartsCatalo9 ○ ○

InfomarkLaserPCSystem ○ ○ マ ッピ ン グ機 能

Microsoft'Bookshelf

○
既 存 の ワー プ ロ ソ フ トと

連 動 して利 用 で き る。

MundoCart/CD ○ ○

Supermap1.0(1981
AustralianCensus) ○ ○

Supermap1.1(1980US
Census) ○ ○

UniverseofSounds ○

VisualDictionary ○ ○ ○

YourMarketingConsultant:
Consumer ○ ○
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2-4イ ンハ ウ スCD-ROM事 例

CD-ROMの 応 用 分 野 と して,イ ンハ ウ ス用,い わ ゆ る企業 ・機 関 内 で の利 用 も重 要

なマ ー ケ ッ トの ひ とっ に上 げ られ る。

オ ンラ イ ン ・デ ー タ ベ ー スのCD-ROM版 や,辞 典 ・デ ィ レク トリー な ど印刷 物 のC

D-ROM版 が 最 初 か ら商 品 と して の 制作 ・販 売 を企 図 して い るの に対 し,イ ンハ ウス 用

は た とえ 有 料 で あ った と して も,商 品 と して の性 格 よ りは情 報 伝 達,情 報 サ ー ビスに 重 き

を お い たCD-ROMの 利 用 例 で,企 業 ・機 関 内 の各 種 パ ー ツ ・カ タ ロ グや マ ニ ュ アル,

ドキ ュメ ン ト,資 料 類 な どが主 な対 象 で あ る。

この分 野 で のCD-ROM化 は国 内外 と もに す で に実 用 化,本 サ ー ビスが 開 始 され て お

り,米 国 で は ゼ ネ ラル ・モ 一 夕ー ス(GM),ク ライ ス ラ ー,米 国 ホ ンダ,米 国 いす ず な

ど,大 手 自動 車 ・ トラ ック ・メー カが パ ー ツ ・カ タ ロ グを,国 内で は 日産 自動 車,ト ヨタ

自動 車,第 一 生 命,東 京 ガ ス,東 芝 な どが 自社 デ ー タのCD-ROM化 を 行 って い る。

こ こで は,国 内 で の 利 用 例 を 中心 に取 り上 げ る こ とに す る。

(1)日 産 自動 車:部 品 番 号 自動検 索 シス テ ム

国 内,海 外 を 問 わ ず,イ ンハ ウ ス用 分 野 がCD-ROMの 重 要 な マ ー ケ ッ トといわ れ

る理 由 は,ひ とっ に は大 手 企 業 な どが 導 入 した 場 合,数 千 ケ所 で 利 用 され,同 時 にCD

-ROMデ ィ ス クの プ レス枚 数 も大型 化 す る と い う こ とが あ る。

大手 企 業 の 本 ・支 社,営 業 所 網 な どに隈 な くCD-ROMが デ リバ リー され る とな れ

ば,CD-ROMド ラ イ ブ もそれ に対 応 して 必 要 と な るわ け で,ド ラ イ ブ ・メ ー カ や デ

ィス ク製 作 会 社 に と って は確 実 な 受 注 先 とい うこ と に な る。

こ う した 中で,国 内 の本 格 的 な イ ン>Nウ ス ・ユ ー スの 第1号 と され るの が 日産 自動 車

の 「部 品 番 号 自動 検索 シス テ ム」(FAST)で あ る。87年4月 か ら日産 自動 車 が 本 サ ー ビ

スを 開始 した 自社 の 系 列 カ ー デ ィー ラ,部 品販 売 会 社 向 け に導 入 したCD-ROMに よ

る部 品 番 号 検 索 シ ステ ム で,そ れ まで マ イ ク ロフ ィ ッシ ュに収 録 して い た 部 品 デ ー タを,

CD-ROMに 置 き換 え,メ デ ィア変 換 す る こ とで,大 容 量 デ ー タの 効 率 的 な 検 索 と最

新 デ ー タが求 め られ る部 品 番号,部 品 図 の 更新 頻 度 の ア ップ を 目的 に開 発 され た。FAST

の正 式 名 称 は"FastSearchforTechnicalInformationonParts"。

当 初 は テ キ ス ト ・デ ー タ(部 品番 号 ・名 称 な ど)の み で ス タ ー トしたが,88年12月 に

は イ ラ ス ト ・デ ー タ(部 品 図)の 検 索 もで き る シ ス テ ムを発 表 した。

イ ラ ス ト ・デ ー タ(ラ ス タ ー ・デ ー タ)の 情 報 量 は2万 点 弱。 日立 製 作 所 の協 力 を得
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て,デ ー タ圧 縮 技 術 を 採 用 し,そ れ まで の テ キ ス ト ・デ ー タの みの 場 合 と同 じ く月1回

デ ー タ更 新 す る。

対 応 ハ ー ドは,パ ソ コ ンが 日立B16/2020,IBM5540/5550で,CD-ROMド ラ

イ ブ は 日立 。 ユ ーザ 側 はそ れ まで の端 末 に マ ウ ス,圧 縮 デ ー タの 復 元 ボ ー ド等 を 追 加 す

るだ けで イ ラ ス ト ・デ ー タの 検索 が で き る。

CD-ROM化 に よ って部 品 デ ー タの 検 索 時 間 は従 来 の 約3分 の1に 短 縮 で き,特 別

な知 識 や 経 験 が な くて も,簡 単 な操 作 で 検 索 で き る。 ま た,追 加 認 定 され る部 品 番 号 は,

そ れ まで は デ ー タ更 新 に3～4ヵ 月程 度 を 要 して い たが,CD-ROM化 す る こ とで,

従 来 とほ ぼ同 コ ス トで 月1回 の更 新 が可 能 に な った とい う。

ま た,部 品 番 号 の 検索 に加 え,車 銘 柄 コー ドと検査 コー ドを 入 力 す るだ けで,車 検 や

定 期 点 検 の 際 の 部 品 見積 りを行 う こ と もで き る。

ま た,FASTは これ まで に,全 国 の 同社 部 品 販 社,サ ー ビス拠 点,部 品 商 に約2,000台

が 導 入 済 み と され て お り,日 産 自動 車 で は 今後,3,000台 ま で拡 大 す る計 画 。

(2)第 一 生 命CD-ROMシ ス テ ム

保 険会 社 が 自社 デ ー タ,ソ フ トウ ェア ・プ ロ グ ラム をCD-ROM化 した典 型 的 な イ

ンハ ウ ス ・ユ ー スで あ る。

生 命 保 険 会 社 で は全 国 の 支社,営 業所 な どで 日常 的 に保 険設 計 書 ・見 積 書 な ど を作 成

して い るが,そ う した 保 険 設計 ・見 積書 作 成 用 の ソ フ トウ ェア,保 険契 約 に必 要 な規 程

・約 款 な どの 基 準 書 類 な どを ,CD-ROM化 した 。

保 険設 計 用 の ソ フ トウ ェア類 は これ まで,フ ロ ッ ピー ・デ ィス ク(FD)を 利 用 して

き た が,こ れ に変 わ ってCD-ROMを 採 用 した。

収 録 情 報 は,上 記 の ソ フ トウ ェ ア類 が 中 心 だ が,同 社 で は そ れ ま で 年1回 の 保 険 配 当

率 の改 訂 や,新 商 品(年 数 回)が 出 るた び に,保 険 設 計 書 作 成 用 の パ ソ コ ンソ フ トを,

全 社 的 に書 き換 えて きた 。 これ らの デ ー タ更 新 の た び に,FDを 数 万 枚 単 位 で 更 新 して

きた わ け で,CD-ROMを 採 用 す る こと に よ って,デ ー タの 更 新 コ ス トを 下 げ る こ と

もCD-ROM化 の狙 いの ひ とっ とされ て い る。

ま た,ソ フ トウ ェア ・プ ロ グ ラ ムだ けで な く,同 社 で は今 後,生 命 保 険 の 外 交 員 教 育

用 ソ フ トや,保 険規 程 ・約 款 な どの 基 準 書 類,パ ソ コ ン操 作 な どの 教 育 用 ソフ ト(画 像,

音 声)な どに っ い て も順 次,CD-ROM化 して い く方 針 で,さ らに,オ ンラ イ ンが事

故 な どで ス トップ した場 合 に備 え,各 地 域 ご との全 契 約 事 項 ・内容 をCD-ROMに 収
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録 す る こ と に よ って,広 域 災 害 対 策 用 に も利 用 す る計 画 を も って い る。

88年4月 か ら全 国 の本 ・支 社,営 業 所(約2,200ロ ケ ー シ ョン)で 本 格 利 用 を 開 始 し,

国 内 のCD-ROMド ラ イ ブの 導 入 例 と して も,日 産 自動 車 と並 ぶ 大型 事 例 で あ る。

(3)東 京 ゼ ネ ラル:HOTLINE

商 品 先 物 取 引 の 案 内 ガ イ ドをCD-ROMに 収 録 した音 声応 答 シス テ ムで,東 京 ゼ ネ

ラル と同 社 の 情 報 サ ー ビス部 門 を 担 当す るゼ ネ ックス が 開発 した。

各 種 工 業 品 や 穀 物,砂 糖,繊 維 な どの 商 品 先物 取 引 を,ゼ ネ ックス の ホ ス ト ・コ ン ピ

ュ ー タ と一 般 投 資 家 の プ ッシ ュホ ン電 話 とを 公衆 回線 で結 ん で行 うホ ー ム トレー デ ィ ン

グ ・サ ー ビスで,市 況 デ ー タはMT(磁 気 テ ー プ)に 逐 次,入 力 し,プ ッシ ュホ ン操 作

の 音 声 ガ イ ダ ンス をCD-ROMに 収 録 して い る。

サ ー ビスの 内容 は,① 市 況 照 会,② 売 買 注 文,③ 値段 照 会,④ 注 文 内 容 照 会,⑤ 注 文

取 消,⑥ 約 定 照 会,⑦ 口座 照 会,⑧ 出金 依 頼,⑨ 振 替 依頼,⑩ 出 金 通 知,⑪ 証 拠 金 不 足

通 知,⑫ 資 料 請 求,⑬ 担 当者 コー ルの13項 目。CD-ROMに 収 録 の 音 声 情 報 は,各 種

情 報 に ア クセ スす る操 作手 順 や、 出金 ・振 替 依 頼 な ど,500種 類 に上 るガ イ ダ ンス を用

意 して い る。

87年7月 か ら関 東 地 区 に お いて 東 京 工 業 品 ・東 京 穀 物 商 品 ・東 京 砂 糖 の3取 引所 の全

銘 柄 を 対 象 に サ ー ビス を 開始 し,ま た88年2月 か ら大 阪 穀 物,大 阪 砂 糖,大 阪繊 維 の各

取 引所 の上 場 商 品 も くわ え,さ らに九 州 ・福 岡 地 区 で も同 シ ステ ムを 稼 働 させ て い る。

将 来 的 に全 国16取 引 所 まで拡 大 す る ほか,現 在 の サ ー ビス時 間 帯7時 か ら24時 ま で を,

5時 か ら24時 ま で 延 長 す る計 画 とい う。

(4)東 京 ガ ス:都 市 情 報 管 理 マ ッピ ン グ シス テ ム

東 京 ガ ス の埋 設 ガ スパ イ プ ライ ンの保 守 管 理 用 に 開発 され た シス テ ムで"TUMSY"

(TotalUtilityMappingSystem)と も呼 ばれ て い る。

TUMSYに,東 京 ガ スが 埋 設 ガ スパ イ プ ラ イ ンの設 備 状 況,メ イ ンテ ナ ン スの た め

の基 礎 情 報 を 得 る た め に 自社 開 発 した もの で,83年 に入 力 を 開始 し,翌84年 か ら稼 働 を

開始 して い る。

最 初 の アプ リケ ー シ ョン と して 道 路,街 区,家 屋 な どの情 報 に加 え,パ イ プ ラ イ ンの

配 備,供 給 状 況 な ど,詳 細 なユ ーテ ィ リテ ィ情 報 を ドッキ ング させ た 「導 管 マ ッ ピ ング

・シス テ ム」 を 完 成 さ せ ,こ れ を 本 社 内 の ホス トコ ン ピ ュー タVAX8800な らび にIBM
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3090(お 客 様 情 報)と リン ク。 域 内支 社,事 業 所 に設 置 した60台 の端 末 機 と結 んで い る。

このTUMSYの ア プ リケ ー シ ョ ンと して,88年 に 「自動 車 マ ッ ピ ング シス テ ム 」が

開 発 され た 。 導 管 マ ッピ ン グ情 報 をCD-ROM(デ ィス ク3枚)に 収 録 し,こ れ を移

動 車 両 に 車 載,各 現 場 の デ ー タを 移 動 しなが ら検 索 で き る と い う もの で,車 載 す るハ ー

ドウ ェア は パ ソ コ ン,CD-ROMド ラ イ ブ,そ れ に ホ ス トコ ン ピ ュー タか ら顧 客 情 報

を 得 るた あ の ハ ー ドコ ピー用 と して のFAX(回 線 は 自動 車 電 話 を使 用)と い う構 成 。

これ ま で は,重 さ50kgに もな る と い う現 場 付 近 の 地 図 を,車 載 して 工 事 現 場 に 向か っ

て いた が,新 シス テ ム で は そ の必 要 もな く,現 場 で の イ ー ジ ー ア ク セ ス と,他 現 場 へ の

ス ムー ズ な 移 動 が容 易 に可 能 とな る。 車 両 シス テ ム は 日産 自動 車 と共 同 開 発 した。

入 力済 み の 導 管 マ ッピ ン グ情 報 は現 在,都 内23区 と多 摩 地 区 だ けだ が,88年 か ら西 部

導 管事 業 所 で 実 験 を 開 始 して お り,最 終 的 に は東 京 ガ スの 供 給 先 全 域 を対 象 と して い く。

⑤ 東 芝 サ ー ビ ス関連 情 報 検 索 シス テ ム

これ も 自社 デ ー タを ベ ー ス と して,従 来 の 印刷 物 か らCD-ROMに メ デ ィア変 換 し

た 典型 の ひ とっ とい え る。

自社 の サ ー ビス ・ス テ ー シ ョ ンと,系 列 販 売 店 向 け に導 入 したCD-ROMに よ る補

修 用部 品 番 号 とサ ー ビス情 報 の検 索 シス テ ムで,こ れ まで,機 種 ご とに 印刷 物 で 発 行 し

て いた サ ー ビス資 料 の 内容 と,電 算 機 管 理 を して い た補 修 用 部 品 情 報 を結 合 してCD-

ROM化 した 。

88年4月 か ら全 国202ヵ 所 の サ ー ビス ・ス テ ー シ ョンの うち,主 要 サ ー ビス ・ステ ー

シ ョ ン130ヵ 所 に設 置 し,稼 働 を 始 め て お り,さ らに残 りの サ ー ビス ・ス テ ー シ ョ ンお

よ び系 列 販 売 店 に も順 次 設 置 を=進 め る予 定 に な って い る。

ま た,CD-ROMド ライ ブ を デ イ ジー ・チ ェー ンで結 び,展 開 図 か ら検 索 で き る シ

ス テ ム に,バ ー ジ ョ ンア ップ して 運 用 す る予 定 の ほか,さ らに,近 い将 来 に は,83年 か

ら全 国 の サ ー ビス会 社 に導 入 済 み の コ ン ピ ュ ー タ ・シ ステ ム 「PILOT」 の ホ ス トと

結 び,オ フ ラ イ ンで 検 索 した結 果 を これ に送 って,在 庫 量 の 検 索 や 発 注 が で き る シス テ

ム へ のバ ー ジ ョン ・ア ップ も計 画 して い る。

収録 デ ー タは,ス タ ー ト時点 で ① 補 修 部 品 表(部 品 点 数90万 点),② 補 修 部 品 コ ン トロ

ール ・マ ス ター(同25万 点) ,③ 主 要 補 修 部 品 互 換 早 見 表(同5,000点),④ 主 要 補修

部 品 共 通機 種 一 覧表(同3,000点),⑤ 主 要 サ ー ビス ・ポ イ ン ト情 報(1,600機 種3万 件)。

同 社 で は,年 間1,000機 種 の新 製 品 を発 売,多 くの部 品が 新 規 に 発 生 す るが,こ れ を
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年4回 デ ィ ス ク更 新 して 収 録 して い く。

2-5カ ー ・ナ ビゲ 一一シ ョン

カ ー ・ナ ビゲ ー シ ョン分野 で は,地 図 デ ー タベ ー スを 中 心 に,各 種 案 内情 報 まで をCD

-ROMに 収 録 す る。

海 外 との比 較 で い え ば,わ が 国が 先 進 的 な位 置 に あ り,現 状 の代 表 例 で は,す で に実 用

化 され て い る クラ ウ ン(ト ヨ タ 自動 車)のrCDイ ン フ ォ メ ー シ ョ ン」 と,開 発 ・試 作 中

の 「新 自動 車 交 通 情 報 通 信 シス テ ム 」(AMTICS)が 上 げ られ る。

(1)CDイ ンフ ォメ ー シ ョン

トヨ タ 自動 車 が87年9月,ク ラ ウ ンの 最 上 級車 種 ロイ ヤ ル サ ル ー ンGに,エ レク トロ ・

マル チ ビ ジ ョン装 着 車 を設 定 し,こ れ に装 備 され た世 界 で 始 めて のCD-ROMを 利 用

した イ ンフ ォメ ー シ ョン ・シス テ ムで あ る。

地 図,高 速 道 路 案 内,サ ー ビス情 報(ク ラ ウ ン販 売 店)を 約3,000枚 の 画 像 に収 め,

これ をCD-ROMに 収 録 した もの で,88年9月,ク ラ ウ ンの 一 部 改 良 に伴 い,収 録 デ

ー タの 更 新 ・追 加 を行 った
。

CDイ ンフ ォメ ー シ ョ ンの 大 半 は,地 図情 報 が 占 め,こ の 地 図 情 報 は単 独 表 示 の ほか,

地磁 気 方 位 セ ンサ と車 速 セ ンサ に よ り算 出 した 自軍 位 置 を,地 図 上 に表 示 す る ロケ ー シ

ョン ・ガ イ ドに使 わ れ る。

地 図 は全 国 図,地 方 図(約288×216km),地 区 図(約144×108km),基 本 図(約

36×27km),都 市 部 な どの 一 部 地 域 詳細 図(約9×6.8km,い ず れ も本 州 の 場 合)一 の

5階 層 か ら成 り,地 方 図 は全 国 図 上 の地 方 名,地 区 図 ・基 本 図 は そ れ ぞ れ 地 方 図 ・地 区

図 の4×4=16区 画 の グ リ ッ ドの タ ッチ ・ス イ ッチ(CRT上)で 当 該 図 を 順 次,検 索

す る。88年9月 の デ ー タ更 新 で,詳 細 図 は548枚 か ら,1,682枚 と約3倍 に増 強 さ れ た 。

高速 道 路 案 内 は,高 速 道 路 リス ト,路 線 リス ト,区 間 リス ト,模 式 図,イ ンタ ー チ ェ

ン ジ(IC)付 近 の 道 路 地 図 を 示 す イ ン ター 図か ら成 り,こ れ も タ ッチ ・ス イ ッチ で 順

次検 索 す る。 首 都 高 速 中央 環 状 線,阪 神 高 速 北 神 戸 線 な ど新 規 開通8路 線 が 追 加 され,

高速 道 表 示 エ リア を 変 更 した 。 イ ン ター図 は地 図 だ が,他 は模 式 図 の様 式 を 採 用 して い

る。 他 方,ク ラ ウ ンの サ ー ビス情 報 は,扱 い店 の 全 国 図,販 社 リス ト,各 店 の 住 所 ・

電 話 案 内 な どで,階 層 構 造 にな って お り,こ れ らが テ キ ス ト画 面 の ほか に,地 図 画 面 で

マ ー ク表 示(18種)さ れ る。 また,地 図 モ ー ド中 に は,音 楽 デ ィス ク,バ ー ジ ョ ンア ッ

プ(更 新)さ れ たCD-ROMデ ィス クが 挿 入 され て い る場 合,な どに 表 示 され る6種
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類 の メ ッセ ー ジが 用 意 され て い る。

CD-ROMデ ィス ク は,ト ラ ッ クの 最 内周 部2mmに トヨタ ・エ レク トロ ・マル チ ビ

ジ ョン用 を識 別 す る リー ドイ ン情 報,そ の 外 周33mmに3分 割 され たプ ロ グ ラ ム を記 録 し,

約2万 本 の トラ ッ クに約60億 個 の ピ ッ トで,同 一 情 報 が3重 に記 録 され て い る。

トヨタ 自動 車 以 外 の 自動 車 メ ー カ ーで も同様 なCD-ROMに よ る情 報 シス テ ム の 開

発 が進 め られ て お り,カ ー ス テ レオが ま た た く間 に普 及 した と同 じよ うに,CD-RO

Mが カ ー ・エ レ ク トロニ クス の重 要分 野 に な る 日 もそ れ ほ ど遠 くな い とい わ れ る。

(2)新 自動 車 交通 情報 通 信 シス テ ム(AMTICS)

民 間 企 業27社 が参 加 して87年4月,新 自動 車 交 通 情 報 通 信 シ ステ ム実 用 化 推 進 協 議 会

が 設 立 され,働 日本 交 通 管 理 技 術 協 会(江 口俊 男 会 長)に 開 発 が 委 託 され た シス テ ムで

あ る。

CD-ROMを メ モ リー とす る車 載 地 図 デ ー タベ ー ス と,自 主 航 法 装 置,テ レ ター ミ

ナ ル通 信 装 置,情 報 処 理 装 置 を 統 合 した シス テ ムで,都 道 府 県警 察 の 交 通 情 報 処理 セ ン

ター が提 供 す る交 通 情 報 を,テ レ ター ミナ ル 方 式 の デ ー タ通 信 で車 に伝 送 し,地 図 デ ー

タベ ー ス と合 わ せ て,最 適 な ナ ビゲ ー シ ョ ン情 報 を 車載 デ ィ スプ レイ に 表 示 す る。

ポイ ン トは,CD-ROMを 利 用 す る車 載 地 図 デ ー タベ ー ス と,テ レタ ー ミナル シ ス

テ ムで,地 図 デ ー タベ ー スは 「ナ ビゲ ー シ ョ ン シス テ ム研 究 会 」(ナ ビ研)が87年4月

に ま と あ,開 発 が す す め られ て い る"CD-ROMデ ィ ジタ ル地 図 統 一 フ ォー マ ッ ト案"

を活 用 す る こ とにな って お り,一 方,テ レ ター ミナ ル シス テ ム は,公 開 実 験 が87年12月

か ら東 京 で 開始 され て い る。

88年6月 に は,東 京 で 公 開実 験(ト ヨ タ,日 産 な ど実 験車12台)が 行 わ れ,独 自仕 様

の トヨ タ,日 産 グル ー プ な どを 除 く9台 に,統 一 フ ォ ーマ ッ ト ・バ ー ジ ョ ン1.0に 基 づ

く試 作CD-ROMソ フ トが試 用 され た,パ イ ロ ッ ト実 験 で は,港 区,品 川 区,新 宿 区

区 内 にあ る3局 の テ レタ ー ミナ ル 基 地 局 を 中心 と して,半 径 約5kmの 詳 細 情 報(約1,2

00リ ン ク)と,都 内 お よ び隣 接 県 の 主 要 幹 線 道 路 約300リ ン クの交 通 情 報 が5分 ご との

更 新で 提 供 され た。

試作 ソ フ トの デ ー タ構 成 は,① ナ ビゲ ー シ ョ ン用 道 路 地 図 デ ー タ,② 移 動 体 通 信 対 応

デ ー タ,③ 管 理 用 デ ー ター の3種 か ら成 る。

① ナ ビゲ ー シ ョ ン用道 路 地 図 デ ー タ:図 葉 お よ び音 声 情 報 で,基 準 図13図 葉(国 土 地 理

院 作成1次 メ ッ シュ20万 分 の1地 形 図,2次 メ ッシ ュ2万5,000分 の1地 形 図 に 準 拠),
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基 準 図 の 順 次 検 索 用 の レベ ル 図5図 葉(10万 分 の1相 当1図 葉,5万 分 の1相 当4図 葉),

デ フ ォル メ図30図 葉 で 構 成 され て い る。

デ フ ォル メ図 は模 式 図 で,峠,高 速 道路,一 般 道路,首 都 高 速 道 路 の種 別 が あ る。 音

声 デ ー タ は約100件 の 語 彙 の 集 合(例:"日 比 谷 通 りを""北 に進 み")で,PCMで

録 音 され て い る(約12分)。

② 移 動 体 通 信 対 応 デ ー タ:通 信 で 送 られ て きた情 報 と地 図 ・音 声 を対 応 づ け る もの で,

変 換 テ ー ブ ル と レイ ヤ か ら成 る。

③ 管理 用 デ ー タ:CD-ROMデ ィス ク内 の全 デ ー タの 目次 に相 当 す るデ ィ ス ク ラベ ル,

全 図葉 の イ ンデ ックス ・テ ー ブ ルで あ る図 葉 管理 情 報,描 画 に必 要 な 色,線 種 な どを定

義 した テ ー ブ ル で あ る描 画 パ ラメ ー タか ら成 る。

この よ うに して,テ レター ミナ ル ・シス テ ムで伝 送 され た交 通 情 報(可 変 情 報)がC

D-ROMに 収 録 され た 固定 情 報 とつ き合 わ され て,画 像 お よ び メ ッセ ー ジ(文 字,音 声)

と して 出 力 され る。
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3.流 通

3-1概 況

いかな る生産活動 において も,最 終 的に製品が販売 されなけれ ば ビジネス とはな らず,

CD-ROMも その例外 ではない。

ここ数年,米 国を中心 として急激 に製 品の数 を増 して いるCD-ROMソ フ トは,デ ー

タの準備 か ら加工 を経て製品 に至 る各段 階で未解決 の諸問題を抱え なが ら,や がて来 る本

格的展開期 に向け関係者 の努力が続 いている。

しか し,流 通 に関 して は,CD-ROMの 技術的側面が先行 して いるの に比べ,ど ち ら

か と言え ば議論の外 に置かれて いた よ うに思われ る。

CD-ROMの 販売 にお いて提供側 とエ ン ド・ユ ーザ側双方に求め られ る諸要件,た と

えば周辺機器 に対す る システム上のサ ポー ト,利 用研修,デ ー タ更新な どの対応範囲を は

じめ,流 通 ルー トと しての諸 チ ャネルの適性の検討 も,今 後CD-ROMに よる情報利用

を本格化す る上で欠かせぬ問題であ る。

とは言 って も国情の違 い もあ り米国で採用 されて いる販売手法を その ままわが国 に移植

して成功す るとは限 らな い。む しろCD-ROMで は日本の諸環境 に即 した流通形態が確

立 される ことが望 ま しいのであ る。

3-2流 通 面 で 考 慮 す べ き諸 問 題

(1)サ ポ ー ト

CD-ROM販 売 で 最 も重 要 な こ と はサ ポ ー トで あ る。

米 国 で は デ ー タベ ー スが 豊 富 な こ と もあ り,デ ー タベ ー ス系CD-ROMが 先 行 して

多 数の 製 品 が 市 場 に 出て い る。 そ して 大 学 図 書 館 で 利 用 され て い るCD-ROMベ ス ト

10は す べ て デ ー タベ ー ス系CD-ROMで あ る との 調 査 結 果(OCLC)も あ る。

一般 に米 国 で は これ らの 製 品 は プ ロ デ
ューサ ー に よ る直 売 が 多 い。 専 門 雑 誌 へ の 広 告,

ダイ レ ク トメ ール も行 うが,彼 らが 宣 伝 上 重 要 と考 え て い るの は全 米 図 書 館 大 会,オ ン

ライ ン ・ミー テ ィ ング な ど,エ ン ドユ ー ザが 集 ま る機 会 を 捉 え 展 示 し実 演 す る こ とで あ

る。

また有 望 見 込 客 に は一 定 期 間 試 用 をす す め る こ と も行 って い る。

購入 決 定後 はサ ポ ー トを 最 重 視 し,ユ ー ザの 質 問 に は電 話 に よ る完 全24時 間体 制 で 応

じて い る と ころ(Dialog社)も あ る。 そ して 直 売 シス テ ムだ けが ユ ー ザ に対 しサ ポ ー ト

責 任 を完 全 に果 たせ る と発 言 す る関 係 者 も居 る。
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ただわれわれか ら見 る と周辺機器 に関 してはパ ソコ ンがIMBの 独壇場 に近 い米国 と,

互換性の カベが立 ちはだか る 日本の不利 とか,か ゆ い所 まで手の届 くサポー トを求 める

日本のユ ーザへの対応が これだ けで実現 出来 るか とい う疑問 は残 る。

実際,売 り切 り型のCD-ROMは 別 と して,多 くの場合販売側 とユ ーザの コンタ ク

トは切れ ることな く続 くし,続 ける努力が評価 されて こそ継続的 な注文,新 たな受注 に

結 び付 くと考え られ るので,ユ ーザへのサポー トはあ らゆる面で重要であ る。

② 価格の設定

価格の設定権 は基本的 にプロデ ューサ側 にあ る。構成要素 には難 しい問題 もあ り公開

され る もので はな いが,限 られた時間にお けるい くっかの国 内外 プロデ ューサ との接触

の中か ら得た価格設定の考え方 は次のよ うであ った。勿論 これ は普遍的な もので はな い。

1)戦 略的に価格を低 目に設定 し,類 似商品の進 出を押 さえ る。あ るい は市場 に橋 頭褒

を築 く。

2)コ ス ト原理 と所属す る業界慣行 に基づ く価格 設定を行 う。

前者は新 情報 媒体 と して未だ充分発達 していないCD-ROM市 場 におけ るプ レゼ ン

スを示すため,現 実の コス ト,採 算面 を若干犠牲 に して価格を設定す るケー スで あ る。

米 国ではMedline,NTIS,ERICな 政府 公機 関が構築 したパブ リック ド・メイ

ンなデー タベー スがあ り,価 格 は非常 に低廉である。 これ らを リソース と してCD-R

OM製 品を発表 す ることが数社で競われ価格 の低 落があ った。 これ も前者の 例 となろ う。

これ とは別 に付加機能 とか特色 ある情報加工 などでオ リジナルな製品 を作 り高価格 で

販売 している もの もあ る。価格面 よりも質を評価 され,充 分競争市場の 中で ユーザ を増

加 させ ている後者 の例 であ る。

現在 わが 国で発表 されているCD-ROM製 品の 中には,製 品化実績 をあげたい とす

るメーカ側 の熱意 と,保 有 する リソースの評価を どの辺 りにす るか前例が無 く出版社側

が決 め兼 ねる状況 で制作 され た もの もあ るよ うで,こ れ らはいつれ本格的 な市場 が開 け

たあかっ きには再検討が必要 となるか も知 れない。

データベ ース系CD-ROMの 価格設定に際 して は付加機能 もさることなが ら,オ ン

ライ ン ・サー ビス との調整 も重要な問題 となることは言 うまで もない。

これ まで述べ て来 た末端販売価格設定 と同様 に,卸 売価格 も重要であ る。 これ はプ ロ

デ ューサの直売 による場合 は別 と して,拡 販 とかサ ポー トを販売側が分担す る方式 で は,

そ こにかか る コス トを充分吸収 出来 るだけの利幅を求 め られ るか らであ る。
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あ る販売 ルー トでの極 く初歩的 な調査で は,取 り扱 って いる各種国産CD-ROM製

品の仕入 れ原価率 は47%～85%ま で と大 きな差があ った。比較 的高価格で,し か も利用

に際 し研修 などサポー トを多 く必要 と し,販 売 には専門ス タ ッフが望 まれ る ものの原価

率 は低 く,反 対 に書店ル ー トに もあ る電子 出版系CD-ROM製 品の仕入れ原価率 は高

い傾向にあ った。

販売側 か ら見 ると充分なサ ポー トと拡販を可能 とす るマー ジンを確保 したい と考 える

の は当然であ る。 しか しサ ポー トの重要性その ものが 日本 ではまだ充分理解 されていな

い。CD-ROMは モノを売 るのでな く,情 報 とサ ー ビスを販 売す るもので あ るとの認

識が肝要であ る。

(3)デ モ ンス トレー ション

CD-ROMは 書籍の よ うに店頭 に陳列すれ ば売れ る商品で はない。 しか し顧客が購

入検討のため実物 を見 たい と思 って も,EP展 とか データベ ース関係展示会の よ うな機

会 でないと希望がかなえ られ ないでは不親切で ある。

この解決 と して常設展 示場が あ る。 これ は恐 らく日本独特の もので あろうが,こ こ1

年 ほどの間 にRUKIT(飯 田橋),丸 善(日 本橋),三 省堂書店(神 田)な ど,ア ク

セ ス し易 い地点 にCD-ROM常 設展 示場 が開設 された ことは喜 ば しい。 また近 くパ ソ

コン ・メーカの ショウルー ムに も一部 製品を展 示す る動 きが ある。

内外 すべての製品展示を望むの は無理 と して も,重 要な国産CD-ROMに ついては

夫 々特色 をも たせなが ら展示 し実演,更 には訪問者が操作す ることも出来 るよ うにな っ

て いる。

ただ これ らは全 くの先行投資で行われてお り,調 査 した範囲では展示 スペー スか ら上

る販売利益で運営 コス トを カバ ー して いる所 は無か った。 これ に対 し展示側の負担だ け

に とどめず,プ ロデ ューサ側 も製品見本 とか資料 の提供で協力 し,共 に発展を 目指 そ う

と して いることはよい傾 向で あ る。

3-3想 定 され る販 売 ル ー ト

(1)書 店 ル ー ト

日本 初 のCD-ROM市 販 製 品 は 出版 社 よ り発 表 され た こ とか ら,取 次 店 ・書 店 ル ー

トが 採 用 され た。 オ ンラ イ ン ・サ ー ビス され て い る デ ー タベ ー スの 中 で,大 手 のJOI

S,日 経 諸 フ ァイ ル な どがCD-ROM化 を現 在 まで の と ころ発 表 しな い ま ま,わ が 国
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では出版社か ら辞書,便 覧,人 名録 などの レファレンス的 な電子 出版系CD-ROM発

表 が続 いて いる。

それ に海外で もい くっかの出版社がCD-ROM化 を手が けるところが あ り,こ のあ

た りか らCD-ROMは 書店 で売 るもの との考えが一時 わが国で も広 ま ったの は当然で

あ る。

ところがCD-ROM販 売 に際 し求 め られ るサ ポー トに関 して は,極 く一部 を除 きそ

の対応 の難 しさが理解 され るにっれ,一 般書店の関心 はやや後退 したよ うで ある。

米国ではニ ュー ヨークのあ る大書店が店頭で陳列販売 を行 ったが,一 年足 らず で中止

して しまった ことか らも判 るように,書 店 ルー トで入手 す ることは一般 的で はない。

ただ,図 書館 へ 出版物を納入す る専門業者(FAXON社)が 試行 的にい くつかの プ

ロデ ューサか ら販売 を引き受 けるケースが 出て来 た ことは注 目され る。

いつれ に して も一般書店ル ー トでひろ く取 り扱われ るよ うにな るの は,将 来 サ ポー ト

をあ まり必要 と しない単純 な製品が出揃 うときで あろ う。 しか しその 頃には能 力のあ る

書店,こ れか ら努力 して サポー ト能力 を身 につ けた意欲 的な書店 によ って,書 店 と して

対象 とな る市場 はほ とん ど占有 されている ことも予想 され る。

(2)電 器 店 ル ー ト

米 国 で は量 販 電 器 店RADIOSHACKに 注 文 す れ ば 入 手 出来 るCD-ROMが あ

る。 しか しこの パ タ ー ンは ま だ 日本 で は定 着 して お らず,電 器店 もあ ま り興 味 を 示 して

い な い。

問 題 はCD-ROMが 量 販 性 を持 って い な い こ とに あ る。 これ ま で 国 内 で 販 売 され た

品 は特 別 多 い もの は 別 と して,通 常 数 百 セ ッ トどま りで,し か も利用 に 際 し各 種 の サ ポ

ー トが 求 あ られ る とな る と ,量 販 店 の 活 動 とは軌 条 が 異 な るの で あ る。

た だ し,辞 書 の よ う にパ ソ コ ン シ ョ ップ の ソ フ ト ・コ ー ナ ー に並 べ て 販 売 出来 るCD

-ROM製 品 の あ る こ と は ,将 来売 り切 り型 の ソ フ トの 中 に は この ル ー トで 流 通 す るケ

ー ス も増 え来 る と思 わ れ る。

(3)プ ロデ ュー サ 直 売

米 国 で は ほ とん ど この システ ム で販 売 され て お り一 定 の成 功 を収 め て い る。 欧 州 で も

この パ ター ンが 多 い。

しか し日本 で 個 々の プ ロ デ ュー サが この 方 式 を 採 用 す る こ とは非 常 に困 難 を伴 う と思
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われ る。 何 故 な らば,出 版 社 の 限 られ た ス タ ッフに よ り全 国 的 な 拡 販 活 動 と,ユ ーザ へ

の サ ポ ー トを 行 な う こ と とな り,米 国 の デ ー タベ ー ス ・ベ ンダ ー が オ ンラ イ ン ・サ ー ビ

スの サ ポ ー ト陣 を その ま まCD-ROMの サ ポー トに 活 用 して い るよ うな 訳 に も行 か ず,

人 件 費,そ の 他営 業 費 が 相 当 か さむ か らで あ る。

電話 だ け で用 件 の 済 ま な い ユ ー ザ も多 く,と て も全 国 を カ バ ー す るサ ポー トは難 しい 。

多種 多様 な 製 品,あ る い は特 定 分野 に しぼ った製 品 を量 販 し,サ ポ ー ト陣容 を 整 え る

こ とが 可能 な場 合,あ る い は特 別 な理 由 が あ って 直 売 シス テ ム を採 用 す る場 合 は別 と し

て,普 及 の 充分 進 ん で い な い現 状 で 米 国 式 販 売 シス テ ム を と る こ とは 問題 が多 い よ うに

思 わ れ る。

(4)情 報 サ ー ビス ・ル ー ト

多 くのCD-ROM製 品 の 販 売 に 関 し,情 報 サ ー ビス業 者 は多 くの点 で適 性 を持 って

い る。 特 に デ ー タベ ー ス系CD-ROMで は既 に行 って い るオ ンラ イ ンで の経 験 とス タ

ッフが生 か せ る ことが 強 み で あ り,顧 客対 象 も共 通 す る部 分 を も って い る。

検索 機 能,フ ァイル 構 造 を は じめ,専 門 的 な学 術 分 野 のバ ッ クグ ラウ ン ドを求 め られ

る製 品 に つ いて は,既 に先 行 して い る こ と もあ って 情 報 サ ー ビス業 者 を 中心 に 販 売 ル ー

トが築 か れ て行 くで あ ろ う。

た だ この ル ー トで はCD-ROMな ら何 で も手 が け る とい う気 運 が少 な く,ま た す べ

て の業 者 がCD-ROM販 売 を 手 が け よ う と して い る訳 で もな い点 が,プ ロデ ュー サ 側

か ら見 る と心 配 で あ る。 今 後 の 動 きの 中 で 取扱 範 囲 を拡 大 す る の か,あ るい は書 店 ル ー

トと共 同で 態 勢 強 化 を 図 って 行 くの か 関心 の集 ま る と ころで あ る。

(5)訪 問販売 ルー ト

イ タ リアにおけるCD-ROM販 売 の成 功が訪 問販売によ るものであ ることは よ く知

られてい る。わが国で はまだ この ルー トにの って本格 販売 され る製品 は出ていな いが,

業者の中にはCD-ROMが 比較 的高価で且つ説得 型の商 品であ ること,パ ソコ ンに依

存 しない小型のハー ドウエアの 出現 な どか ら,訪 問販売商 品 と しての適性を評価す る と

ころがあ る。

問題 は現在の ところ適 当な製 品が揃 って いないことにあ り,幼 児か ら成人 に至 るまで

の各種教育 ソフ トが出揃 ったあかっ きには,こ の製品領域が データベ ース系 ソフ トほ ど

サポー トを必要 と しない こともあ り,訪 問販売 ルー トは相 当威力 を発揮 す ると予想 され
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る。 またその先 には通信販売 とか,ス ケールは小 さい と思 われ るが 中古品市場 も発生す

るであろ う。

(6)NECパ ソ コ ン店 ル ー ト

① 再生 用 ハ ー ドの 必 要 な ソフ トの 流 通

電子 出 版 分 野 のCD-ROMソ フ トの流 通 と い う と,出 版=書 店 ル ー トが 普 通 の 考

え方 と言 え る。 しか し,再 生 用 ハ ー ドが必 要 と な るCD-ROMと,本 で は根 本 的 な

違 い が あ る。

再 生 用 ハ ー ドの 必 要 な ソフ トと して は,レ コ ー ド,CD,ビ デ オ な どのAVソ フ ト

と,パ ソ コ ンや テ レ ビ ・ゲ ー ムの ソ フ トが あ る。 この 内AVソ フ トは,ソ フ トだ け の

店 舗 が 成 立 して お り,ゲ ー ムや パ ソ コ ン ・ソ フ トはハ ー ドとの併 発 で あ る。 これ は,

AV分 野 は 普 及 が 進 み,ハ ー ド知 識 はユ ーザ が も って い る状 況 に な って い る為 で あ る。

テ レ ビ ・ゲ ー ム も普 及 の 点 で は,AVと 同 等 で あ るが,玩 具 ル ー トの専 売 に な って お

り,パ ソ コ ン ・ソ フ トは,ハ ー ドの知 識 な しで は売 れ な い位 置 に あ る。

AVソ フ トも,普 及 の 初期 段 階 で はハ ー ドとの 併 発 で あ っ た。 蓄 音 機 と レコ ー ドは

併 売 で あ った が,蓄 音 機 が ス テ レオ に進 化 す る過 程 で,ハ ー ドが 電 器 店 ル ー トに移 行

し,ソ フ トと分 離 した の で あ る。 近 い例 と して は,VTRとVDが あ るが,い ず れ も

ハ ー ドの普 及 を 図 る為 ,電 器 店 で ソ フ トを併 売 す る こ とで 市 場 が 形 成 され て い る。 こ

の よ うに,再 生 用 ハ ー ドが 必 要 な ソ フ トの普 及 の初 期 段 階 で は,常 にハ ー ド ・ソ フ ト

の 併 売 が 主 流 で あ り,そ れ が ユ ーザ ・ニ ー ズ と もな って い る。

この 点 で は,CD-ROMも 例 外 で は な く,ハ ー ドがAVプ レー ヤの よ うに単 純 で

な いの で,併 発 ニ ー ズ は非 常 に高 い と言 わ ざ る を得 な い。

② パ ソ コ ン店 ル ー トの優 位 性

CD-ROMソ フ トの販 売 店 と して,パ ソコ ン店 が 最 有 力 の 位 置 にあ るの は,上 記

の 事 由 に よ り明 確 で あ る。 パ ソ コ ンの ノ ウハ ウ,展 示 用 ハ ー ドの 整 備,パ ソ コ ンの 周

辺 機 器 や ソフ ,トの 知 識,説 明 員,売 場 ス ペ ー ス な ど,CD-ROMシ ステ ム と ソフ ト

を 持 ち込 む だ けで 条 件 が 整 うの は,パ ソ コ ン店 だ け しか な い。 純 粋 な書 店 で,こ の よ

うな 条 件 を 整 備 す れ ば,多 大 の 投 資 を必 要 と し,現 在 の 市 場 状 況 で は,全 く採 算 性 が

な い 。

次 に,サ ポ ー ト体 制 の 問 題 が あ る。 書 店 ル ー トに於 け る 出版 取 次店 は,受 発 注 と配

送 が 主 要機 能 で あ る。 パ ソ コ ン店 ル ー トの 場 合 は,各 メ ー カ専 売 の販 売 会 社 とそ の 営
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業 所 が 全 国 に配 置 され,セ ー ル ス マ ン とパ ソ コ ンSEが 各 店 を巡 回 し,的 確 な デ ィー

ラヘ ル プが 行 わ れ て い る。 この 他,メ ー カ と して,情 報 資 料 の 提 供 や販 売 店 研 修 が 定

期 的 に行 わ れ,要 員 教 育 の 研 修 施 設 も各 地 に整備 され て い る。 従 って,こ の ル ー トで

はユ ーザ とパ ソ コ ン店 へ の サ ポ ー ト体 制 が,既 に確 立 され て い るが,出 版 界 で これ ら

の 体 制 整 備 を す るに は,多 大 な 投 資 と時 間 を 必 要 とす る こ とに な ろ う。

この よ うな 状況 か ら,当 面CD-ROM市 場形 成 の 流 通 チ ャネ ル と して は,パ ソ コ

ン店 育 成 が最 短距 離 に あ る と言 え る。書 店 の 中 に も,既 にパ ソ コ ン併 売店 が存 在 し,

将 来 ハ ー ドが 普 及 した 時点 で は,ソ フ ト販 売 の 独立 も予 測 され な い で は な い が,少 な

くと も5年 以 上 先 の こ とに な ろ う。

③NECル ー トの 状 況

日本 電 気 ホ ー ムエ レク トロニ クス(以 下NEC)は,1988年3月 か らCD-ROM

ソフ トの販 売 を 開 始 し,パ ソ コ ン店 ル ー トで の 販 売 網 を 構 築 しっ っ あ る。NECの ハ

ー ドシス テ ム用 のCD-ROMソ フ トが ,販 売 の 条 件 に な って い るが,NECの 自主

企 画,共 同企 画 以 外 の,他 社 製 ソフ トも扱 って い る。

当 初 は,rCD-WORD」(三 修 社),rCD-ROMONCD-ROM」

(NEC)の2種 で あ っ た が,rCD-WORD8」(三 修 社)と 「電 子 広 辞 苑 」

(岩 波 書店 ・NEC)を 加 え,1989年3月 に は,「 模 範 六 法 」(三 省 堂),「 オ ック

ス フ ォ ー ド英 語 大 辞 典 」(紀 伊 国屋 書 店 ・NEC),「 バ イ ブ ル ズ ・シ リー ズ 」(紀

伊 国 屋 書 店 ・口外 ア ソ シエ ー ツ)8タ イ トル を追 加 し,取 扱 い ソフ トは14タ イ トル に

な って い る。

CD-ROM販 売 店 は,3月 まで に200店 近 くに な って お り,こ の 内 約100店 が 常

時展 示 店 で あ る。NECの パ ソ コ ン取 扱 店 は,一 万店 を超 え て お り,有 力 店 は約2千

店 で あ る。NECで は,人 口50万 人 に1店 の 割 で,全 国 主 要 都 市 に常 設 デ モ店 を 確 保

し,拠 点 販 売 店 とす る第1次 計 画 を1989年 度 を 目標 に推 進 して い る。

ソフ トの 販 売 状 況 は,「 電 子 広 辞 苑 」発 売 後 急 速 な 進 展 を 見 せ て い る。 「電 子 広 辞

苑 」 が3カ 月余 で400セ ッ トを 超 え る販 売 数 を記 録 し,従 来 か らの ソフ トも月平 均5

セ ッ トが10～15セ ッ トの ペ ー ス に上 って い る。

チ ャネ ル 別販 売 比 率 は,パ ソ コ ン店 ル ー トが80%強,書 店 ル ー トが20%弱 で あ る。

現 在 まで の 販 売 の60%が 首 都 圏 で あ り,今 後 地 方 で の販 売 が 伸 び る と,書 店 ル ー トの

比 率 は小 さ くな る もの と予 測 さ れ る。

「電 子 広 辞 苑 」 は,こ れ ま で に な い大 衆 派 ソ フ トで あ る こ と と,NECの パ ソ コ ン
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店 ル ー トに よ る全 国 販 売 とで,成 果 が 出 た もの と推 測 され る。 因 み に,ユ ーザ 分 析 の

中間 集 計 に よ る と,個 人 ユ ーザ が80%,パ ソコ ンを 含 め た 購 入 者20%,「 広 辞 苑 」

非 保 有 者60%と 予 想 外 の 数 字 とな って お り,パ ソ コ ン店 ル ー トが 普 及 促 進 に大 きな 力

に な って い る こ とが うか が え る。

この 様 な結 果 か ら,NECの パ ソ コ ン店 ル ー トの 動 向 は,CD-ROMの 今 後 に 大

い に注 目す べ き もの と考 え られ る。

ま た,富 士 通 のrFMTOWNS」 が発 売 され,ハ ー ドと ソフ トが 同社 パ ソ コ ン

取 扱 店 で 販 売 さ れ るの で,パ ソコ ン店 のCD-ROMに っ いて の 関心 は,一 層 高 ま る

もの と推 定 さ れ る。

3-4ま と め

CD-ROM製 品の流通に関 しい くっか問題点を述べ た。 時間が許 せばプ ロデ ューサ と

販売業者,そ してエ ン ドユーザに対 し何 らかの形で実態調査 を行 な うべ きであ ったが,結

局今 回は趣 く限 られ た範囲でのイ ンタ ビュー程度 とな ったのは心残 りであ る。

CD-ROMが 情報媒体 と して非常 に優れ た特性 を もち,こ こか ら各種 の アプ リケー シ

ョンの可能性 が予見 されてわが国で も製品が間 もな く100種 にな ると予想 されて いる。

流 通 について は製品の性格 もあ り必ず しもひとっのルー トとい うことにはな らな いが,

これまでの経験か ら試行を重ねなが ら集約の方 向も見え る一方,新 たな ビジネ ス ・チ ャン

スを提供 して いる状況で もある。

技術面で未解決の諸問題 とか,技 術の進歩が あまりに も速 く,ソ フ ト提供側が戸惑 いを

見せた時期 もあ ったが,規 格問題 は じめひと通 り環境が整 って来 た現在 は,CD-ROM

の広範囲への早 い定 着へのチ ャンスで もある。

プロデューサ と販 売業者が充分理解を深 め,流 通 に関す る諸問題 に取 り組む ことが 切望

され るので ある。
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第3章 関 連 技 術

1.基 本 技 術

1-1概 況

(1)1988年 に お け る主 な 光 デ ィ ス ク関連 動 向

1988年 のCD-ROMお よび 光 デ ィス ク業 界 で は,図 表3-1の よ うな トピ ックが あ

った。

図 表3-1:主 な光 デ ィ ス ク関連 動 向(1988年)

米 国Apple社 の 参 入:CD-SCド ラ イ ブ 発 売,ハ イ パ ー カ ー ド に よ る

CD-ROMを 提 供(3月MicroSoftCD-ROMカ ン フ ァ レ ン ス に て)

米 マ イ ク ロ ソ フ ト社,CD-ROMExtentionver.2発 表

(同 上)

国 際 標 準 化 機 構,フ ァ イ ル 構 造 規 約ISO9660を 刊 行(4月)

ソ ニ ー/PHILIPS/MicroSoft社,CD-ROMXA提 案

1989年 前 半 登 場 予 定(6月)

ソ ニ ー/PHILIPS,CD-1プ レ ー ヤ ・プ ロ ダ ク シ ョ ン ・モ デ ル 発 表

(9月,シ カ ゴCD-ROMEXPOに て)

富 士 フ イ ル ム/ヤ マ ハ,追 記 可 能 なCD発 表(9月)

米 国NeXT社,光 磁 気 ドラ イ ブ 装 備 の ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン

TheCube発 表(10月)

米lntel社,RCA/GEか らDV-1技 術 取 得

(11月Comdexで 公 表)

日 本 電 気,CD-ROMゲ ー ム マ シ ン,CD-ROMROM発 売(12月)

な かで も注 目 を 集 め た の は,NeXT社 の 光 磁 気(MO)デ ィス ク採 用 で あ る。 これ に よ

り書 換 え可 能 な 光 デ ィ ス クが 急速 に現 実 化 す る と思 わ れ る。

これ とCD-ROMは,情 報 を 運 ぶ 「容 器 」 とその 「受 け皿 」 と い う関 係 にな る。 相

互 に普 及 を 促 進 し,パ ソ コ ンで も数 百 メガ バ イ トの容 量 が 可 能 と な り,デ ー タベ ー ス利

用 を 促 進 す る こ とだ ろ う。

次 に重 要 な こ とは,国 際標 準 化 の 進 展 で あ る。CD-ROMの フ ァ イ ル構 造 はISO

9660で 確 定 し,各 国 産業 の共 通 基盤 とな った。 追 加 型 メデ ィア は,ISODIS9171

で ま とま りっ っ あ る。書 換 え 可 能 な デ ィス ク もANSI,ISOで 審 議 が 進 ん で い る。

パ ソ コ ン産業 の リー ダ格,MicroSoft社 とApples社 はISO9660準 拠 を 公 表 して い る。
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NeXT社 の 光磁 気 ドラ イ ブ(キ ャ ノ ン製)もDIS9171準 拠 と いわ れ る。

(2)ド キ ュメ ン ト構 造 化 の技 術,ハ イ パ ー テ キ ス トとSGMLに 注 目が 高 ま る

この よ うな動 きに よ り,次 世 代 コ ン ピ ュー タの 主力 メデ ィア と して 光 デ ィス クの評 価

は ほぼ確 定 した と言 え る だ ろ う。 これ に伴 い,そ の 応 用 技 術 が 注 目 され て い る。

これ を象 徴 す るの が1986年,ISO国 際 標準 化 機構 のSGML,汎 用 マ ー クア ップ 言

語(ISO-8879)の 標 準 化 と,1987年Apple社 のHyperCard発 売 か ら始 ま った ハ イ

パ ー テ キ ス ト普 及 動 向 で あ る。

これ らは,文 書 や 画 像 な ど(マ ル テ ィ メデ ィア を 含 む)す べ て の ドキ ュ メ ン トを デ ー

タベ ー ス とみ な し,意 味構 造 に基 づ くア クセ スを 意 図 す る。 知 識 処 理 指 向,オ ブ ジ ェ ク

ト指 向 の新 しい デ ー タ ベ ー ス技 術 展 開 で あ る。 米 国 で は これ に対 して ほ ぼ国 家 ぐるみ に

近 い開発 体 制(CALSプ ロ ジ ェ ク ト)が と られ て い るが,日 本 で は ほ とん ど知 られ て

いな い。

この話 題 は ソ フ トウ ェア 技 術 で 本 節 の 範 囲 で はな いが,実 は書 換 え 型 デ ィス ク利 用 や

ドライ ブ の ラ ンダム ・ア クセ ス性 能 な ど に直 接 に関 連 す る。 この た め,稿 末 で 簡 単 に紹

介 す る。 な お,図 表3-2は 今 後 注 目 され るCD-ROM関 連 の動 向 に つ いて 簡 潔 に ま

とめた もの で あ る。

図 表3--2:今 後 の 話 題 と 発 展 動 向

1

9
乙

3

*

新種 デ ィス クの登場書 きき込み可能 なデ ィス ク
材料お よびデバ イス技術

標準化動向
メデ ィア規約標準化
フ ァイル構造標準化

JEPAテ ス トデ ィス ク
光 デ ィスク,ド ライブの課題
電 子 出版 技 術 の 展 開

データベ ースと しての ドキ ュメ ン トSGMLと ハ イパ ーテキス ト

1-2光 デ ィ ス クの多 様 化,MODな ど書 換 え 可 能 型 が 注 目

(1)基 本用 途 は流 通 メ デ ィア と記 録 デ バ イ ス

光 デ ィス クの用 途 は,二 手 に分 か れ る と予 測 され る。(図 表3-3)

① 電子 出 版 の媒 体 一流 通 メデ ィア:例CD

② ハ ー ドデ ィ ス クの 置 き換 え 一蓄 積 メ デ ィア:例MOD

① は,い わ ば 紙 の デ ィ ジ タル 化 で,書 籍 や新 聞 の よ うに情 報 を運 ぶ 出 版媒 体 で あ る。

一56一



↑
た と え ばMOD

ハー ドデ ィ ス クの 置 き代 え

図 表3-3

流 通 メ デ ィア

↑
た と え ばCD-ROM

出 版 メ デ ィア

光 デ ィス クの 用途 ・蓄 積 と流 通

この場 合,情 報 の流 れ は 出版 側 か ら読 者 へ の 一 方 向 で,CDの よ うに 読 み だ し専 用 のR

OMで よ い。 た だ し紙 の よ うに低 い コス トで 高速 大 量 生 産 性 が 求 め られ る。

② は,コ ン ピ ュー タの外 部 記 憶 デバ イ スで,た とえ ばハ ー ドデ ィス ク に相 当す る。 こ

れ も電 子 出版 の 時代 に は数 百 メ ガバ イ ト単 位 とな るだ ろ う。

(2)書 き込 み 可 能 な 光 デ ィス ク

光 磁 気 デ ィス ク(MOD)は,ハ ー ドデ ィス ク とほ ぼ 同様 に読 み 書 き,消 去 が で き る。

この タ イ プ を書 換 え可 能 型re-writeableと か 消去 可 能 型Eraseableと 呼 び コ ン ピュ ー タ

の 外 部 記 録 デバ イ ス に利 用 で き る。 これ が キ ャノ ンや ソニ ー,そ の 他 か ら既 に発 売 され

て い る。

これ ら製 品 は片 面300メ ガバ イ ト前 後 で,デ ィス クが3万 円前 後 。 ドライ ブが45万 円

前 後 で あ る。ISO提 案DIS9171に 従 い,デ ィス クは カ ー トリ ッ ジ内装 で ドラ イ ブか

ら取 り外 し,交 換 可 能 で あ る。 原 理 的 に は 出版媒 体 へ の 利 用 も可 能 だ が,現 時 点 で は量

産 性 や コス トが 難 点 で あ る。 しか し,や が てCD-ROM同 様 に プ レス工 程 でMOデ ィ

ス ク を製 造 し,(1),(2廉 用 可 能 との 期 待 も あ る。

R/WとROMの 中 間 に追 記 型,WOが あ り,書 き足 しはで き る が消 去 はで きな い。

た とえ ばYAMAHAか ら発 売 され た プ ロ グ ラ マ ブル ・デ ィス ク ・シス テ ム や 太 陽 誘 電 の 製

品 が あ る。 その 用 途 は,た と えば デ ー タ記 録 保存 用 に磁 気 テ ー プの 置 き換 え な どが 期 待

され る。 図 表3-4は,こ れ ら コ ン ピュー タ用光 デ ィス クの 主 な種 類 を ま とめ た もの で

あ るあ り,図 表3-5は,デ ィス クの 大 き さの規 格,図 表3-6は,デ ィス クの 断 面 図
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で あ る 。

図 表3-4:コ ン ピュ ー タ用 光 デ ィ ス クの 主 な 種 別

機能範囲 通称 規 約 製 品 例 サ イ ズ

読 出 し専 用 型 CDレ ッ ド ブ ッ クCD-ROM(120mm,80mm)読 み だ し 専 用

(OROMビ デオディスク300mm,200mm－ ア ナ ロ グ 記 録)

追 記 型 WORMISO-9171規 約(300,200,130,90mm)追 記 可 能

CD-WOブ ル ー ブ ッ ク(120,80mm)消 去 不 可 能

書 換 え可 能 型 R/WISO－ 検 討 中MOD(130mm,90mm)書 き 込 み,消 去 可 能

*上 記区分 は概論的理解の ため,技 術 的に厳 密で はな くバル ク消去 可能 なWORMな ど

中間タイプ もあ る。

*DISは 審 議 中 の 国 際 規 格 案 を 指 す 。9171は 規 約 番 号 。 表 題 は"130mmOpticalDisk

CartridgeWrite-Once"。JIS素 案 も 同 内 容 で 固 ま っ て い る 。*DIS-9171自 体 は,

読 出 し専 用 やCDと 同 サ イ ズ 規 約 も 含 む 。

*た とえ ば,ソ ニ ー や キ ャノ ンのMODはDIS-9171準 拠 と うた う。MODがDIS
-9171準 拠 とい うの は ,物 理 サ イ ズ,レ コ ー ドフ ォー マ ッ トな どが そ の ま ま コ ンパ テ ィ

ブ ルで あ る こ とを 示 す 。

*WOもR/Wも,有 機色素や アモルフ ァスな ど多様 な方法 が開発 中。

*ソ ニ ー/フ ィ リ ップ ス は通 称 ブ ル ー ブ ッ クで追 記 型CDを 提 案 した(1988年3月)。

しか しい ま市 場 にで て い る ヤ マハ/富 士 フ イル ムの追 記 型 デ ィ ス 久PDSは レ ッ ドブ

ック準 拠 で,ブ ル ー ブ ッ ク仕 様 とは異 な る。
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¢120

〆117

φ116

〆50

¢46一

ドイ ン リー ドア ウ ト

プ ロ グ ラム

領 域

リ ー ドイ ン

リ ー ドア ウ ト

令 」一一 」
レ_ザ ビ_ム ピ ッ ト

透 明 な デ ィス ク基板 ク ラ ン ピ ング ・エ リア
(ハ「=1.55)

図 表3-5デ ィ ス ク の 大 き さ の 規 格

60mm

1.2㎜

図 表3-6デ ィス クの断面 図
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(3)記 録材 質 と書 き込み原理

上記の各種光 ディスクはそれぞれに信号記録 の原理,素 材が異 な り製造方法 も異 なる。

流通 メデ ィアで は,素 材 と してのデ ィス クを製造 したあ とさ らに情報内容 を書 き込む。

CDは これがプ レス(実 際はイ ンジェクシ ョン)の1工 程でで きる。マ スター盤を造 り,

反射面のデ コボ コ,つ ま りビッ トとラ ン ドで情報 を記録す る。

MODやWOは いわば白紙の状態で 出荷,ユ ーザが書 き込む。WOは 多 くは レーザ光

による穴 あけで書 き込 む。一度あ いた穴 は埋め られな いか ら消去 で きない。

有機色 素系 デ ィスクは・記録面の色素 に レーザ光をあて ることで分子構造変化 をお こ

す。写真 の感光乳剤 を想像す るとよい。読 みだ しもレーザ光だが,波 長 や強さが異 なる。

光磁気 デ ィスクはいわば レーザ光によ る磁 気記録 で,記 録面 に磁性体 を使 う。弱 い磁

場 中で レーザ光をあて,磁 性 を反転 させ る。読 みだ しは レーザ光の回折,カ ー効果 によ

る。原理的 に双方向の変化 だか ら消去,再 書 き込 みが可能 である。(図表3-7,3-8参 照)

① コ ンパ ク ト ・デ ィス ク(CD) ②WOデ ィス ク

.断面図 一

マスター盤

↑凹凸◇

∈≡≡≡ ≡ ≡ ≡ ∋スタンプ/

◇

反射面

反射面の凹凸で
信号記録

ノ^＼

o

書き込まれた穴

≡ イ、

③MOD

!＼、

と=う 弱磁界中でレーザー光書き込み

磁性体膜_
(記録層)

※MODは,磁 気記録層を弱磁界中におき レーザー光を当てて活性化
,

磁界を反転させる。読み出 しはカ ー効果による光回折を利用する。

図表3-7光 デ ィ ス ク の 種 別
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図表3-8光 デ ィス クの 書 き込 み 原 理

種 別 手 法 用 途,製 品 例

①機械的凹凸 光 路 差 干 渉,で こぼ こを レーザ で読 む

・プ レス製 造 ・レー ザで 穴 あけ

CD

YAMAHA-PDS(WO)

②有機色素系 反射率又 は散乱,明 暗をよむ 太 陽 誘 電(CD-WO),

リ コ ー,ICI他 多 数

③ アモルファス系 結 晶相変化 によ る反射,透 過率変化 PHILIPS(未 完?)

④光 磁 気 熱磁気記録 とカー効果 による読出 し ソニ ー ほ かMOD

異 種 デ ィス クの互 換 性 と記 録 フ ォー マ ッ ト

以 上 の どの方 式 も,再 生 は レーザ 光 を あ て反 射 の変 化 を読 み 出す 。

だ か ら異 種 デ ィ ス ク共 通 読 み だ しの 可 能 性 が あ る。 い くつか の 記 録 手 法 を 一 枚 の デ ィス

クに 複 数組 合 せ る と,書 き込 み可 能 なエ リアの あ るCD-ROMと か,プ レス され たR

OMエ リアを もっMODも 可 能 に な る(ハ イ ブ リ ッ ド ・デ ィス ク,図 表3-9)。

ただ し,こ の 場 合,記 録 フ ォー マ ッ トっ ま り ピ ッ トと ラ ン ドの 並 べ方 が 問 題 とな る。

現 実 に は ソニ ー/PHILIPSのCDフ ォー マ ッ ト(読 み だ し専 用)とISOフ ォ ーマ ッ ト

案(WOお よ びR/W)の ふ たっ が あ り,大 き く異 な る。

業 界 で は,書 換 え 可能 な光 デ ィス クが 相 当 の勢 いで 普 及 す る こ とが 予 測 され て い るが,

この場 合,ユ ー ザ は2種 類 の ドラ イ ブを 用 意 す る こ とに な る。 理 想 的 に は,② 蓄 積 メ デ

ィア と① 電 子 出 版 メ デ ィアが 兼用 で き る こ とが望 ま しい。 これ が 可 能 な ら,ユ ー ザ は一

台 の ドラ イ ブで 足 りる こと にな る(図 表3-10)。
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図 表3-9ハ イ ブ リ ッ ドデ ィス ク

ー
プ レス に よ る凹 凸(ROMエ リア)

R.Wま た はWO記 録 可 能 エ リア

図 表3-10異 種 デ ィス クの共 用,

読み出 し専用 ドライブ

口
読み出 し 読み出し

リー ドコ ンパ チ ビ リテ ィ

書き込み可能 ドライブ

ロ

書き込み

o)

ROMデ ィス ク

書き込みは
プ レス工場

o))

WOデ ィスク

))O

R/Wデ ィス ク
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1-3CD-ROMフ ァイル 構 造 標準 化

コ ン ピ ュ ー タ(のOS)が メ デ ィア を利 用 す る と きは,フ ァ イ ル構 造 を 必 要 とす る。

1986年,CD-ROMの 関 連 企 業 に よ り論 理 フ ァイル 構 造 の共 同提 案 が あ った 。 これ が ハ

イ シェ ラ ・フ ォー マ ッ ト,略 称HSFと 呼 ばれ る もの で,業 界 で広 く受 け入 れ られ,さ ら

にECMA,ISOの 審 議 を 経 て 一 部拡 張 の上1988年4月,ISO9660と して 国 際 標 準 化

され て い る(1988年9月,一 部 字 句 修正)。 各 国 と もこれ を 積極 的 に受 け入 れ,産 業 界 で

の 利 用 が 始 ま った 。

日本 で は,光 産 業 技 術 振 興 協 会(OITDA)のCD-ROM標 準 化 委 員 会 でJIS原

案 へ の 翻 訳 が ほぼ 終 わ って い る。 ま た,デ ー タベ ー ス振 興 セ ンター の 支 援 の もと に,電 子

出版 協 会 で その 出版 応 用 試 験 が 進 め られ,1989年 に は,テ ス トデ ィ ス クが 公 開 され る予 定

で あ る。

(1)ISO9660(お よ び そのJIS案)に 対 す る業 界 ニ ー ズ は高 く,各 国 で 利 用 が 始 ま っ

て い る。 特 にMicroSoft社 はMS-DOS拡 張 に よ るHSFお よ びISO9660対 応 を い

ち早 く製 品 化 した(MicroSoftCD-ROMExtentionver2,1988年)。 た だ し,日

本 で の 利 用 に は漢 字 キ ャラ クタ コー ドとの対 応 を必 要 とす る。 ま た 出版 産 業 で の 理 解 普

及 も課 題 で あ る。

そ こで,日 本 電 子 出 版協 会,JEPAは1987年6月 か ら関 連 企 業 数 社 を 集 め て1年 あ

ま り研 究 調 査 を 進 め て きた。JEPAで は,さ らに財 団 法 人 デ ー タベ ー ス振 興 セ ンタ ー

の 補 助 に よ り,テ ス ト ・デ ィス ク試 作 を す す めて い る(1989年1月 現 在)。 これ は プ ロ

ジ ェ ク ト参 加 各 社 が 試 作 ア プ リケ ー シ ョンを もち よ り,ISO-9660フ ァイル 構 造 お よ

び そ の 日本 語 拡 張 を 実 践 テ ス トす る こ と,ま た この作 業 を通 じ参 加 各 社 にCD-ROM

作 成 の基 本 手 法 を 公 開 す る こ とを 目標 と して い る。 種 々困 難 はあ るが1989年 春 に は デ ィ

ス クお よ び 資料 を 完 成,公 開配 布 され る予 定 で あ る。

(2)漢 字 対 応 の 問 題 点

OITDAのJIS標 準 化 委 員会 お よびJEPA活 動 で 指 摘 され た漢 字 対 応 問 題 とは,

CD-ROMの ボ リュ ー ム名,フ ァイル 名 お よ び デ ィ レ ク トリ名 で の漢 字 利 用 を い う。

HSFお よ びISO-9660は,こ れ にISO-646規 定 の 文 字 符 号 記 述 を基 本 とす る。

い わ ゆ るASCII英 文 字,数 字 で,こ れ は各 国共 通 の フ ァイル ・ア クセ ス を保 証 す る

た め と理 解 で き る。(フ ァイ ル 中 の文 字 符 号 はユ ー ザ の利 用 判 断 で あ り,制 約 は な い)
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ただ し,た とえ ば漢 字 文 化 圏 で ワー プ ロ利 用 とい っ た場 合,フ ァ ンル 名 に も漢字 や か

な利 用 が 望 まれ る。 この た め2重(ま た は多 重)の サ プ リメ ンタ リボ リュ ー ム記 述 が

提 供 され て異 な る デ ィ レク トリ構 造 の 多 重 共 存 を 可 能 と し,同 一 フ ァイ ル

(お よ び デ ィ レ ク トリ)に 異 な る文 字 符 号 系 に よ る複 数 の 名 前 を っ け る こ とが で きる。

この と き拡 張 文 字 符 号(た とえ ばISO2022,JIS-X202準 拠 ,あ る い は シフ ト

・ジス符 号 な ど)を 如 何 に指 示 す るか が 具 体 的 な 問題 点 で あ る
。JEPAテ ス ト ・デ ィ

ス クで は,下 記 エ スケ ー プ ・シー ケ ンス列 に よ るJIS漢 字 符 号 指 示 を採 用 して い る。

ESC,2/0,4/4:符 号 拡 張,GO,G1,LS無 し

ESC,2/1,4/2=COにISO646制 御 機 能 指 定

ESC,2/8,4/2:GOにASCII集 合 指 示,GLに 呼 び 出 し

ESC,2/4,2/9,4/2:G1にJIS漢 字 集 合 指 示,GLに 呼 び 出 し

(3)そ の他,出 版情報の記述

出版 サイ ドでは著作権,版 権 な どの法的保護 が大 きな課題 とな っている。HSFお よ

びISO-9660は その為の記述 エ リアを提 供 してい るが,記 述 内容形式 は規定 していな

い。 このため,米 国標準化機構ANSIIで はISBN符 号利用 などの検討が始 まって

いる。 これ は,後 出SGML応 用 とも関連 し,電 子 出版物全般 にかかわ る応用課題 と理

解 されてい る。

上記漢字符号応用 もフ ァイル構造規約 その もの にかかわ る もので はな く,そ の利用手

法共通化の話題で ある。OITDAJIS化 委員会で はJIS原 案 に利用解説を付与

す る形を検討 して いる。

1-4光 デ ィス ク応 用 展 開

以 下,光 デ ィス ク(ハ ー ドウ ェア)関 連 の 動 向 を あ げ る。

(1)光 デ ィス ク装 備 コ ンピ ュー タ;NeXTの 衝 撃

前述 の よ うにNeXT社 のTheCubeは25メ ガ ヘ ル ツ68030CPU,主 記憶8メ ガバ

イ ト,OSに はMACH(Unix4.3BSDをCarnegie-Mellon大 学 で 並 列 処 理拡 張 した

もの)を 採 用 した新 世 代指 向 ワー ク ス テ ー シ ョ ンで あ る。 これ は標 準 仕様 で 光磁 気 デ ィ

ス クを採 用,ハ ー ドデ ィス クは オ プ シ ョ ンと した こ とが話 題 を 呼 ん で い る。 光磁 気 ドラ

イ ブ は キ ャノ ン社製5.25イ ンチ,容 量256メ ガ バ イ ト,カ ー トリ ッジ入 りの リム ーバ

ブ ル(交 換 可 能)タ イ プで あ る。 ま た,そ のMOD上 に標 準 バ ン ドル ・ソ フ トウ ェア と
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して ウ ェ ブ ス タ英 語 辞 典,オ ッ クス フ ォー ド引用 語 彙 辞 書,シ ェ ー ク ス ピア全 作 品 集 な

ど を提 供 し,最 初 か ら電 子 出版 を組 み 込 ん で い る。

NeXT社 は,か っ てApple社 を 創 立 し後 に社 を追 わ れ たSteveJobsが 創 立 し,

マ ス コ ミ注 目度 が 高 い。TheCubeの 登 場 は1988年 最 大 の イ ンパ ク トと呼 ぶ 人 もあ り,

そ の影 響 は きわ めて 大 きい。

(2)CD-ROM装 備 パ ソ コ ン

一 方 ,日 本 国 内 で はCD-ROMド ラ イ ブを 標準 採 用 す るパ ソ コ ンが 登 場 しつ っ あ る。

現 時点(1989年2月 末)で 発 表 され て い る もの で は,ソ ニ ー の ク ォー タLPCXシ リ

ー ズ ,富 士 通 のTOWNSが あ る。

ソニ ーPCXは イ ンテ ル386SXをCPUに 採 用 したAX仕 様 パ ソ コ ンで あ る。 本 体

内 にCD-ROMド ライ ブ と3.5イ ンチ フ ロ ッピ ドラ イブ を 各1台 備 え,SCSI拡 張

バ ス を備 え て い る。MODド ラ イブ な どはSCSIバ スか ら拡 張 可 能 で あ る。

富士 通TOWNSもCPUに386SXを 採 用,CD-ROMド ライ ブ を備 え て い る。

基 本 的 に はMS-DOSシ ス テ ムだ が 独 自の ソフ トウ ェア ・ア ー キ テ クチ ャを追 加,

MacintoshのToolboxの よ うな 上 位 モ ジ ュー ルを 提 供 しデ ス ク トップ環 境 を 意識 した構

成 とな って い る。

その 他,サ ン ヨー,シ ャー プ な ど も同様 な製 品 を 準 備 中 と言 わ れ て お り,パ ソ コ ンや

ワ ー ク ステ ー シ ョ ン対 応 のMOド ラ イ ブ も既 に製 品 化 が 進 ん で い る。

(3)CD-ROMゲ ー ム利 用,日 本 電 気CD-ROMROM

－ 方 ,日 本 電 気 は独 自 に マ ル テ ィメデ ィ アCD-ROM応 用 企 画 を 展 開 して い る。

NECホ ー ム エ レ ク トロニ クスの ゲ ー ムマ シン,PCエ ン ジ ンにCD-ROMを 組 合 せ

てCD-ROMROMと 呼ぶ 。 ソフ トは フ ァ ミコ ンで 知 られ た ハ ドソ ン(本 社:札 幌)

が 開発 し,昨88年 末 に 出 荷 が始 ま った。 予 想 ユ ー ザ層 は か な り若 い 。 ドラ イブ は1/F

こみで5万 円 台,世 界 で も っ と も安 価 と い う。

これ は 明 らか にCD-1の 下位 マ ー ケ ッ トと競 合 す る。 この 競 合 自体 は市 場 を 活 性 化

し,長 期 的 に 双方 プ ラス と予測 され る。 た だ,も しROMROM不 成 功 の 場 合CD-1

に もCD-ROMに もダメ ー ジに な る。

な お,こ の よ うな 企 画 が 国 内 で生 ま れ た ことが 重 要 で あ る。 今 まで は企 画,応 用 は欧

米,日 本 は ハ ー ドウ ェア 量 産 専 門 とい った分 担 だ った が,変 化 が 期 待 され る。
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(4)CD-1鍵 は 開発 技 術 とオ ー サ リ ッグ ・シ ステ ム

CD-1は1986年,MicroSoftCD-ROMカ ンフ ァ レ ンスで ソニ ー/PHILIPPSが 共

同 提案 し脚 光 を集 め た。 た だ,そ の 実 現 は予 想 以 上 に 手 間 が か か り,88年 にな って ハ ー

ドウ ェア とデ モ ・ソフ トが い くっ か 登 場 して きた 。 シ カ ゴのCD-ROMExpoな

どで3段 セ ッ トの 開発 用 マ シ ンが 登 場 し,日 本 で も電 子 出版 協 会 で 大 規 模 な発 表 を 行 っ

た(1988年12月)。

平行 して,88年 に は そ の パ ソ コ ン版 サ ブ セ ッ トに相 当す るCD-XAも 登 場 した。 必

然 的 に,89年 に は そ の パ ソ コ ン版 サ ブセ ッ トに相 当す るCD-1の 立 ち上 が りを 決 め る

重 要 な年 に な る と予 測 され る。

CD-1の 問題 は,ソ フ トウ ェ ア開 発 環 境 と言 わ れ る。 つ ま り,540メ ガバ イ トもあ

るCDで マ ル デ ィ メデ ィア ・ソ フ トウ ェア の 開発 は容 易 な作 業 で は な い。 コ ン ピ ュー タ

技 術 を 持 た な いゲ ー ムデ ザ イ ナや ミュー ジ シ ャ ンで も開発 で きる よ うな 開発 シス テ ム,

オ ー サ リン グ シ ス テ ムが 求 め られ る。 大 手 ワー ク ステ ー シ ョン ・メ ー カ,SunMiceo

SystemsがCD-1オ ーサ リ ング ・シス テ ム を提 供 す る 予定 で,そ の 登 場 が 一 つ の鍵 と

思 われ る。

(5)CD-XA

CD-XAは,PHILIPS,ソ ニ ー お よびMicroSoft社 の共 同 提 案 に よ るCD-

ROMの マ ル テ ィメ デ ィア応 用 規 約 で あ る。 機 能 範 囲 はCD-1の サ ブ セ ッ トとみ な さ

れ るが,OSな ど を 限定 せ ず,MS-DOSやMS-Windowsで も利 用 可 能 な オ ー プ ン

・シス テ ム を 意 図す る とい う。

規 格詳 細 は1989年 前半 発 表 の 予 定 だ が,セ クタ ・フ ォー マ ッ トがCD-1準 拠 とな る

かCD-ROM準 拠 か で性 格 が 大 き く変 化 す る と思 え る。

ま た,MicroSoft社 の 次 期OS,OS/2の 画 像 イ ン タ フ ェー ス を 担 うモ ジ ュー ル,

プ レゼ ンテ ー シ ョ ン ・マ ネ ジ ャー との 関連 が 注 目 され る。

⑥ ドライ ブ とデ バ イ ス技 術

光 デ ィ ス ク ・ ドライ ブ のハ ー ドウ ェア で もっ と も重 要 なの は,レ ーザ 光 の 発光 ・受 光

部,光 ヘ ッ ドで あ る。現 在 は デ ィ ス ク リー トな光 学 部 品 を組 立 て い るが,最 近 ホ ロ グ ラ

ム素 子 が 開 発 され た(日 本 電 気 ホ ー ム エ レ ク トロニ クス な ど)。 近 い将 来1チ ップ 化 し

た一 体 型 ヘ ッ ドが 予 測 され て い る。 ヘ ッ ドが 小 型 化 す れ ば メ カニ ズ ム も簡 素 化 で き シ一
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クな どの 動 作 も向上,小 型 化,低 コス ト化 が 期 待 され て い る。

ドラ イ ブで は,パ フ ォー マ ンス 向上 の ため 内 部 デ ー タバ ッフ ァを拡 大 した り,信 号 処

理ICの 高 性 能 化 が 進 ん で い る。 ま た,実 験 的 に は倍 速 読 み だ しの モ ー ドを持 つCD-

ROMド ラ イ ブ もあ る。CDを 納 め る キ ャデ ィ(カ ー トリ ッ ジ)を 各 社 間 で 共 通 化 しよ

うと い う動 きが 進 ん で い る。

(7)パ ソ コ ン との 組 合 せ 問題

現 状 で は,ド ラ イ ブ とPCを 結 ぶ イ ンタ フ ェー スが ネ ック と な って い る。 国 内 の パ ソ

コ ン(PC9801な ど)で はハ ー ドウ ェア仕 様 か らデ ー タ転 送 速 度 が50キ ロバ イ ト/秒 以

下 に な り,1メ ガ バ イ ト転 送 に20秒 以上,た とえ ばCD-ROM1枚 全 部 を 転 送 す る と

3時 間 くらい必 要 にな る。 現 在 の パ ソ コ ンで は光 デ ィス クの 真 価 は発揮 しに くい と考 え

られ る。

90年 代 前 半 は,イ ンテル386な どを採 用 した 高 機 能 パ ソ コ ンやMicroSoft社 のOS

/2の 普 及 が 予 測 され て い る。 また ドラ イ ブ との イ ンタ フ ェー ス に は よ り高速 なSCS

Ifiバ スが 登 場 して い る。 そ れ らは百 メ ガバ イ ト単 位 の デ ー タを納 め たCD-ROMや

光 デ ィス クにふ さ わ しい組 合 せ だ ろ う。

1-5発 展,普 及 動 向

技 術 の 発 展 は続 いて い る。 輪 転 機 で プ レス で き る ソ ノ シ ー トの よ うな使 い捨 て デ ィス ク

や,オ プ テ ィカル ・テ ー プ な ど,お よ そ思 い つ くもの す べ て が 実 験 開 発 中 と い う。

それ に して も,光 デ ィス クが いっ,ど の よ うに して 普 及 す るか,予 測 が 難 しい。 た とえ

ば,日 本 の パ ソ コ ン個 人 ユ ー ザ の レベル で は今 よ うや くハ ー ドデ ィス ク普 及 が 始 ま った。

それ も1988年 後 半,末 端 価 格 が10万 円を 切 って か ら急 加 速 して い る。 光 デ ィ ス クが ハ ー ド

デ ィス クを 追 い 抜 き,普 及 す る可 能 性 は少 な い。 ハ ー ドデ ィ ス クの 普 及 の 後,お そ ら くO

S/2普 及 な ど と同 じ時期 か それ 以 降,と の見 方 が 順 当 だ ろ う。

参 考1.CD記 録 フ ォー マ ッ トとlSODlS9171提 案

1)ソ ニ ー/フ ィ リ ップ スCD仕 様

ソニ ー/フ ィ リ ップ スが 開 発 したオ ー デ ィオ用 コ ンパ ク トデ ィス ク(CD-DA)の

技 術 仕様 書 は通 称 レ ッ ドブ ック と呼 ば れ る。 この レ ッ ドブ ック仕 様 に加 え て,コ ン ピュ

ー タ利用 の た あ に セ ク タ形 式 を 規 定 したの が イエ ロー ブ ックで あ る(CD-ROM)
。
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ま た,音 声,画 像 を ふ くめ た マ ル チ メ デ ィア利 用 方 法 の 規 定 が グ リー ンブ ックで あ る

(CD-1)。

レ ッ ドブ ック,イ エ ロー ブ ック はECMA,欧 州 コ ン ビュ ー タ工 業 協 会 経 由でIEC

お よ びISO標 準 化 が進 あ られ て い る(IEC-908な ど)。

図 表3-11ソ ニ ー/PHILIPS,コ ン パ ク ト ・デ ィ ス ク 仕 様

規 約 名 内 容

レ ッ ド ブ ッ ク コ ンパ ク トデ ィス ク基 本 仕 様 。

読 出 し専 用,デ ィ ジ タル オ ー デ ィオ記 録

イ エ ロ ー ブ ッ ク コ ン ピ ュー タへ のCD応 用 規 約 。

デ ー タ記 録 方 法,セ ク タ構 成,エ ラー 回復

グ リ ー ン ブ ッ ク CD-1,マ ル チ メデ ィア へ のCD応 用 規 約

ブ ル ー ブ ッ ク CD-WO,追 記 型 てCD拡 張 規 約

(CD-XA) MicroSoftと の 共 同 提 案,

CD-1のMS-DOS対 応 サ ブ セ ッ ト

*そ の 他,画 像 を 含 め たCD-Vな ど応 用 提 案 は範 囲 外 。 省 略 。

*PHILIPSは 書 換 え 可 能 なCD-RAMを 提 案 したが,未 完 成 と思 え る。

2)CD－ フ ォー マ ッ トの特 色

レ ッ ドブ ック は,ス パ イ ラル 状 の1本 の 溝 に信 号 を 記 録 し,CLV(線 速 度 一 定)と

して記 録 密 度 を 上 げ て い る。 技 術 的核 心 はCIRCク ロス イ ン タ リー ブ ・リー ドソ ロモ

ン符号 とい う信 号 化 技 術 にあ り,こ れ に よ り低 コス トで 高 品 質 な記 録 が 可能 とな って い

る。

CD-ROMも,オ ー デ ィオ用CDと 同 一 工 程 で 高速 大 量 生 産 で き,電 子 出版 媒 体 と し

て 高 く評 価 され て い る。

(CDの 特 色)

① 巨大 容 量,低 コ ス ト,量 産 適 正(量 産 単 価 数 十 円)

② ドラ イブ が 安 価(オ ー デ ィオ用 ドラ イ ブ と共 通 設 計)

③ オ ー デ ィオ,ビ デオ な ど マ ル チ メデ ィア利 用

④ 情報 流 通 媒 体,電 子 出版 メデ ィア と して の適 正

3)ISODIS9171規 約

CIRCの イ ンター リー ブ は2kバ イ トにお よぶ デ ー タの 並 べ変 え技 術 で,AV情 報

な ど連 続 な デ ー タ列 を 想 定 して い る。 しか し,コ ン ピ ュー タは ラ ンダ ムな 読 み だ しや 書
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換 え を必 要 と し,あ ま りに長 いイ ンタ リー ブ は適 当 で はな い 。 ま た,書 き込 み の た めの

トラ ッキ ング方 法 な ど もROM以 上 の 配慮 を必 要 とす る。

そ こで,国 際標 準 化 機 構ISOは,コ ン ピ ュー タ利 用 を 前提 と したWOの フ ォ ー マ ッ

ト,DIS-9171を 検 討 して い る(JTC1/SC23委 員 会)。 これ はCDと は大 き く

異 な り,イ ンタ リー ブ を セ ク タ 内 に と どめ て い る。 ま た,CAV(回 転 速 度 一 定)とC

LV(線 速 度 一 定)及 び その 中間 的 方 式 も含 め,サ ー ボ方 式 も拡 張 して い る。 デ ィス ク

・サ イ ズ は フ ロ ッピー デ ィス ク に対 応 し直 径130mm ,90mmと しカ ー トリ ッジ に納 め る。

上 記ISO審 議 案 は,日 本 の 光 産 業 技 術振 興 協 会(OITDA)に よ るJIS素 案 や

国 内企 業 努 力 が 反 映 され た 内容 とな って い る。 市 場 のWOデ ィ ス クお よ びMOデ ィス ク

製 品 は既 にDIS9171に 準 拠 す る もの が 多 い。 書 換 え 型 は現 在 審 議 中だ が,3.5イ ンチ

と5.25イ ンチ の 規約 関係 や 複 合 型(ハ イ ブ リッ ド)デ ィス ク対 応 な どが 課 題 と いわ れ る。

な お,ソ ニ ー はCDフ ォー マ ッ トによ るMOD書 き込 み 例 も発 表 して い る。 将 来 は両

フ ォー マ ッ ト兼 用 ドライ ブ の可 能 性 もあ る とい う。

参 考2.lSO9660の 特色

①OSに よ らな い汎 用共 通 フ ァイル フ ォー マ ッ ト

② 光 デ ィス ク構 造,お よ び読 み だ し専 用 デ ィス クへ の最 適 化

③ 出版 情 報 の 記 述

フ ロ ッ ピー デ ィ ス クな どの 在 来 フ ァイル形 式 は,コ ン ピュ ー タ側 で フ ァイル ・シス テ ム

を規 定 して い た。 具 体 的 に は オ ペ レー シ ョナ ル ・シス テ ムOSに 依 存 す る。 対 して,特 色 ①

は利 用 環 境 とは無 関 係 な汎 用 フ ァイ ル構 造 を 意 味す る。 た とえ ばMS-DOSで もUnixで

も大 型 汎 用 機 で も,一 枚 のCD-ROMが どの マ シ ンで も読 み 取 れ,汎 用 ポ ー タ ビ リテ ィを

保 証 す る。(図 表3-12)

ま た,在 来 フ ァイ ル 形 式 で は,ル ー トデ ィ レク トリそ の他 の 物 理 的 配 置 が 固 定 で,汎 用 性

を妨 げ て い た。HSFフ ァイ ル構 造 は,デ ィ ス ク先頭 の ボ リ ュー ム記 述 子;VolumeDiscri-

ptorを 基 点 と して ア ク セ スす る。 これ が デ ィ ス クの 内容 や デ ィ レク トリ,バ ス テ ー ブ ル(後

述)な どを示 し多 様 な応 用 を可 能 とす る。 また,複 数 デ ィス クにわ た る フ ァイル 構 造;Muti

VolumeStructureも 記 述 可 能 で あ る。(図 表3-13)

光 デ ィス クは、 フ ロ ッ ピー デ ィス クな どの 同 心 円 とは異 な り,ス パ イ ラル 状 一連 続 の記 録

溝 を特 色 とす る。 容 量 もそ の数 百倍 に達 し,こ れ に よ りた とえ ば1時 間 連 続 の 音 声 デ ー タ も

記 録 で き る。 そ こで,HSFで は線 的 一連 続 な フ ァイ ル記 録 を前 提 と し,FDの よ うな不 連
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続 分 割 記 録 やFATに よ る管 理 は 考 え な い(不 可能 で はな い が著 し くパ ー フ ォー マ ッ トが 低

下 す る)。 ま た,階 層 化 構 造 に対 応 して バ ス テ ー ブ ル を お く。 この2点 は,読 み だ し専 用 で

あ る こ とに も対 応 して い る。

HSFお よ びISO9660規 約 で は版 権 情 報,概 要 情 報,書 誌情 報,著 作 権 者,出 版 者,編

集 者,発 行 日 と改 定 日時,失 効 日時 な ど多 数 の 出版 情 報 記 述 が 規定 され て い る。 これ らは 電

子 出 版 へ の利 用 を強 く意 識 した もの と理 解 され る。

パ ブ リ ッ シ ャ ー

IBMXT-ATク ラ ス の マ シ ンに

よ る プ レマ ス タ リ ン グ&シ ミ ュ レ
ー シ ョ ン

VAX-VMSク ラス の大 型 マ シ ン

に よ るプ レマ ス タ リン グ&シ ミュ

レー シ ョ ン

標 準 化

・ フ ァ イ ル 構 造

・イ ン プ リ メ ン テ ー シ ョ ン

ス ペ ッ ク

・ テ ス トス ー ツ

CDフ ィ ジ カ ル デ ィ ス ク

レ イ ア ウ ト

'

CD-

DISC

CD-ROMド ラ イ ブ ユ ニ ッ ト

∨
「

フ 。イル 構 造 、

イ ンプ リメ ンテ ーション

「 フ
。 イ ル 構 造'

イ ンプ リメ ンテ ー シ ョン

「 フ
。 イ ル 構 造'

イ ンプ リメ ンテ ー シ ョン

「
フ ァ イ ル 構 造 、

イ ンプ リメ ン テ ー シ ョ ン

MS-DOS
ノ

UNIX
㌧ ノ

VMS
sノ ＼

Machintosh
ノ

×

タ ー ゲ ッ トマ シ ン上 で の

ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 実 行

エ ン ドユ ー ザ

図表3-121枚 のCDが どん な コ ン ピュ ー タで も利 用 で き る
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SVD

日本 語

ボ リュ ーム記 述

ル ー トデ ィ レ ク ト リ

フ ァイ ル識 別 子

テ ス ト の

プ ロ グ ラ ム

デ ー タ の

フ ァ イ ル

フ ァイル の 内 容

」 」 」 」

図 表3-13フ ァイ ル構 造 の1例

参 考3.電 子 出 版 とデ ー タ ベ ー ス

本 項 は,ハ イ パ ー テ キ ス トやSGMLな ど ドキ ュメ ン ト構 造 技 術 を 紹 介 す る。 一 言 で い え ば

マル テ ィ メデ ィ アを 含 む あ らゆ る文 書 を デ ー タ ベ ー ス化 し,構 造 レベ ル で 扱 う技 術 で あ る。 っ

ま りテ キ ス ト ・デ ー タベ ー スの 構 築 手 法 で もあ り,知 識 構 造 化 の 手 法 で もあ る。

本 来 は 光 デ ィ ス ク と は独 立 な話 題 だ が,実 際 は密 接 不 可 分 に進 展 しっ っ あ り,電 子 出版 の 基

礎 技 術 と考 え られ る。 そ の重 要 性 か ら,あ えて こ こで 紹 介 す る。
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1)コ ンピ ュー タが 本 を読 む 時 代 一電 子 出版 とは

数 年 前,CD-ROM登 場 の と き にニ ュー パ ピル ス とい う論 議 が あ った。 光 デ ィス クは

グ ーテ ンベ ル グ以 来 の 情 報 流 通 革 命 で,コ ミュニ ケ ー シ ョンの歴 史 を 変 え る と言 うが,C

Dと はメ デ ィアつ ま り情 報 の 入 れ 物 で あ る。 そ の 中 身 は 別 問題 で,入 れ 物 だ けで 革 命 が起

き る とは思 え な い。 た とえ ば,小 説 を 読 む に はCRTよ り紙 の ペ ー ジの ほ うが 心 地 よ い。

も し,電 子 出版 が既 存 書 籍 をCDに の せ るだ け の こ とな ら,大 騒 ぎす る理 由 もな く普 及

す る理 由 もな い 。 わ ざ わ ざ高 価 なCD-ROMド ラ イ ブやISDN機 器 を 購 入 す る理 由 に

は な らず 今 の と ころCD-ROM出 版 が 停 滞 して い る原 因 もそ こ にあ るよ う に思 え る。

① 知 識 情 報 へ の ア クセ ス

そ こで,よ く考 え て み る と,書 籍 の 価 値 は そ の 内容 情 報 にあ る。 っ ま り知 識 の 集 積 で

あ り,出 版 とは そ の流 通 過 程 で あ る。 っ ま り,知 識 の 流 通 が その 役 目で あ る。

紙 の 出版 物 で は,内 容 や意 味 の 解 釈 とはす べ て読 者 の 努 力 に よ る。 しか し,電 子 出版

で は,検 索 とか 複 写 とか推 論 とかCPUと の 相 互 作 用,イ ンタ ラ ク トが 利 用 で き る。 そ

の ため,電 子 出 版 で は,読 まれ る だ け の受 動 的 出版 物 で は な く,能 動 的 に機 能 す る知 的

出版 が 期 待 され る。

言 い変 え る と,デ ー タフ ァイ ル をCD-ROMに 並 べ た だ けで は電 子 出版 に な らな い。

字 面 で は な くそ の 意 味 内容,あ る い は知 識 情 報 へ の ア クセ ス こそが 電 子 出版 の 本 質 で は

な いだ ろ うか 。

② ハ イパ ーテ キ ス トとSGML

そ こで,た だ の デ ー タ ス トリー ム と知 識 情 報 の 違 い を 考 え て み よ う。知 識工 学 の 言 い

方 を借 り る と,情 報 か ら意 味 を 織 りな す の は,構 造 で あ る。 た とえ ば,文 章 とは 文 字 の

シー ケ ン シ ャル な羅 列 で あ るが,そ こ に は単 語 とか 句,節,文,段 落 とい った 句 切 り=

構造 が あ り,そ こか ら意 味 の 理 解 が 始 ま る。

そ の よ うな ア プ ロ ー チの 例 と して,ハ イパ ー テ キ ス トが あ る。 これ は,シ ー ケ ン シ ャ

ル な フ ァイ ル を ノー ドとい う意 味 単 位 に区 切 り管 理 す る。 最 初 は情 報 の ブ ラ ウ ジ ングや

電 子 メー ル の 管理 手 法 と して 考 え られ たが,XeroxPARCのNoteCards以 降,知 識 指 向

を強 め,第 二 世 代 ハ イパ ー テ キ ス トな ど と呼 ば れ る。(図 表3-14)

SGMLStandardGeneralizedMarkupLanguageも,こ れ と よ く似 て い る。SGM

Lで は文 書 を エ レメ ン ト(要 素)の 集 合 と考 え,フ ァイル 中 に その 目 印 しtagを 置 く。

目印を つ け る こ とが マ ー クア ップで,印 刷 編 集 の用 語 で は赤 字 いれ に相 当 す る。 この 目

印が 電 子 書 籍 の 構 造 を記 述 す る。
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(a}階 層 構 造

a

ala2a3

cd

C▲C2

(b)非 階層構造(不 規則な関係)

B

/一 ケ ド

/

b
リへ

[Ll。a3C3
ノー ドーblb2b3

図 表3-14階 層 構 造 と非 階 層 構 造

(a)たとえば多 くの企業は,本 社 ・支社 ・部 ・課 とった階層構造を成す。国 ・県 ・市町村ある

いは書籍の章 ・節など,階 層構造は頻繁に現れる。(b)しか し,た とえば友人関係はこのような

パターンに収まらず,A社,B社,C社 の社員が互いに友人だ ったりする。ハイパーテキス ト

は,こ のような定型に収まらない関係,不 規則な関係の記述を重視する。図中にあるように,

ノー ドの関係(リ ンク)を 個別に定義可能にしておくことで,ど のような不規則な関係パター

ンも記述できる。

ノ

SGMLはISOに よ る国 際標 準 で あ り(ISO-8879),す で に各 国 政 府 や軍,公 的

機 関 で は広 く採 用 され て い る。 も と も と出版 編 集 や 割 り付 け の ソフ トウ ェア化 か ら発 想

され,CTSか らDRPま で統 合 す る汎 用 言 語 で もあ る。 これ が 電 子 出版 の標 準 言 語 と

な る こ とは ほ ぼ 間違 い な い 。(図 表3-15)

現 在 の ハ イ パ ー テ キ ス トの 弱点 は,各 社 製 品 が バ ラバ ラで 互 換 性 が の 無 い こ とだ 。 電

子 出版 は不 特 定 無 数 の ユ ー ザ を対 象 とす る以 上,そ の ま まで は普 及 しが た い。 そ こで 構

造 をSGMLで 記 述,ユ ー ザ イ ンタ フ ェー ス と して ハ イ パ ー テ キ ス トと い う組 合 せ が 注

目 され,こ れ が 第 三 世 代 ハ イ パ ー テ キ ス トだ ろ う と期 待 され て い る。 実 際,SGMLサ

ブ セ ッ トに対 応 した ハ イ パ ー テ キ ス ト系,INDEXが 英 国 のOWL社(MS-DOS

ハ イパ ー テ キ ス ト系Guideの メー カ)か ら登 場 して い る。
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原 稿 著 作

(ワ ープ ロ)

デザイン割付
(DTPCTS)

原 稿(フ ァ イル)

印 刷

(ペ ー ジ記 述
一ポ ス トス ク リプ ト)

↓

〒瓢,,、 ⇒ ・

「=一 締 指定(電 子 マークマ 。プ)

一
～
TEXT

[

Dss!L⇒
WG8-N606

電子 出版(デ ィジタル)

=版 下

』= 、
↓

SPDL

WG8-N715一
電子出版物

図3-151SOの 電 子 出 版体 系化

レ ー ザ ー プ リ ン タ

(3)電 子 出版 と知識 処理 共 同体

ハ イパ ー テ キ ス トやSGMLで 何 が で き るだ ろ うか 。 共 通 言 語 は,相 互 の や り と りを保

証 す る。読 書,出 版者 とそ れ ぞ れ の シ ステ ム を結 ぶ イ ンタ ラ クテ ィブ な 出版 が 可 能 とな る。

た とえ ば,西 暦2010年 のCD-ROM版 の デ ー タベ ー ス 白書 を見 た ら知 識 ベ ー ス セ ミナ

ーの 予 告 が あ っ た とす る。 参 加 しよ うと思 いパ ソ コ ンに手 続 きを まか せ る。 「パ ソ コ ンは

白書 を読 み,主 催 者 を知 り,必 要 な らCD-ROM電 話 帳 を検 索 し,オ ン ライ ンで 参 加 を

申 し込 み,そ の 結 果 を シ ステ ム手 帳 予 定 欄 に マ ー ク して お くだ ろ う。 シ ステ ム手 帳,電 話

帳,デ ー タベ ー ス 白書 が 同 じマ ー クア ップ を 利 用 して い れ ば,そ ん な ア ク シ ョ ンが 可 能 に

な る。 っ ま り,書 籍 もテ キ ス ト ・デ ー タベ ー ス と して 利 用 可 能 にな る。

あ るい は,た とえ ば ジ ャ ンボ ジ ェ ッ ト機 の マニ ュ アル をCD-ROM化 す る。 パ ー ツ ・

リス ト,メ ンテ ナ ンス ・マ ニ ュア ル,各 航 空 会 社 の イ ンス トレー シ ョ ン ・マ ニ ュア ル な ど

膨 大 な量 に な るだ ろ うが,SGMLを 共 通 フ ォー マ ッ トとす る こ とで 統 合 利 用 で き る。 こ

れ に よ り整 備 ミスが 妨 げ るだ ろ う し,ま た飛 行 中 も常 時参 照 で き る。 ハ イ パ ー テ キ ス トの
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併 用 で,機 内の パ イ ロ ッ トも簡単 に検 索 で き るだ ろ う。

米 軍 は,1955年 を 目処 と して 装 備 マ ニ ュア ル のSGMLに よ る 電 子 化 を 進 行 して い る

(CALSプ ロ ジ ェ ク ト)。NASAや 海 軍 で は20年 も前 に ハ イ パ ー テ キ ス トを採 用 して

い る。

① 知 識 メ デ ィア を 目指 すEP

以 上 の よ うな考 え方 で,文 書 構 造 を コ ン ピュ ー タが 理 解 し,処 理 す る こ とが 可 能 に な

る。紙 数 の 関係 で 省 い た が,音 楽,映 像 をふ くむ マ ル チ メデ ィア 出版 もイ ンタ ラ ク シ ョ

ンの 重 要 な要 素 とな る。 い ず れ もデ ー タ ベ ー ス とみ な さ れ,意 味 検 索 や 文 脈 解 析 の 対 象

とな り得 る。

た とえ ば,ゼ ロ ック スPARCで は,知 的で ア クテ ィ ブ な デ ィ ジタル 書 籍 こ そ電 子 出

版 の 目標 と考 え,知 識 メ デ ィア と呼 ん で い る。 筆 者 に 言 わ せ れ ば 知 識 ウ ェア(Knowledge-

Ware)で あ る。

なお,ペ ー パ ーの 書 籍 と電 子 書 籍 は"書 籍"と い う概 念 自体 が 大 き く違 い,内 容 も用

途 も違 う(だ か ら紙 印刷 も削 減 す る こ とは あ りえ な い)。

光 デ ィス ク は流 通 の 手 段 で しか な く,電 子 出版 の 本 質 は そ の 内容 に あ り,そ れ こそ が

出版 側 の 課 題 で あ り役 割 で もあ る。 それ は,上 記 の よ う な構 造 記 述,デ ー タ ベ ー ス 統 合

に よ って 初 め て 実 用 化 され るで あ ろ う。

附SGML構 造記 述 の例

た とえ ば,図Aの よ うな メ モ を考 え る。

日 付:1989年1月31日

宛 先:SC18/WG8事 務 局

発 信:GEEC,山 崎 俊 一

よ うや く原 稿 が 完 成 しま した の で,送 付 さ しあ げ ます 。 大 変 に遅 くな り,申 し訳 もあ り

ま せん 。
な お,来 週 は バ ン コ ク,オ リエ ンタル ホテ ル に滞 在 して お り ます 。

よ ろ しくお願 い い た します 。

図Aメ モ の 例

図Aを 人 間 が 読 め ば,メ モの 日付,宛 先,発 信 人 な どが 読 み 取 れ るが,ハ イパ ー テ キ ス トや

SGMLが 目指 す の は,そ れ らを コ ン ピュ ー タで も読 み 取 り可 能 とす る ことで あ る。 これ に は

様 々な手 法 が あ るが た とえ ばSGML記 述 の 例 と して は 図Bの よ うに る。(あ'く まで 参 考 例 。

シ ンタ ック ス は簡 略 化)
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<!DOCTYPEmemoPublicxxxxxxxxxx>

<memo>

<date>1989年1月31日

〈adress>SC18/WG8事 務 局

〈sender>GEEC,山 崎 俊 一

〈p>よ う や く 原 稿 が 完 成 し ま し た の で,送 付 さ し あ げ ま す 。 大 変 に 遅 く な り,申 し訳 あ

り ま せ ん 。

〈p>な お,来 週 は バ ン コ ク,オ リ エ ン タ ル ホ テ ル に 滞 在 し て お り ま す 。 よ ろ し く お 願 い

い た し ま す 。

</memo>

図B前 出 メモ のSGML風 記 述

〈… … 〉は,構 成 要 素 の 名 前 を示 す 。 要 素 を エ レ メ ン トと呼 び,こ れ を指 し示 す 〈 一・一… 〉を

タ グ(付 箋)と 呼ぶ 。 タ グで 目 印 を付 け る こ とを マ ー クア ップ と呼 ぶ 。 コ ン ピ ュー タ は タ グか

らメ モ の 日付 や 宛 先 を識 別 で きる。 必 要 な ら,宛 先 へ 自動配 送 も可 能 だ ろ う。 また,適 当 に整

理 して デ ー タベ ー スに 蓄 え,後 か ら検 索 す る こ と も可 能 とな る。

*注:文 書 構 造

ドキ ュ メ ン ト構 造 と言 う と,図 番 を 含 む 文 書 の 割 り付 け な ど を想 定 す る人 が 多 い。 た しか に,

ODA(ISO-8613,事 務 文 書 体 系,1987年)で は文 書 のペ ー ジ レイ ア ウ トな どを 「構 造 」

と呼 ん で い る。 これ は,主 にネ ッ トワ ー ク上 の事 務 文 書 交 換 の 標 準 フ ォー マ ッ トと して 注 目 さ

れ て い る。

が,1987年 ごろか らハ イパ ー テ キ ス トとい う技 術 が 急速 に 注 目を 集 め て きた 。 また,ISO

で もSGML(ISO-8879,標 準 汎 用 マ ー クア ップ 言 語,1986年)へ の 関 心 が 高 ま って い る。

この 両 者 は よ く似 た と ころが あ り,と もに 文書(あ るい はデ ー タ集 合)を 部 分 要 素 の 集 ま りと

考 え る。 そ して,要 素 間 の論 理 関 係 が全 体 構 造 を 規 定 す る と見 る。

つ ま り,ODAが 表 現 依 存 の"見 か け"の 構 造 を 扱 うの に対 し,SGMLや ハ イパ ー テ キ ス

トで は,割 付,レ イ ア ウ トを取 り去 り,文 書 に内 在 す る論 理 構 造 に注 目す る。 章,節 とい った

構 成 が 先 に あ り,大 見 出 し,本 文 な どの 字 体 指 定 な ど は後 か ら決 ま る と考 え る。
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2.具 体例

2-1CD-ROMXA

CD-ROMXA(CD-ROMBxtendedArchitecture)フ ォー マ ッ トは,1988年

8月 ソニ ー/フ ィ リ ップ ス社/マ イ ク ロ ソフ ト社 の3社 が,CD-ROMの 拡 張 フ ォー マ

ッ トと して 開 発 す る こ とに 合 意 した もの で,最 終 規 格 につ いて 現 在 最 後 の詰 め を 行 って い

る段 階 で あ り,1989年 前 半 に は フ ォー マ ッ トが決 定 す る もの と思 わ れ る。

このCD-ROMXAフ ォ ーマ ッ トは,既 に家 庭 用 ・教 育 用 の仕 様 と して 発 表 され て

い るCD-1(コ ンパ ク ト ・デ ィス ク ・イ ン タラ クテ ィブ:対 話 型CD)シ ステ ムの オ ー

デ ィオ ・ビデ オ 仕 様 を,CD-ROMフ ォー マ ッ トに反 映 させ た もの で,CD-1シ ス テ

ム,及 び,汎 用 の パ ー ソナル ・コ ン ピュー タで文 字 ・絵 ・音 の デ ー タを 共 通 に使 用 で きる

よ う に な る。

CD-ROMXAの 仕 様 概 要 は以 下 の 通 りで あ る。

・CD-ROMXAト ラ ッ ク

:CD-ROMモ ー ド2ト ラ ック

・オ ー デ ィオ:CD-1で 規 定 され たADPCM(サ ウ ン ドレベ ル は,レ ベ ルB/C)

・ス ク リー ン表 示仕 様

:解 像 度640×480ピ クセ ル(最 大 深 さ8ビ ッ ト)

色 コー デ ィ ングCLUT(最 大8ビ ッ ト)

・フ ァイ ル構 造:ISO9660に 準 拠

・文 字 セ ッ ト:ISO8859/1に 準 拠

・シ ングル プ レー ン表 示 ,文 字,グ ラ フ ィ ックの混 在

・デ ィス ク上 に 各 タ ーゲ ッ トシス テ ム用 の 検 索 ソフ ト

(た だ し,ミ ュ ー ジ ック専 用 ア プ リケ ー シ ョ ンは音 楽 業 界 で の 混 乱 を さ け る た め に,

CDデ ジ タル ・オ ー デ ィオ ・フ ォー マ ッ ト"RedBook規 格"の み に 限定 され る。)

CD-ROMは,音 楽 用CD(コ ンパ ク トデ ィス ク)を コ ン ピュー タの 外 部 記 憶 装 置 と

して 使 用 で き るよ うに,デ ー タ形 式(物 理 フ ォー マ ッ ト)を 規 定 した もの で あ る。(図表3

-16参 照)

ま た,今 ま で ば らば らに入 れ られ て いた 論 理 フ ォー マ ッ ト(通 称:ハ イ シ ェラ ・フ ォー

マ ッ ト)に っ い て 標 準 化 が提 案 され,現 在 で は この フ ォー マ ッ トを,ISO規 格(ISO

9660)と して 定 あ られ て い るが,絵 や音 の デ ー タ形 式 にっ いて 規 定 は され て は い な か った。

こ う したCD-ROM上 に,文 字 や デ ー タの み で は な く,CD-1の よ うに音,グ ラ フ
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図 表3-16CD-ROMの デ ー タ構 造
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l,e.:16bits×2channel×44.1kHz×1/75&18 .816bits=2,352Bytes

イ ッ クス,静 止 画,さ らには ア ニ メ ー シ ョンや 動 画 な どを 混 在 させ た マ ル チ メデ ィア ・ア

プ リケ ー シ ョ ンを パ ー ソ ナル ・コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムで 実 現 す る こ とが で き るCD-R

OMの 標 準 フ ォー マ ッ トが 業 界 か ら強 く望 ま れ て い た。

特 に,CD-1規 格 で 定 あ た オ ー デ ィオ 仕 様 を,CD-ROMで も使 用 した い とい う要

望 が 強 く寄 せ られ て い た 。

何 故 な ら,CD-ROMのYellowBook規 格 の 下 で 音 を 入 れ た アプ リケ ー シ ョ ンを 作 ろ

う とす る と,音 はオ ーデ ィオ のRedBook規 格 の み に しか 使 用 で きな い か らで あ る。

即 ち,1時 間 の ス テ レオ ・サ ウ ン ドを ベ ー ス に,グ ラ フ ィ ックや 静 止 画 を 同 時 に入 れ る

とな る と,こ れ ら画 像 デ ー タに デ ィ ス クの スペ ー スの 大 部 分 が 取 られ て しまい,音 が 入 れ

られ る部 分 は数 分 に限 られ て しま う。

この よ うな背 景 か ら,一 般 の パ ー ソ ナル ・コ ン ピュ ー タ に接 続 され たCD-ROMド ラ

イ ブ で も,CD-1規 格 の 音 が 使 え,ま た 近 い将 来CD-1プ レー ヤ ーで も再 生 で き る よ
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うな,拡 張CD-ROM規 格 を決 めて い こ うとい う こ とに な った。 この拡 張CD-ROM

規 格 は 「CD-ROMXA」 フ ォー マ ッ トと呼 ば れ,ソ ニ ー,フ ィ リ ップ スの 両 社 に加

え,米 国 の マ イ ク ロ ソ フ ト社 の協 力 を得 て3社 で 開発 して い くこ とが 合 意 され た 。

CD-ROMXAの 規 格 で は

① パ ソ コ ンCPU/OSに 依存 しな い。

② オ ー デ ィオ ・フ ァイ ル,ビ デ オ ・フ ァイル はCD-1規 格 と互 換 性 が あ る。

③ イ ンター リー ブ ドADPCMオ ー デ ィオが 使 え る。

な どが 定 め られ て い る。 この 規 格 に よ り,CPU/OSを 意 識 させ な い'で,CD-ROM

をCD-1シ ス テ ム と類 似 の マル チ メデ ィア機 能 を パ ソ コ ン ・シス テ ム上 で 実 現 で き る よ

う に な る。(図3-17参 照)

CD-ROMToday

・MostlyCharacterBasis

・LimitedAudio

lhour(maximum)

SeparatedOuterTrack

NotInterleavedSector

TexttmageCD-DAADPCM

CD-ROMTommorow

・MultimediaDisconPCs

・ADPCMAudio

lto16hours(dependsonquality)

Multi-Channel(upto16Ch.)

SimultaneousPlaybackwithImage&Text

図 表3-17CD-ROMの 現 状 と 将 来 の デ ー タ ・フ ォ ー マ ッ トの イ メ ー ジ
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CD-ROMの 将 来

オ ー デ ィオ か らス タ ー トしたCDは,デ ー タ ・ス トレー ジ と して のCD-ROM,さ

らに それ らに音,グ ラ フ ィ ックス,静 止 画,動 画 を も混在 させ た マ ル チ メ デ ィアへ と,

業 務用 ・ビ ジネ ス ・ユ ー スか ら,教 育 用 ・コ ンシ ュ ーマ ・ユ ー ス へ と幅広 い用 途 へ の発

展 が予 測 され る。(図 表3-18参 照)

また,再 生 す るハ ー ドウ ェア も現 状 の ス タ ン ドア ロ ン型 や パ ソ コ ンへ の ビル トイ ン タ

イプ,さ らに小 型 化,ポ ー タ ブル タ イ プへ と,誰 で も簡 単 な 操 作 で 使 用 で き る 「電子 出

版 時 代 」 が 間近 にせ ま って きて い る。

CDFamily

1982CD-DA

1985CD-ROM

1987CD-1(Provisional)

1989CD-ROMXA

BridgeFormat

CD-ROMXA

CD-1

CPU:68Kseries

OS:CD-RTOS

Video:VSC/VSR

Audio:ADPCM

Machinelndependent

図 表3-18CDフ ァ ミ リ ー
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Level Sampling BW Mode

Time

Hour(min)

DR

CD-DA 16bit 44.IKHz 20KHz Stereo 1(75) 98dB

LevelA 8bit 37.8KHz 17KHz Stereo

Mono

2(150)

4(300)

90dB

LevelB 4bit 37.8KHz 17KHz Stereo

Mono

4(300)

8(600)

90dB

LevelC 4bit 18.9KHz 8.5KHz Stereo

Mono

8(600)

16(1200)

90dB

ADPCM=AdaptiveDifferentialPulseCodedModulation

CD-DA=16bitlinerPCM

CD-ROM:

CD-1:

CD-XA

CD-DA(separatedoutertrack)

LevelA,B,C(interleavedsector)

CD-DA(separatedoutertrack)

LevelB,C(interleavedsector)

CD-DA(separatedoutertrack)

図表3-19動 作 時 間
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Form1 andForm2 (ofMode2)only
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↑
172 104

=
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〉
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、

1
〉

、

1
〉

Mode1(Mode=01)

124 2048 4 8 276 Byte

Sector

Sync

Header UserData (data) EDC

Spare

(00) P

ECC

Q

図 表3-20 CD-ROM XAセ ク タ ー レ イ ア ウ ト(Total2352Bytes)
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2-2CD-ROMド ラ イ ブ付32ビ ッ トマ シ ン

富 士 通Towns型 マ シ ンがCD-ROMに もた らす もの

Townsの 出現 は以 下 の5っ の理 由 で重 要 な もの で あ る。

①Townsは もは や 開発 段 階 を終 え た,い つ で も消 費者 が入 手 し得 る装 置 で あ る。

② 万 人 向 けの 設 計,パ ワー溢 れ るCPU,広 範 囲 にわ た る解 像 度 の 画 面 に対 応 す る点 な ど,

MS-DOSを は じめCD-1あ るい はPCエ ンジ ン等,ソ フ トウ ェ ア,ハ ー ドウ ェア を 問

わ ず,発 表 済 み の各 種10Dに 十 分対 抗 で き る能 力 を持 つ マ シ ンに 仕 立 て あ げ た。

③ マ ル チ メ デ ィア を意 識 した デ ザ イ ンで あ る。

④FMRシ リー ズの コ ン ピ ュー タで作 動 す る全 ソ フ トウ ェア を使 用 で き るバ ッ ク ワー ドコ ン

パ チ に な って い る。

⑤ イ ンタ ラ クテ ィブ な マ ル チ メ デ ィア ・ア プ リケー シ ョンの社 内 作成 を も可 能 に して しま う

う能 動 的 な装 置 で あ る。

Towns:現 況

ソフ トウ ェア制 作 に関 す る ソフ ト業 者 共 通 の 最 大 関心 事 は,現 在 開 発 中 の ソ フ トを 使 え る装

置 が 既 に発 売 され て い るか,あ る い は確 実 に発 売 され る とい う保 証 の有 無 で あ る。Townsに は

発 売 の 時 点 で24種 類 以 上 のCD-ROMタ イ トル が有 った。 か な りの数 の ソ フ ト業 者 が ソ フ ト

作 成 に 多 少 な り と も 自信 を 持 った 表 れ で あ ろ う。 タ イ トル の 種 類 は,添 付 の 表 に 示 す とお り.

Townsの オ ペ レー テ ィ ング ・シス テ ムか らゲ ー ムや音 楽 ア プ リケ ー シ ョン等 々,多 種 多 様 で あ

る。

Towns:機 能 性

富 士 通 が 目下 力 を注 い で い るの が ソ フ トウ ェア制 作 業 界 へ の 協 力 体 制 の 確 立 で あ る。 この 努

力 と,協 力 な386CPUチ ップ の 採 用 とが 相 ま って ソ フ トウエ ア制 作 者 は他 の 操 作 環 境 か ら ソ

フ トウ エ ア を簡 単 に サ ポ ー トで き るよ うに な っ た。Towns専 用 の 新 しい フ フ トウ エ ア 作 成 が 容

易 に な ったの は言 うま で もな い。386の 採 用 で プ ログ ラマ はCD-1に 勝 る と も劣 らぬ ソ フ ト

ウ ェア作 成 が 可 能 とな り,そ うな る とユ ーザ はCD-1デ ィ ス クをTownsで 使 用 で き る よ うに

な る。 も う一 つの 可 能 性 と して はCD-1ボ ー ドの 作成 が あ る。Townsの スペ ア ス ロ ッ トを ど

れ か一 つ使 って 搭 載 で き るだ ろ う。 ち なみ にFMR用 に680200S/9ボ ー'ドが 一 種 類 既 に

発 売 中 で あ る。
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Towns:マ ル チ メ デ ィア

Townsに はパ ワー溢 れ るス プ ライ ト機 能,オ ー デ ィオ機 能 が 豊 富 に備 わ って い る。

グ ラ フ ィ ック ス:Townsの ス プ ライ ト能 力 は ア ー ケ ー ド ・マ シ ンよ り優 れ て い る とす る専 門

家 の 声 もあ る。32ビ ッ トCPU,32ビ ッ トバ ス の 採 用 によ り高 速 処理 能 力 も合 わ せ備 え て い る。

多 色 モ ー ド以 外 にマ ッ ト,淡 色,オ ペ ー ク,ス ー パ ーイ ンポ ー ズ の 各 モ ー ドが あ る。 グ ラ フ ィ

ッ クBIOSの 操 作 に は セ ッテ ィ ン グ,ブ ロ ック,グ ラ フ ィ ック,フ ォ ン トの4種 類 が あ る。

ス ク リー ン ・フ ォー マ ッ ト様 式 の種 類 も豊 富 でCD-1,PCエ ンジ ンを含 め320×240ド ッ

トか ら640×480ド ッ ト迄様 々な マ シ ン に適応 す る ス ク リー ンを サ ポー トす る。

オ ー デ ィオ:FM,PCMの 音 源 とな り,こ の 録 音 再 生 も可 能 で あ る。TownsがADPCM

を サ ポ ー トす るの も間 近 い。

Towns:バ ック ワ ー ド ・コ ンパ テ ィブル

特 に業 務 用 ア プ リケ ー シ ョ ンに関 して 考 え る と,バ イ ヤ ー にTowns購 入 を た め らわ せ るの は

既 に手 元 に あ る ソフ トが 使 え な くな るの で は な いか とい う思 いで あ ろ う。TownsはFMRコ ン

ピ ュー タ ・シ リー ズ用 に作 成 され た ソ フ トが 使 え る こ とを前 提 と して 開発 され た もの で あ る。

そ こで コ ン ピ ュー タの 新 規 購 入 を 考 慮 中の 企 業 がFMR型 よ りTownsを 選 ぶ 可 能 性 もで て くる

訳 で あ る。

Towns:オ ー サ リ ング環 境

Townsシ ス テ ム ・ソフ トウ ェア に は"TOWNSgear"と い うパ ッケ ー ジが 含 ま れ て い るが,そ の

なか に 自分 だ け の マ ル チ メ デ ィア ・イ ン タ ラ クテ ィブ ・タイ トル を ユ ーザ 自身 の 手 で 作成 で き

る ア プ リケー シ ョンが あ る。 音 楽,音 声,グ ラ フ ィ ック ス,ア ニ メ,テ キ ス トを 盛 り込 ん だ 作

品 に は,好 きな 時 に好 きな画 面 に ホ ッ トボ タ ンを 設 定 す る こ と もで き る。 同 じ様 な アプ リケ ー

シ ョ ンを言 語,歴 史,科 学 な どの特 殊 な 分 野 で デ ー タベ ー ス(テ キ ス ト,オ ー デ ィオ,画 像)

源 と して 使 用 で き る。 団 体,個 人 を 問 わ ず 必 要 に応 じ安 価 に しか も容 易 に構 成 で き る はず で あ

る。

Towns:他 に及 ぼす 影 響

Townsの 財 政 面 で の成 功 が 富 士 通 に と って重 要 で あ る一方,更 に重 要 なの は長 期 的 視 野 に立

って 考 え た場 合,様 々な情 報 を利 用 し或 は 自由 に 操 作 で き るよ うな ツ ー ルが 出現 した とい う こ

とで あ る。 今 後 は益 々写 真,音 楽,音 響,音 声,言 語 を デ ー タベ ー ス情 報 とす る傾 向が 強 くな
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るで あ ろ う。 この マ ル チ メ デ ィア ・エ レ ク トロニ ック ・パ ブ リ ッ シ ング ・メデ ィ アの 役 割 を 果

たす こ とので き る マ シ ン誕 生 に伴 い,も っ と実 用 に即 した研 究 の た あ の マ ガ ジ ンにた いす る需

要 が 高 ま って くるで あ ろ う。

マ ル チ メ デ ィアが 広 く使 われ る よ うに な る と著 作 権 との 関 わ りが 大 き くな って くる。 この 問

題 を 処理 しユ ーザ の権 利 を獲 得 す るに は個 人 よ りデー タ ベ ー ス業 者 の ほ うが 有 利 な 立 場 にあ る。

Townsこ そ,今 後20年 間 の 開発 の動 向 を指 し示 す もの で あ り,同 時 に デ ー タベ ー ス業 界 が 新

しい マ ル チ メ デ ィアIOD業 界 と共 に大 き く成 長 す る足 が か り とな る もの で あ る。

2-3NEC-PCエ ン ジ ン

NECの テ レ ビゲ ー ム機 ・PCエ ン ジ ンの 拡 張用 周 辺 機 器 と して,CD-ROMシ ス テ

ムが あ る。 商 品名 は,"PCエ ン ジ ンCD・ROM2"(愛 称 「ロ ム ・ロ ム」)で あ る。

「ロム ・ロム 」 は,CD-ROMプ レー ヤ とイ ンタ ー フ ィイ ス ・ユ ニ ッ トで 構 成 され,

PCエ ン ジ ン本 体 に接 続 して使 用 す る。 装 置 の 立上 げ は,本 体 に 挿 入 す る シ ステ ム ・カ ー

ドに よ り行 い,キ ー パ ッ ドで操 作 す る。

デ ィス クの デ ー タ ・フ ォー マ ッ トは,物 理 的 にはCD-ROM規 格 の 「イ エ ロ ー ブ ッ ク」

に準 拠 して い る が,論 理 フ ォー マ ッ トは独 自の もの で あ る。 従 って,「 ロ ム ・ロ ム」 は専

用 デ ィス ク しか使 用 で きな い。

画 像 表 示 能 力 は,解 像 度 が256×216ド ッ ト,表 示 色 数 が512色 中16色,音 源 は,CD

レベ ル,ADPCM及 びPCエ ン ジ ン内蔵 電 子音 の3種 あ り,画 と音 の 同 期 も可 能 で あ る。

ま た,漢 字 フ ォ ン トも,JIS第1水 準 と使用 頻 度 の 高 い第2水 準 の 一部 を,シ ス テ ム

カ ー ドに 内蔵 して い る。

これ らの 機 能 か ら,ゲ ー ム だ け で な く,電 子 出版 メ デ ィア や新 しいAVメ デ ィ ア と して

面 白 い存 在 とな って い る。 具体 的 な応 用 例 と して,次 の よ うな もの が あ る。

娯 楽分 野 で は,

① 映 像 ・音 楽 ・音 声 ・自然音 ・文 字 を組 合 わ せ た 高度 な ゲ ー ム。

② 歌 詞 ・譜 面 つ きCD(カ ラオ ケ)

③ 歌 手 の ナ レー シ ョン ・振 り付 け っ きのCD。

家庭 ・教 育 分野 で は,

① 音 楽 ・ナ レー シ ョン入 り幼 児絵 本 。

② ア ニ メ ー シ ョ ン。

③ 各 種 学 習 用 教 材 。
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④ 外 国語 会 話 教 材 。

⑤ 料理 ブ ッ ク,動 植 物 図鑑 。

現 在発 表 され て い る ソ フ トは,5タ イ トルで,こ の 内2月 現 在 発 表 済 が3タ イ トル あ る。

内容 は,本 格 的 な ゲ ー ムが3本 と,人 気 ア ニ メ の キ ャ ラ クタ ー を デ ー タベ ー ス に して ゲ

ー ム的 に楽 しむ 事 典 ソフ ト,ゲ ー ム を しなが ら人 気 ア イ ドルの 歌 や お し ゃべ りを 楽 しむ 新

しいAVソ フ トで あ る。 いず れ も,CD-ROMの 大 容 量 性 が 活 され,画 像 と音 声 で 従 来

に ない ソフ トとな って い る。

価 格 は,「 ロム ・ロ ム 」が59,800円,本 体 が24,800円 で,合 わ せ て84,600円 で あ る。 こ

れ は,最 も安 価 なCD-ROM利 用 シス テ ムで あ る。 しか も,モ ニ タ ー は家 庭 用 の テ レ ビ

で あ り,ソ フ トも他 の ゲ"ム と同 じ レベ ルの 価 格(4～6千 円台)と な って い る。

販 売状 況 は,1989年3月 現 在 で,PCエ ン ジ ン本 体(1987年10月)が 累計150万 台,

「ロ ム ・ロム 」(1988年12月)が8万 台 と推 定 され て い る。 発 売 後4カ 月,わ ず か3タ イ

トル の ソフ トで 世 界 のCD-ROMド ライ ブ累 計 出荷 台 数 を超 え る数 とな って お り,真 に

驚 異 的 と言 って もよ い。 ソフ トの 出 荷数 は,3タ イ トル合 計20万 枚 と推 定 され,平 均7万

枚 弱 とい う数 は,こ れ ま で のCD-ROMで は考 え られ な い もの に な って い る。

流 通 チ ャネ ル は,ハ ー ド,ソ フ トと も玩 具 ル ー トで あ る。

「ロム ・ロム 」が,CD-ROM応 用製 品 と して,急 速 に普 及 した要 因 は,次 の点 に あ

る。 即 ち,"こ れ まで のCD-ROMは,大 容量=デ ー タベ ー ス と して,そ の 検索 性 の活 用

を主 流 に,業 務 や専 門 分 野 を マ ー ケ ッ ト対 象 と して い る。 これ に対 し,大 容 量=画+音 と

して,イ ン タ ラ クテ ィブ性 の活 用 に よ り,娯 楽 ・家 庭 分野 の ソフ トで,ホ ー ム ・マ ー ケ ッ

トを 開拓 しよ う した点 に,「 ロム ・ロ ム」 の特 色 が あ り,実 に対 照 的 で あ る。CD-1が

対 象 に して い る市 場 を,先 取 り した 形 に もな って い る。

ソフ ト開 発 につ い て は,開 発 シス テ ム も整 備 され,参 入 ソ フ トハ ウ ス は10社 以 上 にな っ

て お り,今 後,ソ フ トの 種 類 と数 の 増 加 が 予 測 され る。 これ に 伴 って 「ロ ム ・ロ ム」 の 普 及

が どの よ うに進 展 す るの か,大 い に 注 目 され る処 で あ る。

2-4ハ イ パ ー メデ ィア

「ハ イパ ー テ キ ス ト」 と い う用 語 は,1980年 にThedoreNelsonに よ って 作 られ た もので

あ るが,概 念 お よ び技 術 は新 しい もの で は な い。

ハ イパ ー テ キ ス トとは,従 来 の テ キ ス ト(本)が,平 面 的で,物 理 的 に 明確 な順 序 関係

が存 在 し,テ キ ス ト(本)毎 に閉 じて い るの に対 し,立 体 的,空 間 的,文 脈 と連 想 に基 づ

一86一



くネ ッ トワー ク関 係 で 表 現 して い るオ ー プ ン ・シス テ ムで あ り,マ ル チ メデ ィア ・デ ー タ

を文 脈 や連 想 関 係 に基 づ いて 扱 え る よ うに した情 報 管 理 環 境 と言 う こ とが で き る。

ハ イパ ー テ キ ス トの 歴 史 は少 な く と も1938年 のH.G.Wellsの"WorldBrain"の 概 念 化

に ま で遡 る ことが で き,あ る者 は1600年 代 の 初 めのJohnAmosComeniusの ア イ デ ア に あ

る と言 う。 ハ イパ ー テ キ ス トと して 現 在 知 られ て い る 開発 の 重 要 な イベ ン トを 遡 る簡 略 な

年表 を 図表3-21に 示 す。

図表3-21ハ イパ ー テキ ス ト関連 の年 表

人 名 イ ベ ン ト 年

H.GWells WorldBrain 1938

VannevarBush Memex 1945

DouglsEngiebart NLS 1963

J.C.RLicklider LibrayoftheFuruer 1965

DonaldSwanson DialogueswithaCatalo9 1964

AlanKay&AdeleGoldberg Dynabppk 1977

ThedoreNslson Coined

"Hypettext"

ProjectXanadu 1980

StephenWeyer Dynamic 1982

R.HTrigg Texmet 1983

BrownUniversity IRIS 1980s

ハ イパ ー テ キ ス ト ・シス テ ム は多 数 の 機 関 で開 発 が 行 われ て お り,一 部 が現 在 市 場 に提

供 され て い る。 こ れ に はNotebook(ニ ュー ヨー ク大 学),Notecards(ゼ ロ ッ ク ス,パ

ロア ル ト研 究 所),ZOG(カ ー ネ ギ ー ・メ ロ ン大 学),HyperTies(メ リー ラ ン ド大 学),

Intermedia(ブ ラ ウ ン大 学)等 が あ る。

ハ イ パ ー テ キ ス ト ・シス テ ム を 使用 して 文 書 の要 素 を リ ンク し,こ れ らを 多様 な メ デ ィ

ア(ハ イ パ ー メ デ ィ ア)の 情 報 に リン クす る こ とが で き る。 例 え ば,CD-ROMを コ ン ピュ ー

タの メモ リー装 置 と して 利 用 す る試 みが それ で あ る。 この 能 力 は,新 規 で 有 用 な マ ル チ メ

デ ィ アの デ ー タベ ー スの 開 発 へ の 道 を 開 くこ とが で き る。

この システ ム で 最 も有 名 な 一 つ がApple社 のMachintosh用 のHyperCardで あ るが,こ れ
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は非 常 に 限定 され て お り,大 きな デ ー タ ベ ー スか ら情 報 検 索 を行 うよ り個 人 の フ ァイル 管

理 を 行 うた めの 使 用 に適 して い る。 そ の他 の シス テ ム は柔 軟 性 の あ る デ ー タベ ー ス管 理 シ

ス テ ム と して 役 に立 つ 多 くの 機 能 や 独 自 の特 徴 を 備 え て い る。

民 間の デ ー タベ ー ス の 開 発 にお いて は,ハ イ パ ー テ キ ス トは よ り身 近 な アプ リケ ー シ ョ

ンを提 供 す るか も知 れ な い。 様 々 な種 類 の メデ ィ アを 関 係 付 け る機 能 の た め,従 来 不 可 能

で あ った新 奇 な ア プ リケ ー シ ョ ンを 考 え る こ とが で き る よ う にな っ た。 例 え ば,芸 術 家 に

つ い て の 伝 記 の デ ー タベ ー ス に は 芸 術 家 の生 活,住 ん で い る町 や 家,お よ び 家 族 の 写 真

(CD-ROM),そ の芸 術 家 の 作 品 を 批 評 して い る芸 術 専 門 家 の 声 の イ ンタ ビュー な どが 含 め

られ,こ れ らは議 論 され いて る絵 画 を デ ィ スプ レー しな が ら,操 作 す る こ とが で き る。 亡

くな った芸 術 家 の オ ー デ ィオ ・テ ープ が 存 在 す る と き は,デ ー タベ ー ス に音 声 を 含 め る こ

とが で き る。 ユ ー ザ の興 味 あ る場 所 の 風 景 を写 し,そ の 地 域 の 一 流 人 物 の 肉 声 によ るイ ン

タ ビ ュー ま たは この地 域特 有 の バ ック グ ラ ン ド ・ミュ ー ジ ック と共 に文 章 に よ る説 明 を 組

合 わ せ た疑 似 体 験旅 行 用 デ ー タベ ー ス を開 発 す る こ とが で き る。 音 楽 家 デ ー タベ ー ス,人

口統 計 デ ー タベ ー ス,不 動 産 また は 地 域 選 択 デ ー タベ ー ス等 の ほ とん どが ハ イ パ ー テ キ ス

トお よ びハ イパ ー メデ ィ アの 利 点 を 使 用 す る こ とが で き る。 唯 一 の 制 約 条 件 と して は,デ

ー タベ ー ス ・プ ロデ ュー サ の 創造 力 にか か って い る こ との み で あ る
。 しか しな が ら,ユ ー

ザ は端 末 の み な らず多 くの機 器 を 必 要 とす るた め,デ ー タベ ー スの 位 置 付 け も また 問 題 と

な ろ う。

そ の他 の ハ イ パ ー テ キ ス トの ア プ リケ ー シ ョ ンと して は,個 人 用 の デ ー タベ ー スの 構 築

が あ る。 ユ ーザ は デ ー タベ ー スを 検 索 し,興 味 あ る項 目を 見 付 け だ し,必 要 な デ ー タを ダ

ウ ン ロー ドす る こ とが で き る。 そ して,ハ イパ ーテ キ ス ト ・シ ス テ ムを 使 用 す る こ と に よ

り,個 人 的 に意 味 の あ る情 報 を 結 び 付 け た り,関 連 付 けを 行 うこ とが で き る。 す なわ ち,

デ ー タベ ー ス に蓄 積 され た 情 報 は,内 部 の リポ ー ト,メ モ,記 録 され た考 え な ど に リ ン ク

さ せ る こが で き る。

この よ うに,ハ イ パ ー テキ ス トの 強 み は,リ ンク ま た は リ レー シ ョナ ルの 機 能 で あ るが,

弱 さ はア イ デ ア毎 に ノ ー ド間 の 移 動 を認 め る フ ァイ ル間 の 情 報 の 要 素 の リン クを手 作 業 で

行 わ なけれ ば な らない こ と に あ る。 っ ま り,ハ イパ ー テ キ ス トに よ る デ ー タ ベ ー ス の構 築

者 が ノー ドを指 定 し,そ の 構 築 者 に と って どの 関 係 が 意 味 を持 つ もの か を示 さ な け れ ば な

らな い。 ノー ドが 自動 的 に割 り当て られ るよ うに な る ま で,ハ イ パ ー テ キ ス トは 大手 の フ

ル テ キ ス トの デ ー タベ ー スで は多 く使 用 され な いで あ ろ う。 ハ イ パ ー テ キ ス トの 利 用 分 野

と して は,当 面 専 門 的,ま た は,す きま分 野 に 限定 さ れ よ う。
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第4章 国 内 施 策

CD-ROMは,大 容 量性,可 搬 性,耐 久 性 な どの特 性 を もっ デ バ イ スで あ り,パ ッケ ー ジ

型 デ ー タベ ー ス や電 子 出 版 の 重要 な ツー ル と して その普 及 が 望 ま れ て い る。

しか しな が らそ の普 及 に 当 た って は,CD-ROMの ハ ー ド面,ソ フ ト面 で の規 格 化 及 びC

D-ROMド ライ ブ及 び ソ フ トの低 廉 化 な どが 課 題 とな って い る。

この 中 で も,我 が 国政 府 のCD-ROM関 連 の 施 策 と して は,現 在 は この 規 格 の策 定 に終 結

して い る。

CD-ROMの 規 格 に は3っ の レイ ヤ ー が あ り,そ れ ぞれ ① 物 理 的 光 学 的 仕 様,② 物 理 フ ォ

ー マ ッ ト仕 様
,③ 論 理 フ ォ ーマ ッ ト仕 様 と呼 ばれ て い る。

まず,物 理 的 光学 的 仕 様 とは,CDメ デ ィアの 物 理 的,光 学 的 な特 性 を 言 い,CD-ROM

に限 らず,CD-DA,CD-1な どの メ デ ィア に共 通 な規 格 で あ る。 これ は1987年 にIEC

/SC60A(Soundrecording)と しう形 で既 に規 格 化が な され て い る。 これ を受 け て,国 内 で

はJIS化 の 作 業 が進 行 中(事 務 局:社 団法 人 日本 レ コー ド協 会)で あ り,1989年 中 に原 案 が

提 出 され る予 定 で あ る。

次 に,物 理 フ ォー マ ッ ト仕様 で あ るが,こ れ はCD-ROMやCD-1な ど の メ デ ィア に 共

通 な メデ ィア上 の物 理 的 な フ ォー マ ッ トで あ る。 これ は,ISOの 場 にお いて も議 論 され て お

り,(ISO/IEC/JTC1/SC23,DIS10149(lnformationprocessingSystems-

DatainterchangeonReadOnly120romPpticalDateDisks(CD-ROM))が 提 出 され,そ れ に

対 す る各 国 の投 票 が終 了 し,DIS策 定 の方 向 で 作業 中で あ る。 これ に続 いて,1989年5月 に

は編 集 委 員 会 が 開催 され,1989年 中 に はIS化 とな る予 定 で あ る。 国 内 で のJIS化 にっ い て

は,平 成 元 年 度 に着 手 す る予 定 で あ る。

3番 目に,議 論 フ ォ ーマ ッ ト仕様 で あ るが,こ れ はCD-ROMやCD-1な ど の メ デ ィア

の フ ァイル や デ ィ レク トリな どの論 理 的 フ ォー マ ッ トの こ とで あ る。 この 論 理 フ ォー マ ッ ト仕

様 に関 して は,1985年10月 か ら,日 米 欧 の主 要 企 業14社(ハ イ シ ェ ラ グ ル ー プ)に よ りCD-

ROMの 論 理 フ ォー マ ッ トの 標 準 化 案 が 検討 され,HSF(ハ イ シ ェラ フ ォー マ ッ ト)と して

米 国NCC(NationalComputerConference)に お い て発 表 さ れ た 。1986年12月 に は,一 部 拡

張 の 上,ECMA(EuropeanComputerManufacturesAssociation)の 標 準 規 格 と して採 用 さ

れ,1987年7月 にはISOで 国 際 標 準 規 格(ISO/DIS9660)と して 可 決 さ れ,1988年 に

ISOの 正 式 規 格(ISO9660:Infomationprocessing-VoiumandfilestructureofCD-

ROMforInformationinterchange)と して オ ー ソライ ズ され た 。
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しか し,こ のISO9660は 日本語の取 り扱 いにっ いて は,記 述 していないので,我 が国で は

日本電子 出版協会が 「日本語対応CD-ROM論 理書式 に関す る標準化案 」を とりまとめ,ま

た通商産業省で も1988年3月29日 に 「電子 出版業 にお ける電子計算機 の連 携利用 に関す る指針」

を告示 し,CD-ROMの 論理書式の標準化 に関 して業界の連携を促 した。

これ は,「 情報処理の促進 に関す る法律 」第3条 の2(電 子計算機 の連 携利用 に関す る指針)

「主務大 臣(電 子計算機を利用す る事業者(以 下単に 「事業者」 とい う。)の 行 う事業

を所管する大 臣を い う。)は,そ の事業の分野 に属す る事業者に広 く連携 して当該事業の

分野 におけ る電子計算機の効率的 な利用 を図 る ことが必要で あり,か つ,適 切であ ると認

る ときは,計 画 を勘案 して,そ の事業 の分野 において は事業者が連携 して行 う電子計算機

の利用の態様,そ の実施 の方法及 びその実施 に当た って配慮すべ き事項 に関す る指針 を定

め,こ れを公表 する もの とす る。

2、 前項の指針は,関 連 中小企業者 の利益 が不 当に害 され る ことの ないよ う配慮 され た もの

でなければな らない。

3.第 一項の指針を定め るに当た ってはあ らか じめ,関 係審議会等の意見 を聴 くもの とす る。

4.前 項 の規定 は,「 第一項の指 針の変 更について準用 す る。」

に基づいて,1988年3月15日 に 「情 報処理 振興審議会産業の情 報化部会電子 出版業連携指 針策

定委員会」を開催 し,CD-ROM論 理 フ ォーマ ッ トに係 る業 界の意見を聴 取 した後 に告示 さ

れ た ものである。

その告示は3部 か ら構成 されてお り,概 要 は,

1.事 業者が連携 して行 う電子計算機の利用の態様

(1}電 子出版媒体上の ソフ ト・フォーマ ッ トを統一 し,こ れ を用 いた企業 間データ交換 が

可 能 とな るよ うな共通の システム

(2)情 報の相互利用性 を高 め,統 一 フ ォーマ ッ トの利用 を促進 す るため,各 事業者 が密 接

な連携を とりっっ構築 す る業界共 同のデー タベース

2.実 施の方法

(1)ソ フ ト・フォーマ ッ トの統一

日本電子 出版協会を 中心 に,業 界統一 フ ォーマ ッ トを策定 し,各 事業者が この フ ォー

マ ッ トに従 った電子 出版 ソフ トを供給す る こと。

(2)企 業間 ソフ ト情報 ネ ッ トワー クの構築

電子 出版業界内で,相 互 に利用可能 な情報又 はプ ログラムを有効 に活用す るため,企 業

間情報ネ ッ トワー クの構 築を図 ること。
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(3)電 子 出版業 界 デ ー タベ ー スの 開 発

統 一 され た ソ フ ト ・フ ォー マ ッ トの利 用 拡 大 を 図 る たあ,当 該 フ ォ ー マ ッ トで 記 録 さ

れ た 標 準 ソ フ ト ・デ ー タベ ー スを整 備 す る こ と。

(4)実 施 体 制 の整 備

以 上 の各 項 を 実 現 す るた め,電 子 出版 業 者 間 の 十 分 な 協 力 体 制 を 整 備 し,そ の 効 率 的

促 進 を 図 る こ と。

3.実 施 に 当 た って 配 慮 す べ き事 項

(1)中 小 企業 へ の 配 慮

電 子 出版 業 界 は,大 規模 事 業 者 か ら小 規 模事 業 者 まで の 様 々な 規模 の 事 業 者 か ら構 成

され て お り,各 事 業 者 が有 す る電 子 計 算機 シス テ ム,資 金 的 能 力,人 的 能 力 等 に は か な

りの差 異 が あ る。 した が って,主 と して デ ー タベ ー ス の 構 築 等 に 当 た って は,中 小 規 模

の 事 業 者 に対 して 過 大 な負 担 が 生 じな い よ うに配 慮 す る こ と。

(2)マ ンマ シ ン ・イ ン ター フ ェイ スの 向上

利 用 者 の 拡 大 に対 応 して,ソ フ トの活 用 が容 易 に行 わ れ るよ うマ ンマ シ ン ・イ ンタ ー

フ ェイ スの 向 上 に努 め る こ と。

(3)機 器 の 互 換 性 の 確 保

電 子 出版 の 普 及 に よ り新 た に必 要 とな るハ ー ドウ ェア ・ユ ー テ ィ リテ ィの,異 機 種 間

の 互 換 性 が 確 保 され る よ うに努 あ る こ と。

とい う もの で あ る。

この 連 携 指 針 を 受 け て,日 本 電 子 出版協 会 は業 界 統 一 の 論 理 フ ォー マ ッ トを策 定 し,そ の 普

及 に努 め て い る。

また,財 団 法 人光 産 業 技 術 振 興 協 会 で は,1987,88年 度 と2年 間 に渡 り,こ の 日本 語 対 応 論

理 フ ォー マ ッ トのJIS化 に向 けて 作 業 が進 め られ て お り,平 成 元 年 度 に はJIS化 が な され

る予 定 で あ る。

以上 の よ うに,CD-ROMの 規 格 に関 して は,3っ の レイ ヤ ーの 規 格 が な され て い るが,

これ だ け で は,CD-DAの よ うに 自由 に ソフ トが 流通 す る環 境 は は な らな い。

CD-ROMド ラ イ ブ を駆 動 す るデ バ イ ス ドラ イバ や,CD-ROMの 検 索 ソフ トの取 扱 い

な どが統 一 され て い な い た め,円 滑 なCD-ROMソ フ トの 流 通 が 阻 害 され て い る面 が 多 々 あ

る。

通 商 産 業 省 で は,CD-ROMシ ス テ ムの 普 及 促進 の観 点 か ら,一 つ 一 つ の 課 題 に対 処 して

い く方 向で 施 策 を展 開 て しい く。
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第5章 展 望 と 提 言

1.展 望

新 しい情報媒体 のCD-ROMは,そ の性能 と技術の展 開が非常 に急 速であ ったため に,

技術の可能性 と利用の現状に大 きな隔た りが ある。CD-ROMの 普及 と実現化への試み は

予想以 上 に多 くの分野でな されてお り,そ の 目的 も内容 も多種多様 であ るが,実 現方法の容

易 さか ら従来の情報源 また は情 報媒体の延長上 の ものが多 く必ず しも,ニ ューメデ ィアと し

ての特徴が活か されて いるとは限 らない。

1-1CD-ROMの 特徴か ら見た展望 の方 向

CD-ROMの 利用面か らみた主な特徴 は,図 表5-1の よ うに まとめ られ る。

図 表5-1 CD-ROMの 特 徴 と用途

研 究 営 業 教 育 図書館 保 存 趣 味

1.大 容 量(540MB) ○ ○ ○ ○ ○

2.小 型 形 状(省 スペ ー ス) ○ ○

3.小 型 形 状(専 用:高 機 能) ○ ○ ○

4.大 量 複 製(共 用 デ ー タ) ○ ○ ○ ○

5.読 み取 り専用(管 理容易) ○ ○ ○

6.価 格 性 能 比(記 憶,流 通) ○ ○ ○ ○

第一の特徴 は大容量で,冊 子体や従来のデータベ ース(以 下,DBと 略記す る)で は実

現困難で あ った,専 門家が研究 ・開発 または意思決定に必要 とす る高度かっ大量のデ ータ

が,容 易 に利用可能 な形で収録で きることであ る。現在普及 してい る大型商用DBの うち

専門家 向 きの もの は二次情報,し か も書誌情 報が 中心であ る。 これ はデ ータベ ース開発の

時点で は,記 憶容量 か らの制約 によって全情 報の収録 は困難であ ったた めで ある。 もちろ

ん大型計算機 の持 ち得 る補助 メモ リーはCD-ROMよ り遙か に大 きいが,大 型DBの カ

バ ーす る領域 も広 いので,利 用者 あた りの使用できる容量 は制限 され るこ とになる。一方

540MBの 容量 は専 門書籍等で約1,000冊 に相当 し,こ れだけ に情報入力 には従来の方式

は適切 な ものではない ことになる。

第二 の特 徴は,文 字通 り直径5イ ンチの コ ンパ ク トな形状であ ることで,省 スペ ースの

意義 も大 きい。
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第 三 の特 徴 は,一 度 マ ス タ ー ・デ ィ ス クを 作 成 す る と大 量 の 複 製 も容 易 で あ り,印 刷 物

と同 じよ うに多 数 に利 用 者 が 同 一 の デ ー タを 使 用 で き る。 す な わ ち,デ ー タが有 効 に活 用

され る こ とで あ る。

第 四 の特 徴 は,ROMす なわ ち読 み 取 り専 用 で あ る こ とで,記 憶 内容 の 変 化 が な い こ と

がDBの 管 理 シス テ ムを 大 幅 に簡 略 化 す る こ と に役 立 って い る。 特 に 実 際 にCD-ROM

が 使 わ れ る 際 は,パ ー ソナル ・コ ン ピュ ー タ に接 続 され る こ とが 多 い の で,こ の 点 は 重 要

で あ る。 ま た,読 み 取 り専 用 で は デ ー タの 更 新 が で きな い の で,事 象 デ ー タ用 に は 不 適 で

はな い か,と の質 問 を受 け る ことが 多 い。CD-ROM上 の 更 新 は,バ ー ジ ョ ンを 変 え る

時 で な け れ ば で き な いの は 明 らか で あ るが,実 際 に は その こ と に よ る不 都 合 は起 こ らな い。

それ は,更 新 は フ ロ ッ ピー ・デ ィス クま た は固 定 デ ィス ク等 の 書 換 え 可 能 な 媒 体 を 利 用 す

れ ば 済 む こ とに よ る。 さ らに実 用 的 に は,大 量 の デ ー タの 更 新,例 え ば540MBの デ ー タ

の わ ず か1%を 更 新 す る こ とは得 策 で な い ば か りか非 常 に困 難 で あ る。 従 って,セ ンタ ー

で 正 確 な 更 新 を行 い,新 しい バ ー ジ ョンのCD-ROMま た は他 の補 助 メ モ リーの 配 布 を

受 け るの が 現 実 的 で あ る。 もち ろ ん オ ンラ イ ン との併 用 も,即 時性 の 要 求 の強 い デ ー タ に

対 して は有 効 で あ る。

第 五 の 特 徴 は,記 憶 容 量 にっ い て も通信 に っ い て も価格 性 能 比 の良 い こ とで,利 用 者 数

が一 定 数,例 え20名 を 越 え れ ば そ の 効 果 は顕 著 と な る。 この 条 件 は,通 常 のDBで あ れ ば

十分 に満 た され て い る。 ま た,価 格 性 能 比 の み な らず 費 用 の 上 限 が 初 め か ら決 ま って い る

こ と も,DBを 利 用 す る業 務 にっ いて 管 理 面 か らの 利 点 と な る。 出版情 報,図 書 情 報 な ど

多 数 の利 用 者 へ の 無 料 サ ー ビスを す る ことが 期 待 され て い る図 書 館 な どで は,こ の 点 も大

切 な 特徴 と され て い る。

1-2事 例 か らみ た展 望

CD-ROMの 特 徴 を 活 か した,実 例 を分 類 す る と,辞 典型,DB型,定 期 型,統 合 型

の4種 類 に大 別 で き る。

辞 典 型 は,グ ロ リア の 百 科 辞 典 に 代 表 され る よ う な大 型 の 辞 書 で,し か も何 冊 に も及 ぶ

もの は実 際 に使 用 す る際 に不 便 で あ り,そ の 小 型 化 と検 索 の 簡 略 化,CD-ROM版 は適

した もの と言 え る。 同 じよ うに,大 量 の デ ー タの 代 名 詞 と もいえ る電話 帳 につ いて も,N

TTの タ ンウ ペ ー ジがCD化 され て い る。 これ らは,当 初 の 目的 に沿 う こ と は もち ろん で

あ るが,内 容 へ の ア クセ ス の面 で は冊 子 体 の 見 出 し項 目以 外 の点 か らの 検 索 も可 能 で あ る。

タ ンウペ ー ジの場 合 で は 名 前 は見 出 し項 目 とな って い るが,住 所 で,し か もそ れ が不 完 全
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で あ って も検 索 で きる こ と は,内 容 が す べ て計 算 機 可 読 の コー ドにな って い る こ とか ら当

然 とは いえ,事 実 上,冊 子 体 に はな い 新 しい便 宜 を 提 供 で き る こ と にな る。

DB型 は,DialogのERIC(教 育DB,EducatinoalResourcesInformationCenter),

ExcerptaMedicaのEMBASEのCD-ROM版(医 学 用DB,SilverPlatterInformationInc.

英 国 ラ イ ブ ラ リー協 会 のLISA(LibraryandInformationScienceAbstracts)等 に代 表

され る よ う に,オ ンライ ンで提 供 され て い るDBを 頻 繁 に 使用 す る利 用 者 や,教 育 用,図

書 館 用 な ど,使 用 料 金 を あ らか じめ確 定 して お きた い場 合 に は,好 都 合 な 情 報 提 供 の方 法

と して 利 用 され て い る。 も ちろ ん,CD版 は更新 頻 度 に お いて オ ン ライ ンよ り は少 な くな

るの で,最 新 デ ー タ にっ い て は オ ンラ イ ンとの併 用 が 必 要 な の で,ソ フ トウ ェ ア は利 用 者

の 便 を 考 え て両 者 共 通 化 され て い る。

定 期 型 はデ ー タの 量 が 多 く,追 加 量 が 月 単 位 でCD枚 に相 当 す るよ うな場 合 で,Bowker

のBooksInPrintPlus(3カ 月 ご とに更 新),日 販 のNOCS,特 許 情 報 機 構 の 特 許 情 報,

な どが す で に 実用 化 され て い る。BooksInPrintPlusやNOCSは 出版 情 報 で あ り,利 用

者 は主 と して書 店 で あ るか ら,使 用 法 は検 索 の み の こ と もあ る が,本 の注 文 と結 びつ く こ

とが 多 い の で,電 子 発注 の ソフ トが 組 み 込 まれ た業 務 上 と して の対 応 が で きて い る。

統 合型 とい うの は,研 究 開発 や意 志 決 定 の よ うに各 種 の 情 報 を統 合 し,か つ 高 度 な処 理

によ らな け れ ば 目的 に沿 わ な い よ うな場 合,必 要 な デ ー タを 各 種 の ソー スか ら収 拾 し収 録

してCD化 す るので この よ うに名 付 け た。

有 機 合成 研 究 開発 支 援 シス テ ム(CORES:CD-ROMaidedOrganicSynthesisResearch

System)研 究 用 のDBの 例 で あ る。 後 者 の場 合,情 報 源 と して は学 術 文 献 か ら収 録 して オ

ン ライ ンの事 象 のDB化 され て い る もの を は じめ,カ タ ロ グ,ハ ン ドブ ッ ク,辞 典,ガ イ

ドブ ックな ど,高 分 子 の 研 究 開 発 に実 際 使 われ て い る デ ー タを 収 集,整 理 して,統 合 して

使 え るよ うに な って い る。 この こ と に よ り,調 査 も含 め,研 究,開 発 の 種 々の 段 階 で 必 要

な情 報 が即 座 に得 られ る体 制 が で き る こ とに な る。 もち ろん,現 バ ー ジ ョ ンは量 的 に も質

的 に も高度 な研 究 活 動 をす べ て 支 援 す る には十 分 と は言 え な いが,現 バ ー ジ ョ ンは容 量 に

十 分 余 裕 が あ るの で,適 切 な デ ー タ,情 報 を補 充 す る こ と に よ って 目標 に達 す る こ とが 期

待 され る。

ま た,こ れ らの シス テ ムの 利 用 は検 索 中心 で は な く,シ ステ ム に整 備 して あ る処 理 プ ロ

グラ ム や体 系 化 され た関 連 知 識 に よ って 検索 結 果 の デ ー タ解 析,新 材 料 の 設 計,加 工 法 の

設 計,新 用 途 の 開 発 な ど,研 究 開 発 にお け る 中心 機 能 を 直 接 支 援 で き る可 能 性 が あ る。 こ

の こ とは シス テ ムの 機 能 と し,数 値 演 算 や文 字 照 合 の レベ ル だ けで は な く,帰 納,学 習,
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類 推 の よ うに高 度 な ものが 必 要 とな る。

特 に,二 次 元,三 次 元 の グ ラ フ,画 像,構 造 情 報 の 表 示,処 理 は,研 究 ・開 発 に極 め て

重 要 で あ り,し か も白黒 で は不 十 分 で カ ラ ー を要 求 され る こ と も多 い の で,CD-ROM

で は大 型DBに 比 し,こ れ らの 実 現 も容 易 で あ る。この点 で,CD-ROMが パ ー ソナ ル ・

コ ン ピュー タや ワー クス テ ー シ ョ ンに接 続 され て 使 わ れ て い る こ とが,大 型 デ ー タベ ー ス

・シ ステ ムに比 して 有 利 な点 の 一 つ で あ る。 っ ま り,大 型 システ ム は多 数 ユ ー ザ の共 用 で

あ る こと と,消 去 可 能 型 の デ ー タ管 理 を 行 うこ と に よ る特 殊 な機 能 の 導 入 が 困 難 で あ るの

に対 し,個 人利 用 者 が 中心 と な る小 型 シス テ ム に利 点 の あ る こ とを 示 して い る。

CDIお よ び更 に積 極 的 な参 加 型CD-ROMは 社 会 人 教 育 を 含 め広 義 の教 育 に有 力 な

手 段 を提 供 す る こ とに な る。 ま た,ナ ビゲ ー シ ョ ン ・シ ステ ムや 企 業 系 列 の部 品 カ タ ロ グ

な どVerticalUse等 実 務 面 で の 利 用 も,既 に実 用 段 階 に入 って い る。

1-3CD-ROM関 連 技 術 の新 しい動 き

読 み 出 し専 用 のCD-ROMは 多 くの 特 長 を 備 え て い るが 追記 型 のCD,書 換 え 型CD,

利 用 の た め のHypertext,FullText型 デ ー タベ ー ス,デ ー タ入 力 な ど多 くの新 しい技 術 の

支 援 に よ って今 後 の 大 き な展 開 が 期 待 され る。

1-4CD-ROM実 用化へ の課題

以上 に述べたよ うに,情 報の提供,流 通,利 用の どの面か らみて も,CD-ROMは 画

期 的な新 しい媒体で ある と言え る。 しか しなが ら,従 来の媒体 との違 い も大 きい ために素

晴 らしい可能性 を秘 めてお り,技 術的 に非常 に高 い水準 に達 してお り,経 済的 に もオーデ

ィオ市場の展開によ って きわめて有利 な状態 にあ るに もかかわ らず,そ の普及 はいま一歩

で あ る。

そのためには,装 置の普及,豊 富 な利用可能 データ,及 び各種の用途 に応 じた高度 な ソ

フ トウェアとい った技術面 での課題 の解決 も必要で ある。現在 の情報媒体の主流 であ る小

冊 子体 は,簡 便性,即 応性 な ど優れ た特徴 を持 ち,そ の利用法 も様 々な角度か ら検討 され,

技 術的には完成度が極 めて高 く,オ ンライ ンDBも その意味で実用 的に定着 して い る。 そ

れ に対 し,CD-ROMは 外部仕様 的技術が優 先 し,利 用法が十分 追随 して いない き らい

が ある。

扱 うべ き情報量の飛躍的増大や,内 容や質の大幅な向上 に対応 して種 々の 目的 に必要情

報 をその ようなソースか らどの よ うに収集 し,ど の よ うに整理 ・管理す るか,そ れ らを高
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度 に活用 す る に は どの よ うな方 法,ソ フ トウ ェア機 能 が 必 要 で あ る か,な どを十 分 に 検 討

しな け れ ば な らな い。

また,新 しい媒 体 に適 した情 報 の流 通 体 制,著 作権,DB権 な ど の行 使,利 用 の 際 の 十

分 な 意識 慣 習,体 制 な ど も確 立 され な けれ ば な らな い。 装 置,デ ー タ,ソ フ トの標 準 化

も一部 は確 立 して い るが,大 部 分 は これ か らの課 題 で あ る。

1-5CD-ROM関 連産業育成 に関す る施策

多 くの関係者の熱 い期待 を担 って躍進 しようとして いるCD-ROMは やが て急速 に発

展 し,そ の ことが趣味,教 育,営 業,研 究,開 発,行 政等,生 活や社会 におけるあ らゆ る

面で有用で,な くて はな らない道具 となる日 も近 いで あろ う。

その ためにはCD作 成 に直接必要 なデータ収集,デ ータ加工,入 力か ら多 目的利用 の応

用 ソフ ト開発,及 び流通 に関 して従来 と根本 的に異 なる技術や 体制が必要で ある。従 って,

専門家養成,利 用者教育か ら普及型のハー ドウェアの開発等利用環 境の整備 も重要で あ る。

一方
,標 準化や知的所有権 に関す る課題 も早急 に解決 され なければな らない。
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CD-RO

〔1〕 ジ ャ ンル 別 分 類

Mソ フ ト の 制 作 状 況

ジャンル 発行元 製 品 名 内 容 価 格 フォーマット 関係会社
情 報

文 図 画 音

デ ー タ ベ ース

日外力江一ツ 「CD-JI亦 肋ACE他 」

艦 齢脇 櫻 曜 麟1、鑑 、罐 鑑1口m
月額1万 円

懸羅鮮,立
○

口外"シ エーツ 「CD-IIIASK」 朝日新聞の新聞記事情報,年 度版 ・年約6万 件 10万円 独自 朝日新聞 日立 ○

日クけソ汲一ツ 「CD-SCAN他 」 企業情報,新 製品,新 技術,海 外情報,コンビ亡タ情報等約185
万件を収録

6万円 機振協経済研,日 立
日商岩井,経 文研等

○

口外"氾 一ツ 「CD-BOOK」 皇肝llの図書情報 と新聞雑誌情報(CD-JPP・2万 件)出 版社情

報(CD-Pub】ishers・ 約1万 社)

5万円 独自 東販 日販
紀伊国屋 日立

○

カ トウェア開 発 「GEM亦 脳Biodatabase」 遺伝子情報 トライブ込42万 円 ○

日立 カ トウェア

エンシニァリング

「DMSISDBREF51」 遺伝子情報 4万円 ○

u}こ電子計算 「実用 化合物 データベース」 化学製品のうち試薬,医 薬,高 分子など製造業全般で使われ
る実用化合物から実用レベル5万 件を収録

テス ト版 ○

日本図書館協会 「J-BISC」 書誌情報約50万件を収録 初年度20万/4同
次年度14万円

国立国会図書館
大日本印刷

電子出版 辞典 ・事典

岩波書店 「広辞苑」(富 士通版) 20万 語,図 版約2,000点,外 字約2,000字 を収録 2.8万 円

ハート込約213万
富士通 ソニー大

日本印刷
○ ○

岩借書店 「広辞苑」(日 電HE版) データは上記と同じ,色彩をカラー表示 し,60種の鳥の鳴き声を収録
している

6万円 HSF 日電HE
大日本印刷

○ ○ ○

三修社 「科学技術用語辞典」 3カ 国語辞典(日.英 独語)17.5万 語 の対訳辞書 6万円 ソニー
大日本印刷

○

三修社 「CDWord8」 8カ 国語辞典(日.英 独,仏,伊,蘭,西,中 国語)

500万 語を収録

16.8万 円 大日本印刷 ○

三権社 「CDWord」(富 士通販) 8カ 国語辞典(日.英 独,仏,伊,蘭,西,中 国語)

500万 語を収録

10万 円 富士通大
日本印刷

○

三1彦社 「CDWord12+1」 8カ 国語辞典にノ1けエー,フィカンド,テ万一ク,スウェーデン語 とア刈カンイテ払
を追加収録 約700万 語

12万円(予 定) HSF ○

三樹 .t 「目で見る辞書」 図版約3,000枚 を収録,図 版を呼出し,部 分を指定すると部品名を英
・仏語で表示し,音 声でも出力する

テス ト版 ○ ○ ○

角川書店 「日本地名地誌大辞典」 東京 ・大阪 ・他一部の県の地名 に関す るデー タと写 真 ・イラ
ス ト・効果音な どを収録 し,音 声によ る説明 も行 う

テス ト版 HSF 凸版印刷 ○ ○ ○ ○

Tmブ リタニカ 「賢作 くん」 国際大百科事典Rα 版金6巻 ・13.2万項目を収録 トライブ込み

?3万 円(予 定)

HSF 凸版印刷 ○ ○ ○

学習研究社 「小学国語辞典」 約3,200語 収録,読 み方 ・漢字によ る検ヌ己 音声によりア ク
セ ン トを指導 する

テス ト版 HSF 凸版印刷 ○ ○

白川国民社 「現代用語の基礎知識」 12分 野,約45千 語 を収録 2万 円
ハート込約220万

富士通
大日本印刷

○
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ジヤンル 発行元 製 品 名 内 容 価 格 フォーマット 関係会社
情 報

画 音

電子出版

辞典 ・事典

オーム社 「新版 ・電気電子用語事典」 約5,000語 を収録,用 語検索の他に図面 ・数式も同時に参照
できる

9.5万 円 エヌ ピーエス

広済堂

○ ○

オーム社 「英和腕競電気術語辞典」 約4.2万 語を収録 9.5万 円 エヌ ピーエス

日本コ ロム ビア
○

日本電気 「オ ックス フォー ド英語 大辞典 」

嬬 醗 競 謬 麗 けの「OED」を1㎜ 」剛 に
25万円 日電,日 電llE ○

学術情報セ汐一 「学術用語集」SciTe㎜ 既発行21分野の学術用語を収録 学会へ無償配付 大日本印刷 ○

法令 ・判例

三省堂 「模範六法」 法令約400件 と重要法令に対する重要判例の要旨を収録 12万円 独自 凸版印刷 ○

新日本法規 「判例検索HASTER」 民事判例酌4万件を収録 ヵト26万 円
ハート込117万 円

HSF 競 ○

日本法律情報
センター

「LegalBase」 全判例要 旨

鑑 嬬 臓 麟式の判㈱ 端 端に掲載
月額3万 円 日外力シェーツ,ABC ○

〃 〃 判例全文 月額10万円 日外アソ汀弓,ABC ○

〃 〃 民 ・商事法 月額3,5万 円 日興 アソシエーツ,ABC ○

〃 〃 刑事法 月額2.8万 円 口外 アソシエーツ,ABC ○

〃 〃 公法 ・社会経済法 月額2.5万 円 日外力シェーツ,ABC ○

〃 〃 損害賠償 ・交通 ・医療 ・保 険等 月額2.8万 円 日外力シエーツ,ABC ○

名簿 ・名鑑

サカ イデ一夕システム 「サカ イ棚0'S剛0」 約20万人の人物情報 テス ト版 凸版印刷 ○

日外力汲一ツ 「CD－ 群技/現 執」 国内の各分野の専門家約26千人と関連記事35万件を収録 8万円 B立 ○

アサ ヒ出版 「全国版 ・電子宿泊表」 約2万 件のホテル ・旅館を収録,側 妻案内を行 う白身ディスク と
セ ッ トで利用 する

入会金10万円
年9千 円/3回

大日本印刷
伊藤忠商事

○

オ ー エ フ シ ー 「OAG-CD」 世界航空便時刻表 「OAG航 空時刻表」の全世界版 と北米版を収録 テス ト版 大日本印刷 ○

日本電信電話 「CD－ タ ウンページ」 東京23区と多摩版の約125万 件の企業名を収録 した欄ll電
話帳を収録

テス ト版 独自 ソニー,大 日本印刷 ○

ダィケイ rCD－ 住所 」 全国約4,200万 件 の氏名 ・電話番 号 ・住所 を収録関東
・関西 ・その他 の3枚

○

大蔵省印刷局 「職員録」
暫當 蠕銚竃 讐難鑛 の囎緬万人の氏

20万円
D附 き50万円

HSF 凸版印刷 ○

蹴

美術年鑑社 「電子美徹 官」 佐久市立近代美争硫Rの所蔵品の内400点 を収録,作 品紹介を
文字 ・ナレーションで行う

テス ト版 日本 コロムビア ○ ○ ○

ハイチクラ翻'バ ン 「STAR-FINDER」 太陽系の惑星 ・衛星に関する情報を収録 30万円 日本電気 ○ ○ ○ ○
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ジヤ ンル 発行元 製 品 名 内 容 価 格 フォーマット 関係会社
情 報

文 図 画 音

電子出版

目録 ・
カタ ログ

オリ労}厄 ワイテンス 「ぬ一トィカッ刎 レコー ドのタ イ トル約20万 曲を収録 テ ス ト版 凸版印刷
日外アソ涯一ツ

○

東京出版販売 「東販CD-ROHシス弘電子図書館」 図書 ・出版物情報約55万件を収録 月額4.7万 円 日電 ○

日本出版販売 「CD-N㏄S」 図書 ・出版物情報 約60万点 月額5.4万 円 日本田H

大B本 印刷
○

日本出版販売 「図書館CD-N㏄S」 約60万点の書誌情報に毎月の新刊情報を加えて図書館に提供
する

月額8.8万 円 大日本印刷 ○

サ ン トリー 「AIソ ムリエ」 540種 の ワインのカ ラーによる紹介 ・案 内 システム シス私約100万 円 ・HSF 凸版印刷 ○ ○ ○

日電HE 「CD-ROHONCD-ROH」 CD-ROHの基礎知識から作成方法までを解説 4.8万 円 ○ ○ ○

日電HE 「ClipArt3DCD-RO剛 Hac用 ク リップアー ト集 約2,500点 以上 の3Dイ メー ジを収

録

テス ト版 ○

B電IIE 「CDrama/TheEuropean

Showcase」

西独の音楽 ・旅行ガイ ドと独語旅行会話集を収録 テス ト版 ○ ○

日電HE 「TheBMW」 BMWの 商品ガイド,日本語版 ・英語版がある テス ト版
【

○ ○ ○

エヌ・アイ・シー 「西蔵」 チラシ・リール,トなどを作成するために必要 な文字51,114字 とイラスト

用 の図形データ17,740点 を収録

CD掴ICシ万ムの
ソフ ト

○ ○

CRC 「CD-VieHIiiustrato'rs」 イラストトタ向 けに 自然画 ・オーデ ィオ ・文字 ・アニメな どを収

録1,300素 材 ・5,200画 像

約10万円 IISF ○ ○ Q ○

日本書籍出版
協会

「日本書籍総目録」 約41万点の書誌情報と5,200社 の出版社情報を収録 テス ト版 凸版印刷 ○

高分子 素材センター 「CAPDAS」 技術情報2,500件 高分子素材∬イ防 ク・高分子素材用語辞書
や高分子剛Rテ」タ←ス(2,400件)画像100県 等を収録

テス ト版 ○ O

ぽ 拙版
「和銅開宝」 サ ンプルデ ィス ク HSF ○ ○ ○ ○

地図

ゼ ンリン 「Zmap」 電子地図 東京23区
跳 艦 陛 鐸鰐誉誌 事編 の)存データ

280万円
区別18万円

○ ○

〃 〃 川崎市 70万円 ○ ○

〃 ・〃 大阪市 160万 円 ○ ○

〃 〃 福岡市 70万円 ○ ○

〃 〃 横浜市 160万 円 ○ ○

〃 〃 仙台市 70万 円 ○ ○

〃 〃 那覇市 30万円 沖 縄 インターマ・プ . ○ ○
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ジヤンル 発行元 製 品 名 内 容 価 格 フ才ーマツト 関係会社
情 報

文 音

電子出版

地図

N竹 情報開発 「タウ ンページマ ップ」
鍵 曇勝裂纏 翻 玉li嬬習欝9蓉既磐,1畠

ハート込135万 円 大 日本 コンビ。→ システム ○ ○

プラネ,クス技研 「MPBASEl 東京23区の住宅地図と320万件の住所 ・氏名を収録 国勢調査
データと組み合わせでマーケティング ・顧客管理などに利用する

トライブ込 ㎜ 万円 ○ ○

大 日本コ池 一夕
システム

「CD-MPl 東京23区の住宅地図約9,500枚 と居住者の住所 ・氏名約320
万件を収録

ハート込98万 円 日本コ砿ビア ○ ○

ダイケイ 「CD-TELEMP」 区町単位の地図データを最 大7,000枚/1テ ィスクに収録
CD－ 住所 と組み合わせ て使 用す る

日立 ○ ○

東京ガス 「都市情報管理マッピングシステム」 東京ガスの埋設力ωiイブラインの保守管理用 システム 社内用 ○ ○

公共施設地図 「姻PNOTESYSTE剛 東京23区 の地図(1,655枚)と タウン《一汁青報(90万 件)を 収録 し地図
データベースをユーザ ーが修正 ・加工できる

セット398万 円

利用ソフH50万 円

HSF ○ ○

北海道地図 「白地図デ ータベー ス」 白地図に地域や書肺 毎の基礎データ(道路 ・河川 ・行政界)
を不可して販売し,ユーザーカ泌 要な情報を加えることができる

システム400万 円

(予定)
○ ○

文献 ・資料

東洋経済新報社 「CD-FOREX」
霧嚇一ヨぞ6隠蟹鍵 纏 縫1麟 纏 警価指

18万 円 HSF 凸版印刷 ○

日電HE 「CD-ROH論文検索 システム」 「NEC技 報 」のCD-RO岡版 ○ ○ ○

日本統計センター 「CD－ エ1庁ダイナミックス」 盲者隅40Km圏 内の136者 肺 を町 ・丁別に12,300エ リアに区分
し,人 口 ・世帯 ・道路な どのマーケティングチータ約270万 件を収2泉

フルチータ290万 円

6分 割可

三菱化成 ○

日本建築学会 「建築設計資料集成」 図 版5,000点 表400点 を収録 テス ト版 丸善,広 済堂 ○ ○

日本建築センター 「CONFI柵 」 耐火防火構造材料約37千件の文字 と図形をイメージで収録 go年予定
年額3.6万 円

○

林原生物化学研究所 「冊DICATSj 医師国家試験(10回 分)と 解説 ・写真 ・図版や医学辞典を収
録

システム込170万 円 HSF 三洋電機,じ ックタイム

東大医学 部
○ ○ ○

顕露撲
「化合物半導体材料チータ心ス」 約2,500件 の主に皿－V族 関係の半導体材料を収録 内部使用 HSF 凸版印刷 ○ ○

日本電子工業
振興協会

「超電導材料テ→心ス」 超電導材料約500件 をイメージで収録 内部使用 HSF 凸版印刷 ○ ○

筑波大学 「CORESvol.1」 有機反応情報

七蹴 蹴 斐鶴 劉 養分約噸 をイメージで囎
内部使用 凸版印刷 ○

筑波大学 「CORESvol.21有 機反応情報 同上 約1,500頁 をイメージで収録 内部使用 凸版印刷 ○

大蔵省印刷局 「有価証券報告書」
(店頭登録会社)

62年4月 期～63年3月 期の店頭登録会社 ・店頭管理会社164
社の有価証券報告書を収録

30万円 HSF 凸版印刷 ○ ○

大蔵省印刷局 「有価証券報告書」し
ヒ場外国会社)

62年1月 期～62年12月期の上場外国会社留袖の有価証券報告
書と63年7月末で上場された10社の有価証券届出書を収録

30万円 ISO/

蜘
大日本印刷 ○ ○
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ジャ ンル 発行元 製 品 名 内 容 価 格 フォーマット

情 報

電子出版 マニ ュアル

ピー1スアール 「事故車傾 里見積りシス弘VoLl」 自動車修理 に必 要な部品 ・塗装 ・作業指数データを収録 し,

見積書 を作成 する(ト ヨタ ・日産 ・ホンダ)

月額4.99万 円
ハート込み

凸版印刷 ○ ○

ビーエスアール 「事故専修1里見積 りシステムVoL2」 (いすず ・鈴木 ・スバル ・ダイハ ツ ・マツダ ・三 菱自工)
音品 名 ・番号約40万 点,部 品 でラスト7万 点,塗 装テ→80万 件

月鰯.09万 円
ハート込み

凸版印刷 ○ ○

矩 「サ ービス関漣 情報検索 システム」
(Ouick)

SSと 系列販売店 向けに開発 した補修部品 番号 とサービス情

報 の検索 システム,13,000機 種 ・120万 点

社内用

日電IIE 「CD-Ron部品検索 システム」 6オ のサービヌマニュァル の図面 とバーツ情報を収録 社内用 ○ ○

日産自動車 「部品番号検索システム」(臼 勺)

翻
のかディーラー ・部品販売会社向 けに開発 した部 品番号 と部

の検 索システム
月額3万 円 日立 ○ ○

マツダ 「APSシ ステム」 自動車の車種男賠陥 ・用品の検索 システム 全国の系列部品
販売会社やデ ィーラーで使用する

社内用

第一生命 「CD-ROMシ ス弘1

欝襲職巽幣雫籍苫繁鷲曇驕翌鷲麟i
社内用 キ ャノ ン販売

松下電器 「部品翻訳システム」 家電や0A機 器な ど2,500種 類 ・174万 点 の音1囁杢娩 ス私で全
国 のSSで 使用す る

社内用 ○

CAI

教育 システム

日本IBM 「ELIAS」

麟 難 竪 襟 曇纏 堅 ト酬 獺 まパソコンで
セット50万 円 HSF ジ ー ク

日本 オフィスシステム

○ ○

東京電機大学
出版局

「SounDictionary」 音声付きの英語辞書を収録し,模範的な発音と学習者の発音
を表示し,比 較認識するシステム 信号処理ボート10万円

テイスク10万 円
トライブ20万 円

独自 テ ィア ッ ク ○ ○

日電HE 「CAI半 導 体入F¶1)」 社内教育用主として進入社員教育用のソフ ト 社内用 ○ ○ ○

富士通 「CAL」 C言 語プログラムの基礎伊燧i6件 を音声付きで収録した社内
用ソフ ト

社内用 ○ ○

日本 コースウェア 「CD-ROト|CAISystemＬBASIC 情報処理教育用 の システムで画像 ・音声テキストデータ(文字 ・イラス

Dで 構成 され 各コースをディカレイ上で習得 してい く

19.8万 円 日本コ砿ヒ7 ○ ○ ○

〃 〃COBOL 19.8万 円 日本加ムピ7 ○ ○ ○

〃 〃FORTRAN 19.8万 円 日本コロムビヲ ○ ○ ○

〃 〃OS 13万 円 日本コロムビア ○ ○ ○

〃 "C言 語 19.8万 円 日本コロム臼 ○ ○ ○

〃 〃 アセンブラ 19.8万 円 日本コ砿ヒ7 ○ ○ ○

〃 〃UNIx 19.8万 円 日本コロムビア ○ ○ ○

〃 〃BASIC応 用 19.8万 円 日本コロムビア ○ ○ ○
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ジヤ ンル 発行元 製 品 名 内 容 価 格 フォーマパ

情 報

画 音

ソ フ ト ・ツ ー ル

冨士通 「F-BASIC386V1.1」 25千円 富士通(T㎝NS)

〃 「T㎝sVENTV1.1」 18千 円 富士通(㎜NS)

〃 「T㎝sTAINTV1.1」 38千円 富士通 .(T酬s)

〃 「T㎜sシ ステムソフトウェアV1.1」 2万円 富士通(1WNS)

〃 「T㎝sSOUNDV1.1j 28千円 富士通(㎜S)

日本マ位ン販売 「テラ㎜S」 32千円 富士通(㎜S)

アラピック・インタナカナル 「芸達者丁㎝NS」 2万円 富士通(㎜S)

キャス ト 「C-TR且CE㎜S」 68千円 富士通(㎜NS)

データ ウエス ト 「GEDIT㎜S」 3万円 富士通(㎜S)

アル ゴ 「ASKA」 4万円 富士通(㎜S)

ラムダシステムズ 「㎜STel。P」 98千円 富士通(T㎝NS)

H.P.テ クハ]テ '、イ'トテキスト 「Guide」

ゲーム

日電HE 「CDadventure/WonderIsland」 テス ト版 B電HE ○ ○

日電HE 「実践囲碁講座」 テス ト版 日電HE ○ ○ ○ ○

日電HE 「実践将棋講座」 テ ス ト版 日電HE ○ ○ ○ ○

CSK総 研 「且FTERBURNER」 9.8千 円 富士通(㎜S)

システム・サコム 「EVOLOTION」 9.8千 円 富士通(㎜S)

日本 テレネフト 「C冊ERCITY」 9.8千 円 富士通(㎜S)

データウエ ス ト 「イン⇔ カン影からの招待状」 9.8千 円 富士通(TO剛S)

ハ ドソン 「R-TYPE」 9.8千 円 富士通(㎜NS)

アスキー 「麻雀悟空」 8.8千 円 富士通(TO剛S)

富士通OA 「囲碁道場」 9.8千 円 富士通(T酬S)

エニ ックス 「森田将棋n」 14.8千 円 富士通(噺NS)
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ジヤンル 発行元 製 品 名 内 容 価 格 フォーマット

情 報

文 図同 音

その他

こどもの城 「インフォビカ ン」 1

こどもの城 「集団 プ レー」

1

専用システム

ナビゲ一泊 ン

トヨタ自動車 「CDイ ンフォメーション 」 カーナビゲーション

麟6鑑 磯 、瀦 灘豊麗 鷲 ㍗箒欄 画
クラウンロイヤ1助トンG
に装着

昭文社 日本電装
東芝訓

○ ○ 1

動車交通情魏信シ泓 実用
化協議会

新 自動車交通情報通信システム「
AMTICS」

車載用,地 図DBと テレターミナルシス弘 で伝送 され る交通情報を連動
させ,画 像 ・メ)セージ(文字 ・音声)で 最適 な案内を行 う

○ ○ ○

その他

日本航空 「座席 予約り一ビヌシステム1 音声の記憶装置として座席予約の受付用に利用 シスラム3千 万 円 鐘紡 ○

テ」タディスクシステム 「CD－スピード姓名 ・住所字典 」
聾§理 曇1、甥 藤 野 名516酬 を‖甦ま

ハード込200万 円 ○

東京ゼネラル 「110TLINE」 商品先物取引 ・電話売買時にブ)シュホン操作により音声のガイダ
ンスを行っ

社内用 ゼネ ックス ○

日本特許情報
麟

「公開実用新案公報」 文字 ・図形を イメー ジとして収録 し,専 用の高精 細Cmを 使
用 して表示 す る ピュアーセット350万円

ティスク36万円

ソフト19万 円/月

日立 松下 ○

日本特許情報
機構

「公開特許公報」 同上
ビェア一世ット350万円

ディスク約200万 円

ソフト19万 円/月

日立 松下 ○

PCエンシンソフト

ハ ドソン 「NORIKO」 日電HE

ハ ドソン 「ビ ックリマ ン大事 界」 日電IIE

ハ ドソン 「ファイティン ストリート」 日電HE

ハ ドソン 「コブ ラ」 日電HE
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CD ROMソ フ ト の 制 作 状 況

〔2〕 制 作 社 の 業 種 別 分 類

出版関連 一般企業
団体 ・協会 官公庁

日外力 汲一ツ「CD-J口ROACE他 」(JETRO) ソ フ トウ ェア 開発 「GEN口YXBi(xlatabase」 日本図 書館協会 「J-BISC」書誌情報

口外"シ ェーツ「CD-HIASKI潮 目新聞) 日立ツフトウェアエンジニァリング 「DNASISDBREF51」

データベース 口外"シ ェーツ「CD-SC酬 他」(日 商岩井他) 日本 電子言十算 「…‖ミ月]イヒ雀潮 デLタ心一ス]

日外"氾 一ツ「CD-BOOK」 図 書情報

岩波書店 「広辞苑」(富 士通販) 日本電気 「オ ックスフォー ド英語大辞典」 学術情報 センター「学術用語集」(&iTpm

岩波書店 「広辞苑」(日 電HE版)
、

三修社 「科学技術用語辞典」3カ 国語辞典

三修社 「CDWord8」

三修社 「CDWord」(富 士通版}

三修社 「CDWord12+1」

辞典 ・事典 三修社 「目で見る辞書」

T田 力タニカ 「賢作 くん」(国 際大百科事典)

角川書店 「日本地名地誌大辞典」

学習研究社 「小学国語辞典」

自由国民社 「現代用語の基礎知識 」

オーム社 「新版 ・電気電子用語事典」

オーム社 「英和独露電気術語辞典」

三省堂 「模範六法」六法,判 例 日本法《輯前 世ンター「LegalBasel全 判伊1腰旨

電子出版 法令 ・判例 新日本法規 「判例阻STER」民事事]例 〃 〃 判例全文

〃 〃 民 ・商事法

〃 〃 刑1事法

〃 〃 公法 ・社会経済法

〃 〃 損害賠償 ・交通 ・医療 ・保険等

サンケイデータシステム 「サンケイWHO'SWHO](紳 常 詰) 日本電信電話 「CD－ タウ ンペー ジ」 大蔵省印刷局 「職員録」

名簿 ・名鑑 日外力シェ→ 「CD－ 科技/現 執」 ダ イケ イ 「CD－ 住 所」

アサヒ出版 「全国版 ・電子宿泊表」

オーエフト 「OAG-CD」 世界航空便時刻表

蹴 美術年鑑社 「電子美術館」 ハイテクラホシャバン 「STAR-FINDER」 天文 図 鑑

(佐久市立近代美術館)



出版関瞳 一般 企業
団体 ・協会 官公庁

才リジナ}}コンフィデンス1レコードインデックス」レコー ド†青幸艮 東 京出版販売 「東販CD-RO岡システム電子図書館 」 日本書籍出版協会 「日本書籍総目録」

日本出版販売 「CD調㏄S」 高分子 素材センター 「CAPDAS」

日本出版販売 「図書館CD-N㏄S」 日本電子出版協会 「和銅開宝」

目 録 ・ サ ン トリー 「AIソ ムリエ」(ワ イ ン情報}

カタ ログ 日電HE「CD-RonONCD-ROH」 マニュア)いイラスト

日電HE「Mac用CD-Ronク リップアート集 」

日電HE「CDrama」 音楽旅行ガ イ ド

日電HE「TheBMW」 カーガイ ド

エヌ・アイ・シー 「画 蔵 」

CRC「CD-Vie日Iiiustrato'rs」

ゼ ンリン 「Zmap」 電子地図 東京23区 プラネックス技研 「MPBASE」

〃 〃 川崎市 N竹 情報開発 「タウ ンページマップ」

"〃 大阪市 大 日本コン丘一タシステム「CD柏AP]

姻 〃 〃 福岡市 ダ イケ イ 「CD-TELEMPl

〃 〃 横浜市 東京ガ ス 「都市情報 管理マッピングシス弘」

〃 〃 仙台市 公共施設地図 「nAPNOTESYSTEH]

1 〃 〃 那覇 市

§
北海道地図 「白地図データベース」

1
電子出版

東洋経済新報社 「CD-FOREX」 日電HE「CD-Ron論 文検索 システム」 日本 統 計 センター 「CD－ エリアダイナミックス」 筑波大学 「CORESvol.1」 有機反応情報

日本建築学会 「建築設計資料集成」 筑波大学 「CORESvol.2」 有機 反応 情報

日本建築セン〉一 「CONFI脳 」 大蔵省印刷局 「有価証券報告書」

文献 ・資料 林原生物化学研究所 「nEDICATSl (店頭登録会社)

日本電子工業振興協会「化合物半導体材料 (上場外国会社)

デ→ペース」

日本電子工業振興協会 「超電導材料テ→やス」

ビーエヵ一[L「 事故車修理見積 りシステムVol.1」

ビーエスア市 「事 故車修理見積 りシステムVol.2」

東芝 「サービス関連情報検索 システム」

日電HE「CD-RO賠8品 検索 システム」

マニュアル 日産自動車 「部品番号検索システム」自動車部品

マツダ 「APSシ ステム」(部 品検索)

第一生命 「CD－間Hシヌテム」生保設計 ・教育

松下電器 「部品翻訳システム」(部 品検索)



一

一
〇
。。
1

出版関連 一般 企業
団体 ・協会 官公庁

日本IBM「ELIASl生 保外務 員教育 東京電機 大学 出版局 「SounDictionary」

日電HE「CAI半 導体入門n」

富士通 「CALＬC言 語プログラム

日本こ]一ヌウェァ 「CD-}刃HCAISys㎞ 」BASIC

CAI 〃 〃COBOL

教育 システム 〃 〃FORTRAN

〃 〃OS

〃 〃C言 語

〃 〃 アセンブラ

〃 〃UNIx
》

〃 〃BASIC応 用

富士通 「F-BASIC386V1.1」

富士通 「T㎝sVENTV1.1」

富士通 「T㎜sSO[肺V1.1」(富 士通)

富士 通 「T㎝sTAINTV1.1」(富 士通)

富士 通 「T㎝nsシステムソフトウ土アV1.1」富士通

ラムダシステムズ 「TOHNSTelop」(富 士 通)

ソ フ ト ・ツー ル 日本マイコン販売 「テラT㎝NS」(富 士通)

アラピック・インタ 「芸達 者㎜S」(富 士通)

キ ャス ト 「C-TRACE㎜S」(富 士通)

ゲ」ケウェスト 「GEDITTOWNS」(富 士通)

アルゴ 「ASK且」(富 士通)

H.P.テ クノ11ジ一 八イバーテキフトシステム 「Guide」

日電HE「CDadventure舳nderIsland」

日電HE「 実践囲碁講座」

日電HE「 実践将棋講座」

CSK総 研 「AFTERBURNER」(富 士通)

システム・サコム 「EVOLUTION」(富 士通)

ゲ ーム 日本テレネット 「CYBERCITY」(富=1漣)

デ→ウェスト 「イン窃一治ン影か らの招待状(富 士通

ハ ドソ ン 「R-TYPE」(富 士通}

アスキー 「麻雀悟空」(富 士通)

富士通OA「 囲碁道場」(富 士通}

仁ックス 「森 田将棋n」(富 士通)



出版関連 一般企業 団体 ・協会 官公庁

その他 こど もの城 「インフォビカン」

こどもの城 「集団フ'レー」

ナビケ'一ション トヨタ 自動 車 「CDイ ンフォメーお ン 」カーナビケ∴治 ン 新 自動車交通情報通信シス泓実用化協議会

「AMTICS」

データディスクシステム 「CD－スピード 酩 ・{主所 三鎮 」 日本特許情報機構 「公開実用新案公報」

その他 日本航 空 「座席 予約 り一ビκシスラム」 日本特許情報}幾構 「公開特許公報」

専用シス弘 東京ゼ ネラルmOTLINE」

ハ ドソ ン 「NORIKO」(日 電HE)

ハ ドソ ン 「ビ ック リマ ン大事 界」(日 電HE)

PCΣンジンソフト ハ ドソ ン 「ファイティン ストリート」(日 電HE)

ハ ドソ ン 「コブラ」(日 電HE)
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CD ROMソ フ ト の 制 作 状 況

〔3〕業種別制 作状況

出版関連 一般 企業
団体 ・協会 官公庁 合 計

唖 業務 テスト 不明 計 唖 業務 テスト 不明 計 唖 業務 テスト 不明 計 ㎜ 業務 テスト 不明 計 ㎜ 業務 テスト 不明 合 計

データベース 4 4 3 3 1 1 8 8

電子出版

辞典 ・事典 10 3 13 1 1 1 1 11 1 3 15

法令 ・判例 2 2 6 6 8 8

名簿 ・名鑑 2 2 4 1 1 2 1 1 4 3 7

蹴 1 1 1 1 玉 1 2

目録 ・立句グ 1 1 6 1 3 10 1 2 3 7 1 6 玉4

姻 8 8 5 1 6 13 1 14

文献 ・資料 1 1 1 1 3 2 1 6 2 2 4 7 4 1 12

マニ ュアル 3 5 8 3 5 8

小 計 23 7 30 24 7 4 35 4 2 3 9 3 3 6 M 12 14 80

CAI・ 教育 システム 9 2 11 1 1 10 2 12

ソ フ ト ・ツー ル 12 12 12 12

ゲーム 8 3 11 8 3 ll

その他 2 2. 2 2

専用システム

ナビゲ一方 ン 1 1 1 1 1 1 2

その他 2 2 4 4

PCエンジンソフト 4 4 4 4

合 計 カ 7 34 62 10 7 2 81 6 2 4 12 5 3 8 100 ]5 18 2 135
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